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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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１　令嬢、ドラゴンになる
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９　ドラゴン、マッサージをする

10　ドラゴン、少女に会う

11　ドラゴン、人形をもらう

12　ドラゴン、カエルが怖い

13　ドラゴン、洗濯をする

14　ドラゴン、風邪をひく

15　王子のひとりごと

16　ドラゴン、逃げる

17　ドラゴン、令嬢を見つける

18　ドラゴン、暴れそうになる

19　ドラゴン、決心する

20　ドラゴン、暴れる

21　ドラゴン、薬が苦い

22　ドラゴン、悪魔祓いをする

23　ドラゴン、令嬢を洗う

24　ドラゴン、令嬢とぶつかる

25　ドラゴン、狙われる

26　ドラゴン、令嬢に戻る

27　令嬢、周りの反応がおかしい

28　王子のひとりごと　２

29　令嬢、家に帰る

30　令嬢、ドラゴンの世話係になる

31　令嬢、ドラゴンとさよならをする

32　令嬢、ドラゴンに戻る夢を見る

33　令嬢、王子と結婚する

番外編　令嬢と王子の結婚
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　アベーユ子し爵しゃくの末娘むすめ、ニナはよく「お人よし」だと言われる。人がよくて素す直なお。それゆえに要領も悪く、よく外れくじを引いてしまう。

　今がまさに、その時だった──。




「君との婚こん約やくを破は棄きしたい」

　婚約者のトビアスにそう言われて、ニナは頭の中が真っ白になった。これは夢だと思いたいのに、テーブルを挟んで座すわるトビアスの隣となりには、お腹なかの大きな女性が寄より添そって座っている。

「見てわかると思うが、彼かの女じょは妊にん娠しんしている。僕ぼくの子だ。君には悪いと思うが、そういうことだから仕方ない。僕のことを真しん剣けんに想おもってくれるなら、いさぎよく身を引いてくれ」

　何て勝手な言いぐさなんだ。憤ふん慨がいしているはずなのに、あまりのショックで言葉が出ない。

　伯はく爵しゃく家の子息であるトビアスとニナは幼い頃ころからの婚約者同士だ。よくも悪くも堅かた物ぶつで真面目なトビアスをずっと信しん頼らいしていたのに、実際は堅物でも真面目でもなかったようだ。

　本当に人を見る目がないと情けなくなる。でもそんなトビアスをニナはずっと慕したっていた。

「君は親が決めた婚約者だ。容姿も普ふ通つうで悪くはないし、性格もおとなしくて素直で不満はないが、特に魅み力りょくもない。隣にいる彼女を初めて見た時、世界が変わったような気がしたんだ。ものわかりのいい君ならわかってくれるだろう？」

　ニナは唇くちびるを嚙かみしめた。ものわかりなどよくなくても見ればわかる。豊満な体の半分もおおえていない薄うすい布地の服と、上目づかいをしながらトビアスの体や太ももをベタベタとさわる、わざとらしい色気にやられたのだと。

　目の前の妊にん婦ぷが誇ほこらしげにお腹を突つき出だし、

「妊娠百日目なのよ」

　と見せつけるようになで回す。

　ニナは目の前が暗くなっていくのを感じた。決して納なっ得とくしたくない。けれど、心のどこかで完全な敗北感があった。だって彼女は妊娠しているのだ。もうダメでしょうと。

「……わかりました」

　涙なみだと屈くつ辱じょくをこらえて、何とか言葉をしぼり出す。本当はきっぱりと言ってやりたいのに、かすれたような声しか出ないのが悔くやしい。

　そんなニナの心の内がわかったように、妊婦がクスッと笑った。優ゆう越えつ感しかない「クスッ」に恐おそろしさから鳥とり肌はだがたった。

　震ふるえる足で立ち上がった瞬しゅん間かん、ニナはふと気付いた。

「……妊娠百日目って言いましたよね？　でも薄月の時期──七十日くらい前から最近まで、トビアス様は隣りん国ごくに行っていて、この国にいませんでしたよね？　その間、一度戻もどっていらしたのですか？」

「いや、一度も戻ってきていないが」

　なぜそんなことを言い出すのかと不ふ審しんげなトビアスの隣で、笑っていた妊婦の顔がサッと青ざめた。やっぱりだ。ニナは確信した。

　トビアスが不満そうに顔をゆがめた。

「それは関係ない話だろう。彼女は百日前に妊娠したのだから。僕に未練があるのはわかるが、引き留めようとしても無む駄だだよ、ニナ」

「──出産経験のある姉たちに聞いたことがあります。妊娠百日目というのは百日前に、その何というか……致いたして、できた子ではないと。その日からおよそ十五日後、毎月の血のものがこないとわかった時点で妊娠六十日目と数える。これは妊娠した女性ならば、お医者に教えられて必ず知っている事実だと」

　トビアスは馬ば鹿かにしたように鼻で笑っていたが、妊婦のこわばった顔を見て不安になったらしい。嫌いやらしい笑いが消えた。

「だから、その方のお腹にいる子供は今から五十日前くらいにその、致してできた子供、という事になります。でもトビアス様はその時期、隣国に行っていて、ここにはいなかったのですよね？」

「噓うそだ！　君は噓をついている！　彼女が僕を裏切るなんてあり得ない！」

　蒼そう白はくな顔で、それでもニナに怒いかりを向けるトビアスに泣きたくなった。でも、これだけは言っておかないといけない。ニナは勇気を振ふり絞ってトビアスを見すえた。

「私の言葉が信じられないというのなら、お医者にでも、あなたのお母様にでも確かめてみたらいかがですか？」

　絶句するトビアスに、妊婦が「違ちがうのよ。これは何かの間違いで……」と、すがりついている。

「どういうことだ。僕の子ではないのか!?」

　トビアスの大声を背中で聞きながら、ニナは震える足でそっと部屋を出た。

　妊婦の子供がトビアスの子供ではないにしろ、トビアスが浮うわ気きをしたのは事実だ。そしてニナをちっとも愛していなかったことも。

　後ろ手に扉とびらを閉めた瞬間、大おお粒つぶの涙があふれた。

　森を抜ぬける馬車の中でニナは大声で泣いた。心の底から悲しい時は、本当に心臓が破けそうになるのだなと思いながら。

　どうしよう。両親に何て説明しよう。悪いのはトビアスなのに、まるで自分の価値がなくなったように思われるのが悔しくてたまらない。

「うわああー！」

　その時、御ぎょ者しゃの悲鳴と、何か大きなものが走ってくる重い足音が響ひびいた。驚おどろく間もなく、その何かが勢いよく馬車にぶつかる。

「きゃああ！」

　馬車が横よこ倒だおしになり、はずみで扉が開いてニナは地面に投げ出された。その何かが、ニナに向かって飛とび込こんできた。赤いうろこの生えた大きな体、鋭するどいキバ。

　ニナの頭とそれの頭が激しくぶつかり、ニナは気を失った。




　気が付くと、ニナはこのロサリオ国城内の奥おく庭にわにいた。武装した騎き士し団員たちが見張る中、王族や宰さい相しょうたちといった国の重じゅう鎮ちんが顔をそろえている。

　彼かれらが一心に見つめる先には頑がん丈じょうな檻おりが置かれていて、ニナはそこに入れられていた。

　いや、正確にいうと、中身がニナのレッドドラゴンが、である。

　一対ついの大きな翼つばさと太いしっぽ。短い手足の先には長くとがった爪つめ。いかつい顔とキバと、見すえられたら震え上がるほど鋭い眼め。背せ丈たけはニナの倍くらいだが、数いるドラゴンの中でも特に凶きょう暴ぼうと名高いレッドドラゴン。それが今のニナの姿だ。

（どうして、こんなことに……）

　森で気を失ったところまでは覚えているが、目が覚めたらドラゴンになっていた。わけがわからない。けれど夢ではない。

　冷たい石の床ゆかにしょんぼりと座すわり込こみ、体を丸めてうつむくニナドラゴン。背中が寂さびしい。

（私、どうなるんだろう？）

「まさか王都内の森でドラゴンが見つかるとは。しかも最も凶暴だといわれるレッドドラゴンだ」

「まだ子供とはいえ被ひ害がいがなかったのが奇き跡せきだな。規則通り、早く北の果ての地へと送ってしまおう」

（噓でしょう!?）

　海の向こうにある遠い北ほっ方ぽうの地、そんなところへ送られたらこの国へは二度と戻ってこられない。裏切られて婚約破棄されてドラゴンになって。どうしてこんな悪いことばかり続くのか。

「ギシャ──！」

　ニナは叫さけんだ。「助けて」と言いたいのに、ドラゴンの体ではどう猛もうな鳴き声にしかならない。

　檻の中で暴れるニナドラゴンに、宰相たちが怯おびえたような非難するような目を向けてくる。

「おお、怖こわい。早々に送ってしまえ」

（嫌だ！　助けて！）

「お待ちください」

　落ち着いた声がして、ニナは涙にぬれた顔を上げた。

　このロサリオ国の第二王子、アスラン・ルイ・フォン・ロサリオだ。二十二歳さいで、銀色の髪かみに切れ長の青い目、端たん正せいな顔立ちに、細身ながらしなやかな筋肉のついた体。聡そう明めいで剣けんの腕うでもたつと、国中の若い女性たちから大人気な王子である。

　アスランがニナに笑えみを向けた。

「怯えているのは、ドラゴンの方みたいですよ。俺おれが面めん倒どうを見ましょう。そのドラゴンを俺にください」
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「とんでもない！　この国では、ドラゴンを捕ほ獲かくしたら北方の地へ送る決まりです。特に、これは凶暴なレッドドラゴンなのですぞ！」

　ふくよかな腹を揺ゆらしながら騒さわぎたてる宰相に、アスランが落ち着いた笑みを浮うかべた。

「確かにそういう決まりですが、レッドドラゴンは成長するまで母親がつきっきりで面倒を見るもの。こんな子供を一匹ぴききりで北方の地へ送っても、とても生きていけないでしょう。ドラゴンは保護すべき存在だと、今や世界中で言われています。みすみす命を失わせたとあっては、我が国の信用にも関わってくるのではありませんか？」

「しかし──それに、そう！　そばになど置いて、アスラン王子の身に何かあっては大変だからです！」

　いかにも、取ってつけたような言い方をする宰相を、アスランが見つめた。

　昔から世界中で、ドラゴンの角やうろこは高値で取引されてきた。ゆえに乱らん獲かくされ数が激減し、今では希少種となってしまったものさえいる。

　それを受けてドラゴンを保護すべきだと、世界共通の認にん識しきに変わってきた。

　しかしドラゴンにはおとなしく人なつこい種類もいれば、人間を襲おそう凶暴なものまでいろいろだ。生息地も様々で、各国でドラゴンの生態や種類など研究が進められているが、未いまだわかっていない部分も多い。

　ゆえに、その取とり扱あつかい方は国によって違う。

　ロサリオ国では昔から「ドラゴンを見つけたら、即そっ刻こく、北方の地へ送る」決まりだ。人の住まない北の果ての島は、多種類のドラゴンが生息している。

　しかし体の小さい非力なものや、今のニナのような子供が一匹きりで、寒さ厳しい北方の大地で生きていくのは難しい。それについてどうなのかと疑問を呈ていしている人々もいる。




　アスランがニナを振ふり返かえった。

「どうする？　ここに、いたいか？」

　ニナはブンブンと勢いよく首を縦に振ってうなずいた。ここでアスランに助けてもらえなかったら終わりだ。

（私、何もしない。だから、ここにいさせて！）

　格こう子しを鋭い爪でつかみ「ギシャ！　ギシャー！」と、切せつ羽ぱ詰つまった鳴き声をあげた。

　しかし見る者にとっては、やっぱり凶暴なドラゴンが吠ほえながら暴れて、王子をにらみつけているようにしか映らないのである。宰相たちの強固な目の色は変わらない。

　ニナと宰相たちとを見回していたアスランが、深いため息をついた。

「──わかりました。保護することはあきらめます」

（噓!?　あきらめないで。お願い！）

　話の通じないドラゴンの自分に、意見を求めてくれたのはアスランだけだ。ニナはありったけの力で鳴いた。

「その代わり──」

　心得ているとばかりにアスランが檻に近づいてきて、格子の隙すき間まから手を差し入れた。

「おいで」

　端正な顔で優やさしく微ほほ笑えまれ、ニナは救いを求めるようにフラフラと近づいていった。

「顔を下げて」

　言われるがまま顔を下げると、ちょうどアスランと向かい合う形になる。吸すい込こまれそうな深い青色の目に、心臓の鼓こ動どうがはね上がった。

　そのままニナは力強く顔を引き寄せられて、口の先に軽く口づけられた。

（えええ──!?）

　何度も言うが、今のニナは恐おそろしいドラゴンの姿である。顔を真っ赤にして後ずさる、乙おと女めなドラゴンではあるけれど。

　ぼう然とする宰相たちに、アスランがニッコリと笑った。

「未み婚こんの男女が公おおやけの場でキスをした場合、その男女は結婚するのが我わが国くにの慣例ですね。ですから俺はこのドラゴンと結婚します」

「……!?」
















　何かいろいろとおかしい。「何を言っているのだ、この王子は!?」と王子を除く、この場にいる全ての者たちが思ったはずだ。もちろんドラゴンも含ふくめて。

「あの、アスラン王子？　何を言って……？」

「ギ、ギシャー……？」

「種別は違いますが問題ありません。俺は男で、このドラゴンはメスです。だよな？」

　確かく認にんするような視線を股またに感じて、普ふ段だんから大股のドラゴンは慌あわてて足を閉じて照れた。

「メスのようですよ。だから大だい丈じょう夫ぶ。それに──俺は、人間の女性が苦手なので」

　晴れやかなほど噓くさい笑みに、宰相がグッと言葉に詰まった。

　宰相が、アスランの兄である第一王子を支持しているのは周知の事実だ。第一王子は決まりを重んじるおとなしい性格である。

　対して第二王子であるアスランは、有能だが、たまに型破りな考え方や行動をする。

　今回の件で言えば、第一王子はドラゴンを見つけたら、決まり通り北方の地へ送ろうとする。アスランは、捕とらえたドラゴンの種類や生態を考こう慮りょしてから、国内で保護するか北方の地へ送るか決めようとするように。

　相反する主張だが、アスランと第一王子の兄弟仲は決して悪くない。

　むしろ国民から絶大な人気を誇るアスランを邪じゃ魔まに思い、事あるごとに突っかかり反対してくるのは、第一王子擁よう護ご派の先せん鋒ぽうである宰相である。

　宰相が何とかアスランをこの国から遠ざけようと、隣国の王女との結婚話などを毎日のように勧すすめていたのは誰だれもが知っている。それにアスランが心底うんざりしていたことも。

　だから、ここにいる全ての者たちがわかったはずだ。ああ、宰相に対する当てつけだな、と。

　当てつけられた宰相の顔が、みるみるうちに真っ赤になった。

「アスラン王子、私は我が国のためを思って言っているのです！」

「もちろんわかっていますよ。俺も我が国のためを思っていますから。それに決して人になつかないと言われるレッドドラゴンが、もしも俺になついたら、それはこの国の大きな力になると思いませんか？」

　一転して不敵な笑みを見せる第二王子に、もう異をとなえる者はいなかった。




　ニナは檻ごと、城の別べつ棟むねにある中庭にいた。新しん婚こん生活の住まいとしてアスランが国王から勝ち取ってきたものだ。五十からなる部屋と舞ぶ踏とう会が開ける大広間まであるらしいが、檻から出られないニナには、さっきまでいた奥庭と大差ない。

　それでもアスランのおかげで遠く離はなれた北方の地へと送られずにすんだのだ。感謝している。

　アスランの身辺警護として騎士の一団がいるはずなのだが、誰もニナのいる中庭には近づいてこない。

（そりゃあ、そうだよね……）

　まだ子供で体も小さいとはいえ、レッドドラゴンは恐ろしいものだから。

　昨日までは茶色い髪に茶色い目、中肉中背の、どこにでもいる平へい凡ぼんな令嬢だったのに。

　元に戻れるのだろうか。でも戻ったとしても、待っているのは婚約者に浮気されて婚約破棄された、みじめな人生だけだ。どちらに転んでも、その先にいいことはない。

　どうして自分ばかり、こんな目にあうのだろう。

　ニナの目から大粒の涙が転がり落ちた。檻の床にペタンと座り込み、短い前足を一いっ生しょう懸けん命めい伸のばして涙をぬぐう。

「泣いているのか？」

　驚いたような声がして、ニナはビクッと体を震わせた。格子越ごしにアスランと目が合った。

「外は冷える。中に入ろう」

　手に持っていた鍵かぎで檻を開けてくれる。

「……ギシャー？」

　いいの？　と、ためらいがちな質問を読み取ったのか、アスランが微笑んだ。

「お前は俺に危害を加えない。そうだろう？」

　もちろん！　勢いよく何度もうなずくと、アスランが楽しそうに笑った。

「それに、お前は俺の妻になったんだから。夫ふう婦ふは同じ部屋で寝ねないとな」

　広い寝しん室しつの壁かべ際ぎわに置かれた寝台にアスランが寝て、その足元に、ニナは頭としっぽをくっつけて丸まって眠ねむった。

　部屋の中にいられるのも、ふかふかの布ふ団とんの上で寝られるのももちろん嬉うれしかったが、ドラゴンの自分を信頼してくれる人がいたことが何より嬉しかった。
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　ニナが目を覚ますと、すでに日は高く、寝台にアスランの姿もなかった。全て夢だったらいいと期待したが、やはり体はドラゴンのままだ。

　けれど落ち込んでいても仕方ない、と思い直した。自分にできることを一生懸命考える。

（よし、シチューを作ろう！）

　ニナの得意料理である。ニナは貧びん乏ぼう子爵家の娘なので家事も使用人任せではなかったし、何よりトビアスに喜んでもらおうと頑がん張ばっていたのだ。

　寝室を出て長い廊ろう下かを歩く。廊下の大きな窓から見えるのはどこまでも続く緑。

　台所を探しながら、昨夜アスランから「城内から出ないように」と言われたのを思い出した。

「城内や庭園を歩き回るのは構わないが、決して城の外には出ないでくれ。また檻に戻さなければならなくなる」




　台所は一階の北側、廊下の突き当たりにあった。広くて清潔で調理器具もそろっている。

　若い騎士が二人、作業台にもたれてお茶を飲んでいた。

「うわあ、ドラゴン!?」

「こっちへ来るな！」

　ニナは困った。彼らに危害を加える気はないし、シチューを作りたいだけなのだ。

「ギシャ、ギシャー」と壁かべにかけてある鍋なべを指し示し、短い前足としっぽと頭まで振って一生懸命、身み振ぶり手て振ぶりで説明するが、伝わるはずもなく。

　騎士の一人が剣を抜いた。

「来るなと言っただろ！」

「おい、やめろ。危害を加えるなとの命令だ。それに、あのドラゴンはアスラン王子の……その、妻？　なんだし」

　言葉をためらう気持ちはわかる。ニナは伝えることをあきらめて、彼らを刺し激げきしないように両手を上げて万ばん歳ざいをした。そのままの格好でゆっくりと壁を伝い、遠回りをして奥おくへと向かった。

「うわあ、来たぞ！」

　騎士たちが焦あせったように走って台所を出て行く。それを放って、ニナは食材を集めようと顔で奥の扉を開けた。思った通り裏庭の畑へと続いている。

　さんさんと日光が降り注ぐ畑には、たくさんの種類の野菜が青々とした葉をつけていた。

　ニナはジャガイモとニンジン、タマネギを土の中から引ひき抜ぬいた。令嬢の姿だとかなり力を込めないと抜けないのに、ドラゴンだと簡単に収しゅう穫かくできる。おかげで勢い余って後ろへ倒たおれ込んでしまった。

「ギシャー……」

　土まみれになり、照れながら起き上がった。

「おい、ドラゴンが野菜を収穫しているぞ」

「まさか食うのか？　ドラゴンは肉食じゃないのかよ？」

　さっきの騎士たちが窓から顔を出してヒソヒソと話している。ニナが振り向くと、彼らは怯えたように、さっと顔を引っ込めた。

　次は鶏とり肉にくだ。鶏けい舎しゃに向かい、暴れる鶏にわとりを一羽仕留める。さすがドラゴン、瞬しゅん殺さつである。毛をむしり血抜きした。鋭い爪は便利だ。

「おい、ドラゴンが鶏の下ごしらえをしているぞ」

「丸飲みじゃないのか？」

　後をついてきてヒソヒソ言う騎士たち。

　次に放牧場へ行き、ドラゴンを見て怯える牛をロックオンした。その時、しぼりたての牛乳が入った容器が、わらのそばに置いてあるのに気付いた。辺りを見回すが誰もいないので、ぺこりと礼をして牛乳を少しもらった。

「まさかの牛乳かよ!?　牛そのものじゃなくて？」

「おい。今、礼をしなかったか？」

　最後に納な屋やへ行き、布ぬの袋ぶくろに入った小麦粉をそばにあった器うつわに入れた。突つっ張ぱる両手で器を持ち、風に吹ふかれないようにソロソロと台所へと戻る。

「おい、ドラゴンが小麦粉を持ってくるぞ!!」

「何に使うんだよ!?」

　井い戸どから汲くんだ水で野菜を洗い、切ろうとして困った。前足が短いので前かがみの体勢になり、台に腹がのってしまう。それに長い爪が邪魔をしてナイフが握にぎれない。

「ギャギャ？」

　ニナドラゴンは考えて、爪で切ることにした。何しろ刃は物ものなみに鋭いのである。精度はいまいちだけれど。ちまちまと野菜の皮をむき、ちまちまと小さく切る。

　そこで壁にかけてあるエプロンに気付いた。ドラゴンなのでもちろん服は着ていない。多少熱い湯がはねようが丈じょう夫ぶな皮ひ膚ふはびくともしないが、こういうのは気分だ。

　いかにも新にい妻づまといった感じのフリフリの白いエプロンで、もちろん今のニナには小さ過ぎる。頭の部分のヒモをかぶるだけで精せい一いっ杯ぱいだが、どうしよう、何だか楽しくなってきた。

「ギシャギシャー」とご機き嫌げんに鼻はな歌うたをうたいながら、野菜や鶏肉を投入した鍋を、おたまでかき回す。

「おい、ドラゴンが歌っているぞ！　いや、威い嚇かくか？　うなって威嚇しているのか!?」

「何でエプロンをつけてるんだよ!?」

　廊下へと続く扉の隙間から顔だけ出した騎士たちが驚きょう愕がくの表情で、シチューを煮込むドラゴンを見つめていた。




　夜になり、アスランが帰ってきた。出で迎むかえたニナを目を丸くして見つめる。ニナは笑え顔がおでアスランの服のそでを引っ張った。

　かわいらしいフリルのついたエプロンを着た、というよりはかぶった、いかついドラゴンが悪い笑みを浮かべて王子を連れて行く図そのものだ。

　広い食堂の長テーブルに、大きな鍋と二人分の皿が置かれている。アスランが再び目を丸くした。

「え、シチュー？　まさか、お前が作ったのか？」

「ギシャギシャ」と得意げにうなずくと、アスランは呆あっ気けにとられた後で、おかしそうに笑った。

「まるで人間みたいだな。俺の言葉も理解しているみたいだし」

　テーブルを挟はさんで向かい合った。

　しっぽが邪魔だし、短い後ろ足も床につかずに浮く。体重が重いせいで椅い子すもミシミシと音をたてる。それに座高も高く、テーブルに置いた皿から顔が遠い。不都合だらけだ。

　それでも湯気をたてるシチューを、アスランと一いっ緒しょに食べられることが嬉しくてたまらない。

　ニナドラゴンは、心からの笑顔でスプーンを手に取った。

「ギャ？」

　しかしドラゴンの前足ではうまくスプーンをつかめない。力を入れると柄えが折れそうだ。

　ニナは仕方なく皿を持ち上げて、直接口に流ながし込こんだ。一皿を一気食いして満足そうに息を吐はくドラゴンに、アスランが必死で笑いをこらえている。

　気付かないニナは、さっそくおかわりをよそった。

「──うまい」

　一口食べて、アスランが意外そうに目を見張った。

「本当にうまい。驚いたよ」

　爪で切った野菜は不ぞろいだし、慣れない体で作ったシチューは少しダマもある。

　それでも感謝の気持ちだけは、たっぷりとこもっている。

　照れたように頭をかくドラゴンに、アスランがこらえきれずに笑い出した。
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（私、くさいかな？）

　ニナは固いうろこだらけのたくましい腕に鼻を近づけて匂においをかいでみた。自分ではよくわからないが、ちょっと獣けものくさい気がする。夜になればアスランと同じ寝台で──足元に丸まってだけれど──寝るのだし。

（よし。体を洗おう）

　ドラゴンは入浴することにした。

　この城の別棟には、人が二十人は入れそうな浴よく槽そうのある豪ごう華かな風呂がちゃんとあるのだが、ドラゴンを恐れて使用人たちがほとんどいないため、それだけの湯は沸わかせない。それに迷めい惑わくをかけている身で豪華な風呂に入るのは気がとがめる。

　中庭に、湯を張った大きなたらいを置くことにした。

　体を洗う布や石けんを持って中庭へと向かうと、この前の若い騎士二人が向こうから歩いてきた。ニナと同じくらい──十七、八歳の金きん髪ぱつと黒くろ髪かみのコンビだ。

「うわあ、ドラゴン！」

「何で石けんを持ってるんだよ!?」

　驚く騎士コンビを気にせず、石けんと布を置くとニナはいそいそと、たらいの中へ入った。

　ところがドラゴンの後ろ足は予想外に短かった。うまく縁ふちをまたげず、ニナは頭から湯の中へと落ちてしまった。

「ギャギャー!?」

「おい、ドラゴンが落ちたぞ！」

「そもそもドラゴンって風呂に入るものなのか!?」

　慌ててたらいから出て、肩かたで大きく息をする。

　危ない。最強のドラゴンなのに、たらいで死ぬところだった。

　仕切り直しだ。ニナはそうっと慎しん重ちょうに縁をまたいだ。今度はうまく入れて「ギシャー」と息をつく。

　一番大きなたらいを納屋で見つけて引っ張り出してきたのだが、それでも今のニナには小さい。手足を縮め背中を丸めて、何とか肩までつかることができた。なかなか、いい湯だ。

　生おい茂しげる草や葉に日ざしが降り注ぎ、連なるバラのアーチの中を風が吹ふき抜ぬけていく。何てきれいな光景なんだろうと思いながら、しばらくの間ぼうっとなった。

　このままずっとドラゴンの姿だったらどうしよう。帰ってこない娘を、家族が心配しているだろう。それにもし家族に会えたとしても、ニナだとわかってもらえず怖がられるだけだ。元に戻る方法も何もわからない。今はアスランのお情けでここに置いてもらえているけれど、これから先どうなるかはわからないのだ。

　考えると不安しかない。平和な風景の中で、ブルッと体が震えた。将来が見えないことがこんなにも恐ろしいだなんて知らなかった。

　その時、背後から笑いを含んだ声が聞こえた。

「湯加減はどうだ？」

　慌てて振り向くと、すぐ後ろにアスランが立っていた。反射的に足を閉じ、胸を両手で隠かくしてから、そうだったドラゴンの姿だったと気付く。

「きれい好きだな。でも中に風呂場があるだろう。そこを使えばいいのに」

　ニナはうつむいた。自分のせいで使用人たちがほとんどいなくなってしまった。いるのはアスランをドラゴンから守るため、ニナを目の敵にして警けい戒かいする騎士隊員たちだけだ。

　ニナの心の内を読み取ったらしいアスランが、じっとニナを見つめた後でふわりと笑みを浮かべた。

「洗ってやるよ」

　たらいの横に置いた布に石けんをつけて、ニナの背中をこすり始めた。

「ギ、ギシャー!?」

　まさか男性に、しかも王子に裸はだかの体を洗ってもらうなんてとんでもない。元から裸の、しかし心は乙女なドラゴンは恥はずかし過ぎて一目散に逃にげようとした。しかしアスランの力は意外に強かった。

「遠えん慮りょするなって」

　もちろんドラゴンのニナが本気を出せば瞬殺である。けれど、なぐさめようとしてくれるアスランの顔がとても優しかったので、おとなしく洗われることにした。

　アスランは力ちから一いっ杯ぱいこすってくれるのだが、ドラゴンの皮膚はうろこにおおわれていて分厚いので、くすぐったくてたまらない。

「ギャギャギャ！」

　思わず笑いがもれた。泡あわだらけで目を細め、歯をむき出しにして身もだえするドラゴン。

　かなり恐ろしい姿だったらしく、大木のかげからのぞいていた騎士コンビが青ざめた。

「おい、アスラン王子は大丈夫なのか！　ドラゴン、何かを我が慢まんしてるぞ。食欲か!?　王子を食おうとしてるのか!?」

「いや、あれ、笑ってるんじゃないか？　怖い顔だけど」

「ギシャシャ！」

「「すげー怖い!!」」

　ゆるやかな風が木立を揺らす。シャラシャラと葉がこすれ合う音に、泡にまみれたニナは空を見上げて大きく息を吐いた。

　いつの間にか、重苦しかった心の内が軽くなっている。アスランのおかげだ。

　アスランをじっと見つめると、深い青色の目が笑い返してきた。

「名前を決めないとな。名前はあるのか？」

「ギシャ」

　ニナ、と言ってはみたが、もちろん伝わらないのはわかっている。

「ギシャーン？」

　ギシャーンではない。首を横に振って否定した。

「ギシャク？　ギシャロ？　あ、ギシャロット？」

　ギシャ、から離れて欲ほしい。それにメスだし。

「違うか。じゃあドラゴンだから──ドランはどうだ？」

　ニナは「ドラン」になった。




　湯から上がったニナが体を振って水すい滴てきを飛ばしていると、宰相が武装した兵士たちを引き連れてやってきた。放し飼いにされたニナを見て、意を得たりというように顔を輝かがやかせたのはほんの一いっ瞬しゅんで、すぐに苦く渋じゅうに満ちた表情を顔に張りつけた。

「アスラン王子、なぜドラゴンが檻に入っていないのですか？　護衛の騎士たちはどこに？」

「俺が檻から出しました。ドランは危害を加えませんよ。俺も騎士たちも無事です。──なあ？」

　慌てて走ってきた騎士コンビが地面に膝ひざをつき、つっかえながらも正直に答えた。

「それは……はい。確かに見た目は怖いドラゴンですが、中身は違うというか。まるで人間みたいで……」

「警戒していますが、危険なことは今のところは何もありません。その、野菜を収穫したり、シチューを煮込んだり、たらいに入ったりしかしていないですし……」

「何をバカなことを言っているんだ！」

　思おも惑わくを否定された宰相が、顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「王子も王子です！　凶暴なドラゴンを檻から出すなんてあり得ない！」

「しかし夫婦ですから」

　しれっと答えるアスランに、宰相の怒りが爆ばく発はつした。

「ふざけないでください！　もう王子の言うことは聞きません。何かあってからでは遅おそいのです。このドラゴンが子供だろうと何だろうと、決まり通り今すぐ北方の地へと送ります。──おい、連れて行け！」

（噓！　嫌だ！）

　吠えるドラゴンに、宰相が連れてきた兵士たちが剣を突きつける。ニナは後ずさった。鋭い刃物よりも彼らの表情に敵意しかないことの方がずっと怖い。

　アスランがふうっと息を吐いて、宰相を見つめた。

「宰相、最近レモネ侯こう爵しゃくの未亡人のところに通い詰めていると耳にしましたが？」

「ああ。噂うわさになっているようですな」

　宰相が眉まゆを寄せてうなずいた。

「仲良くしておりますよ。しかし向こうは未亡人で、私も三年前に妻を亡なくした身。何ら不都合はありませんからな」

　文句があるなら言ってみろという感じで得意げに笑う。しかしアスランの落ち着いた表情は変わらない。

「未亡人には息むす子こがいますね。二十六歳の非常に見た目うるわしい青年だそうで。宰相とも、まるで親子のように仲良く寄り添っているとか」

　一瞬で宰相の笑顔が消えた。アスランが笑みを浮かべながら近づいていく。

「いいですよね、親子愛」

　未亡人といういい隠れみのもありますしね──とアスランが宰相の耳元で続けたのが、聴ちょう覚かくの発達したドラゴンには聞こえた。

　真っ青な顔でガタガタ震え出す宰相の前で、アスランは相変わらず穏おだやかな笑みを浮かべている。怖い。たらいで死にそうになるドラゴンなどより、よっぽど怖い。

「おい、戻るぞ！　ドラゴンはもう、いい。放っておけ！」

　戸と惑まどう兵士たちを連れて、宰相が逃げるように去っていった。

「さあ、中に入ろうか」

　何でもないという顔で歩いていくアスランに、ニナと騎士コンビは息を吞のんで顔を見合わせた。
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「うわあ！　ドラゴン!?」

　廊下の角を曲がった途と端たん、騎士コンビの金髪の方とぶつかりそうになった。

　他の騎士隊員たちはアスランについて城の本棟とうへ行っているので、今ここにいる隊員はニナを見張る役目の騎士コンビだけだ。

（めずらしく一人なんだ）

　いつも黒髪の少し背の高い方と一緒にいるのに。

　ドラゴンにじっと見つめられた金髪くんは、狙ねらいを定められたと思ったのか、顔をゆがめてきびすを返すと一目散に逃にげ出だした。

「うわ！」

　あ！　とニナが思った時には遅く、ドラゴンを振り返りつつ走っていたせいで前を見ていなかった金髪くんは、廊下のすみの掃そう除じ用具を入れてある木製の棚たなに勢いよく突っ込んだ。

「うわああ！」

　派手な音とともに、金髪くんの体の上に重量感のある棚が倒れてくる。

（危ない！）

　ニナはとっさに走り、何とか頭を棚の下に挟み込んで止めた。棚の側面がずっしりと頭に食い込む。

　ニナの顔のすぐ下には、頭を両手でかばいながらぼう然と見つめてくる金髪くんの顔があった。金髪くんはドラゴンに助けられたことが信じられないようで、大きく目を見開いたまま、まばたきすらしない。

「ギ、シャー！」と、ニナは頭に力を入れて棚を払はらい飛ばした。辺りにほこりが舞まう。

　座り込んでいる金髪くんを観察したがケガはなさそうだ。安心した。

「あ、ありがとう……」

　ようやく我に返ったように小さくつぶやく金髪くんに、ニナは「どういたしまして」と微笑んだ。

　精一杯、優しい顔をと心がけたつもりだけれど、金髪くんの目に微笑むドラゴンがどう映ったかは、彼の引きつった頰ほおから簡単に推測できた。




　昼下がり、ニナは庭園の雑草を抜いていた。自分のせいで使用人がほとんどいなくなってしまったので、少しでも手伝いをと思ったのだ。

　後ろ足を投げ出して地面に座り込み、背中を丸めて、ブチブチと無心に草を抜く。長い爪で草はつかみづらいが力はあるので、抜いた雑草の山がどんどん高くなっていく。楽しい。

　一心に抜いていると、ふと背中に何かが当たるのに気付いた。

　虫だろうと思い、軽くしっぽを振って払いのける。それなのに再び何かがツンツンと背中をつついてくるのだ。

　顔をしかめて振り向く。少し離れた場所から騎士コンビが、何かヒソヒソと相談しながら、柄の長いほうきの持ち手部分をつかみ、精一杯ニナに向かって伸ばしているのが見えた。それの掃はく部分──穂ほ体に、さっきから背中をつつかれていたのだ。

「ギシャギ」

（何で邪魔をするの）

　ただでさえ怖い顔のドラゴンが、不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せた顔は史上最高に怖かったようだ。一瞬で青ざめた騎士コンビは、ほうきを手から落としてしまった。

　それと一緒に小さな焼き菓が子しが地面に落ちる。城下町の店で買ったような素そ朴ぼくな、しかし大きなクッキーが三枚。

　どうやら、ほうきの穂体にクッキーをのせて差し出していたらしい。

（……私にくれるってことだよね？）

　そっと拾い、両手のひらにのせて、まじまじと見つめた。金髪くんを助けたことへの礼だろうか。

　騎士コンビが期待するような心配するような目でニナを見ている。

「ギシャ」

　ありがとうの気持ちを込めて、座ったままペコンと頭を下げた。伝わらないかなと思い直し、続けて何度も頭を下げる。

　顔を見合わせた騎士コンビが、作戦成功とでもいうようにハイタッチをして笑い合った。

　ニナはクッキーを一枚ずつ大事に口に放ほうり込こんだ。ドラゴンの大きな口にはクッキーはとても小さいし、令嬢だった時にこれより上等なお菓子は食べてきたが、その時のものとは重みが違う。口の中ですぐになくなってしまうのがもったいないくらい、とてもおいしかったし嬉しかった。

　食べ終わり片方の手で口元をぬぐっていると、いなくなっていた金髪くんが器を手にそうっと戻もどってきた。二人でまたもやヒソヒソと相談している。

「いや、これは無理なんじゃないか？　ドラゴンだぞ」

「大丈夫だって。何かドラゴンっぽくないし、喜ぶかもしれないじゃん。やってみようぜ」

　再びゆっくりと、ほうきが差し出された。今度は何と紅茶がのっていた。驚きに目をぱちぱちさせるニナドラゴンの前で、お椀わん型の器からふわりと湯気がたちのぼった。

　器はクッキーよりも重いので、柄の先せん端たんを持ちバランスをとるコンビの手元は、プルプルと震えて苦しそうだ。

　そこまでしなくても直接渡わたしてくれればいいのに。

　ドラゴンに直接渡すのはまだ怖いのか、それともおもしろがっているだけなのかはわからないが、二人の表情はさっきよりもよほど柔やわらかい。というより楽しそうだ。

　ニナも思わず微笑み、両手で器を受け取って紅茶を口に流し込んだ、瞬間。

「ギャギャ！」

　ニナは飛び上がった。ドラゴンの舌には淹いれたての紅茶は熱過ぎた。

　騎士コンビも驚いたようで、慌てて駆かけ寄よってきた。

「どうしたんだよ!?」

「大丈夫か！　……って、まさかの猫ねこ舌じた!?　ドラゴンなのに!?」

　言いたくなる気持ちはわかるがドラゴンと猫舌は関係ない。

　思わず駆け寄ってきた二人は、ドラゴンとの距きょ離りが近いことに一瞬うろたえた様子を見せた。が、涙のたまった目で舌を出し情けない顔をしているニナを見て、ふき出した。

「しょうがないなあ。大丈夫かよ」

　黒髪くんが落ちた器を拾う。こぼれた紅茶は地面にしみ込んでしまった。せっかく淹れてもらったのにと、シュンと肩を落として落ち込むニナに、彼らは顔を見合わせて苦く笑しょうした。

「本当にドラゴンらしくないな。最初は驚いたけど、全然怖くないし。まるで人間みたいだ」

「そうそう。遠えん慮りょ深ぶかいし。下手な人間よりよっぽど、いい奴やつだよな。さすがアスラン王子は見み抜ぬいていたんだな。……嫁よめにするというのはわからないけど」

　騎士の隊服である黒の詰つめ襟えりの上下を着た彼らは、ニナの隣に座り込み、草むしりを手伝ってくれた。

　二人はニナと同じ十八歳で、騎士隊の中ではまだまだ下したっ端ぱとのことだ。元気で人なつこい金髪くんがルーク、少し落ち着いた感じの黒髪くんがトウマという名前だと教えてくれた。

　ニナもせっかくアスランから「ドラン」と名づけてもらったのだからと、

「ギシャ、ギシャギ」

　と身振りをまじえて伝えてみた。

「「わかんねー」」

　しかし笑いながら一いっ蹴しゅうされた。そりゃ、そうだ。地面に書いてみようとしたが、鋭過ぎる爪が土に埋まってしまい、うまく書けない。焦るニナに騎士コンビが声をかけてきた。

「ほら、手が止まってるぞ。頑張れ、ドラゴン」

「誰が一番多く抜けるか競争しようぜ」

　明るい太陽の下、二人と一匹はせっせと雑草を抜いた。




　中庭が少しきれいになった頃、アスランが帰ってきた。円になっている二人と一匹を見て、驚きつつも嬉しそうに目を細める。

「仲良くなったのか？　よかったな」

「ギシャ」

　アスランに向かって慌てて片かた膝ひざをついて頭を下げる騎士コンビの前で、ニナは笑ってうなずいた。
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　ニナが暮らす城の別棟には、アスランの身辺警護を担になう騎士隊員たちがいる。騎士コンビが属する第二王子付第一騎士隊だ。

　そこの、三十代前半のいつも仏ぶっ頂ちょう面づらをしているハンネス隊長から、ニナは目の敵にされていた。




　めずらしくアスランがいるが、朝からハンネス隊長と執しつ務む室にこもったままだ。

　ニナは掃除をすることにした。台所へ行き、白いフリルのついたエプロンのひもを頭から頑張ってかぶる。ドラゴンにはサイズも合わないし、はっきり言って似合わないのだが、けっこう気に入っている。

　布を細く切って作ってあるはたきで、棚やテーブルの上のほこりを次々に払い落としていく。何しろ部屋数が多いので、これだけでも重労働だ。

　続いてほうきと雑ぞう巾きんを持って外にある井戸に向かう途と中ちゅう、ちょうどアスランとハンネスが廊下の先にある執務室から出てくるのが見えた。

「ギャギャ！」

　アスランに会えたことが嬉しくて重い体でドシドシとジャンプをすると、気付いたアスランが笑顔になった。しかし険しい顔をしたハンネスが、アスランを守るように立ちふさがった。

「ギシャ……」

「大丈夫だ。ドランは何もしないよ」

「アスラン様、何度も言いますが、あれは凶暴なドラゴンです。──エプロンをつけたり、ほうきを持ったりと多少変わった行動をするようですが、恐ろしいドラゴンに違いはありません。いつキバをむくかわからないのです。アスラン様の身を守るのが我らの役目。本当は檻に入れて閉とじ込こめておいてもらいたいのですよ」

「しかし、あれは俺の妻だから」

　さわやかに笑うアスランにハンネスがため息をついた。たくましい体を騎士の隊服に包み、いつも苦虫を嚙みつぶしたようなしかめ面つらをしている。

　騎士コンビいわく「顔は怖いが真面目で面倒見がいい」、アスランいわく「職務に忠実でクソ真面目」とのことだ。クソ真面目なハンネス隊長が、クソ真面目な口調で言いつのる。

「アスラン様、そもそもドラゴンというものは──」

「隊長！　水みず汲くみが終わりました！」

　騎士コンビが走ってきた。アスランに対して深くきっちりと礼をした後、エプロンをつけて雑巾とほうきを持ったニナを見て親しげに笑い出した。

「今日は掃除かよ。ドラゴンなのに働くなー。何だよ、そのエプロン」

「確か前もつけてたよな。実は気に入ってるだろ？」

「ギシャシャ」

　歯をむき出してうなずくドラゴンと和なごやかに会話する部下が信じられないようで、ハンネスががく然とした。いつもは隙すきなどないのに、目を見開いて固まってしまった。

　アスランが微笑んだ。

「本当に仲良くなったんだな。そうだ、名前をつけたんだ。ドランという。よろしくな」

「ドランですか。いい名前ですね」

「よかったなー、ドラン」

「ギシャシャ」

　今度は王子もまじえて、のほほんとした会話を繰くり広ひろげる面々。

　絶句したハンネスが、そっと目をこすった。目の前の光景は幻まぼろしだと思ったようだ。

　恐ろしいドラゴンへの警戒を怠おこたらないのは、一いっ般ぱん的な解かい釈しゃくのはずである。それなのに自分だけがカヤの外に置かれて、信じていた常識が一瞬グラリと揺らいだようだ。「あれ？　おかしいのは自分の方なのか？」と、しばらくの間ぼう然となり、そして我に返ったように勢いよく突っ込んできた。

「待て！　ちょっと待て！　アスラン様は元々おかしいとしても──お前たち、それはドラゴンだぞ!?」

「いや、ドラゴンなんですけど、なかなかいい奴なんですよ。俺この前、助けてもらいましたし」

「掃除や料理も立派にこなすんですよ。ドラゴンですけど」

「何しろ俺の妻だからな。ドラゴンだけど」

「ギシャシャシャ」

　味方がどこにもいなかったハンネスが、ちょっと青ざめた。

「どう考えてもおかしいでしょう！　話になりません！」

　親の敵のようにニナをにらみつけると、納得できない思いを足さばきに込めて大股で歩き出す。騎士コンビが慌てて後をついていった。

　肩をいからせたハンネスの後ろ姿を見送るアスランが、

「相変わらず真面目だな。柔じゅう軟なん性せいに欠けるが」

　と楽しそうな笑みを浮かべた。

　ニナはとてもいい笑顔のアスランと、苦労していそうなハンネスの広い背中とを交こう互ごに見つめた。そして「ギシャ……」と息を吐いた。




（ハンネス隊長と仲良くなろう）

　ニナドラゴンは決意した。騎士コンビともちょっと仲良くなれたし、ハンネスは宰相とは違い、心底アスランの心配をしているからこそニナを嫌きらっているとわかるからだ。

　この姿だから怖がられるのは仕方ない。けれどニナがアスランにも誰にも、決して危害は加えないということだけはわかってもらいたい。

（それにハンネス隊長の真面目な性格は、何だか親近感を覚えるし）

　ハンネスにお茶を持っていくことにした。

　しかし台所にて、小さくてツルツルすべるティーポットが扱あつかいづらくて、床に茶葉をぶちまけてしまった。遠い目になるドラゴン。

　何とか淹れることができて、湯気のたつカップを木の盆ぼんに載のせた。そろそろと廊下を歩く。

　ハンネスの執務室の扉は開いていた。それでも一応ノックすると、机で日誌を書いていたハンネスが顔も上げずに「どうぞ」と答えた。机の端はしにカップを置くと、

「ありがとう──うおっ！」

「ギャギャ！」

　ハンネスの大声に、ニナもびっくりして叫んでしまった。

　ハンネスはそばに置いてある剣に手をかけたところで、湯気をたてるカップに気付いたようだ。軽く目を見張った。

　そして盆を持ったドラゴンを見て、これ以上ないほど大きく目を見張った。「おいおい、ドラゴンが茶を持ってきたぞ」と心中、混乱しているようだ。

　ニナは親しみを込めて微笑んでみた。口を開けて歯をむき出しにして笑うと、ますます怖い顔になるとわかったので、口を閉じたまま目を細めた。それでも獲え物ものをロックオンした時のような迫はく力りょくある顔には違いないけれど。

　かすかに眉を寄せたハンネスの手元が動いた。と思ったら次の瞬間、ニナの目の前に、鋭い剣先が突きつけられた。

「お前は一体何なんだ。新種か？　悪あしき魔ま術じゅつでもかかっているのか？　そんなものに私はだまされない。出て行かないと斬きるぞ」

　一分の隙もない険しい表情には、くっきりと拒きょ絶ぜつの文字が刻まれている。ニナは息を吞み、数歩後ずさった。そして逃げるように部屋を出た。

　とぼとぼと廊下を歩く。

（いい気になっていたんだな……）

　アスランはもちろん騎士コンビも優しく接してくれたから、ドラゴンの自分でも仲良くできると思い上がっていた。そんな自分が恥ずかしくて、いたたまれず、ニナは壁に両手をついてゴツンゴツンと額を打ちつけた。

　令嬢だった頃からの悪いクセなのだが、今の姿ではドラゴンが壁に勝負を挑いどみ、頭ず突つきをくらわせているようにしか見えない。しかも、

「ギシャ！」

　打ち所が悪かったらしく、ものすごく痛い一いち撃げきがきて額を押おさえてうめいた。壁に向かって、もだえるドラゴン。怖い。

「ドラン？　どうした？」

　背後からアスランの声がした。心配そうな声が聞こえた途端、安心のあまり泣きそうになった。

「額を打ったのか。大丈夫か？」

　何度もうなずく。

　近づいてきたアスランがぶつけた部分をなでようと手を伸ばすが、長身のアスランでもニナの額には届かない。苦笑するアスランの前にニナは急いで座り込んだ。

「よしよし」

　優しい声と手。ゆっくりと目を閉じた。

　心が軽くなっていく。まるで魔ま法ほうのようだ。

　満ち足りた気持ちで目を開けると、アスランの青い目がニナをとらえて微笑んだ。

　笑い返そうとしたその時、かすかな虫の羽音がした。蜂はちだ。蜂がアスランの右側から迫せまってきている。

「ギャギャ！」

　ニナはとっさに前足で払いのけようとした。アスランを守ろうとしたのだが、はたから見たらドラゴンが王子を襲おうとしているようにしか見えないだろう。

　そして間の悪いことに、アスランを捜さがしに来たハンネスに見られてしまった。

「きさま！」

　ハンネスの形相が変わった。アスランを背後にかばうと同時に、ニナに向かって剣を繰くり出だした。

「ギシャア!!」

　刃は先さきがニナの分厚い皮膚を突つき破やぶった。血が流れ、激痛が走る。

　騒ぎを聞きつけた騎士コンビや他の騎士たちも駆かけつけてきた。

「アスラン様が危ない！　ドラゴンを捕らえろ！」

　騎士たちがニナの退路をはばみながら、じりじりと包囲してくる。

（違う、違う！　アスランを襲ってなんかいない！）

　わかって欲しくて必死に叫ぶが、ドラゴンの鳴き声では伝わらない。

　騎士コンビの戸惑うような表情、そして何よりアスランのぼう然とニナを見つめる目が、心に深く突つき刺ささった。
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　騎士隊員たちによってニナは中庭にある檻に入れられた。

　体のあちこちにできた刺さし傷きずも痛むが、それよりも心の方がよっぽど痛い。

　アスランを襲ったのではないと、何としてでも伝えたいのに檻の周辺には誰もいない。もちろん誰かいても、言葉がしゃべれないニナには伝えようもないけれど、それでも。

「ギシャ！　ギシャー!!」

　格子をつかみ、ありったけの声量で叫んだ。

　どうしてもどうしても、アスランにはわかって欲しい。あれは誤解だと。アスランを傷つけるつもりなんてなかったし、これからも決してないのだと。

　──しかし返ってくるのは静せい寂じゃくだけだ。

「ギシャー……」

　力なく床に座り込んだ。

　信じられないという顔で、ぼう然とニナを見つめるアスランの顔を思い出して、たまらなくなった。信じていたドランに裏切られたと怒おこっているだろうか。それとも悲しんでいるだろうか。

　このまま北方の地へと送られて、アスランと二度と会えないかもしれない。それも胸が引ひき裂さかれんばかりに苦しいが、本当は誤解なのに、そのことでアスランの心を傷つけてしまったという事実が悲しくてたまらなかった。

（ドラゴンになった私を最初から信頼してくれた人なのに……）

　ニナは立ち上がり、再びありったけの声で鳴いた。

　応える者はいない。

　それでも、あきらめなかった。声の限りを尽つくして叫んだ。

　ドラゴンの咆ほう哮こうに鳥たちが一いっ斉せいに逃げていく。遠くから怯える馬のいななきが聞こえてきた。夕ゆう闇やみが迫り、風も冷たさを増してくる。

　やがて声がかれ始めた頃──。

「ドラン」

　ゆっくりとアスランが檻に近づいてきた。少し緊きん張ちょうしているような、ためらっているような、今まで見たことのない表情だ。

　それでもニナは嬉しくて、夢ではないかと、ぎゅうっと頰を引っ張った。ドラゴンが爪で頰ほお肉にくを引っ張る姿はシュールだったろう。アスランが思わずといった感じで口元をゆるめた。

　笑ってから、しまったというように口元を片方の手で押さえ、チラリとニナを見上げてきた。だが一度心がほぐれてしまえば、もう元のアスランだ。

　格子越しに、今にも泣きそうな情けない顔をして立つニナを、青い目が見つめてくる。

「ドランが檻に入ってから、どうしてドランが俺を襲ったのか、ずっと考えていた。そうしたら、あの辺りを蜂が飛んでいると気付いたんだ。もしやと思って周辺を捜そう索さくしたら、裏口から通じる奥庭のやぶの中に小さい蜂はちの巣すを見つけたよ。ひょっとして飛んできた蜂から俺を守ろうとしてくれたのか？」

　ニナは驚いた。気付いてくれたのだ。途と方ほうもない嬉しさが込み上げてきて「ギシャギシャ！」と何度も首を縦に振った。

「そうか」と、アスランもホッとしたように息を吐いた。

「やっぱり、そうだったのか。よかった。あの若い騎士たち──ルークとトウマが捜索を手伝ってくれたよ。半信半疑だが、自分を助けてくれたドランが王子を襲うとは思えないと言っていた」

　騎士コンビだ。信じてくれたのだと胸が熱くなった。

「俺も最初は少し疑った。ごめんな」

　アスランが申し訳なさそうに唇を嚙む。

　ニナは「とんでもない」というように、慌てて首を横に振って否定した。伝わらないといけないと思い直し、短い前足も精一杯伸ばして同時に振る。気付かないうちに、しっぽまで振っていたようだ。

　全身で「いいえ、気にしていませんよ」を表現するドラゴンに、アスランが笑った。

「本当に人間のようだな。俺の言葉がわかるみたいだ」

　心の内にコツンと当たるものがあった。

　本当は人間なのだ。今はこんなドラゴンの姿だが元は人間だ。

　伝えてみようかと、ふと思った。もちろん言葉は話せないし、この前足では満足にペンも握れない。けれど固い土の上や木板だったら、時間はかかるし上手には書けないだろうが爪で刻むことはできる。

（でも、何て伝えればいい？）

　気を失って目覚めたらドラゴンになっていた。ニナ自身も信じられない、そんな話を誰が信じる？　どうしてこんなことになったのか全くわからないのに。あの時、森で気を失う直前、何かにぶつかったような気がするが記き憶おくはおぼろげだ。

　元が人間だなどと言い出してアスランに変な目で見られたくない。この唯ゆい一いつの居場所を失いたくない──。

「ドラン？」

　うつむいてしまったニナを気き遣づかうように、アスランの申し訳なさそうな声が響く。

「檻の鍵はあの頑がん固こな騎士隊長が持っていて、俺もルークたちも説得しようとしたんだが聞き入れないんだ。何しろ頑固でクソ真面目だから。明日の朝には何としても鍵は手に入れるが、すまない、今夜は檻の中で過ごして欲しい」

　真しん摯しに見上げてくるアスランに、ニナは今度は首と前足を縦に振った。同時にしっぽもパタパタ動かし「全然、大丈夫です。気にしていませんよ」を表現する。

　アスランはそんなドラゴンをじっと見つめた後でフッと微笑み、背を向けた。

「よかった。じゃあ、おやすみ」

　寝室へ戻るアスランをニナは笑顔で見送った──はずが、予想外だった。アスランは檻のすぐ前の地面に直接腰こしを下ろし、格子に背中をもたせかけた。

「ギャギャ!?」

「だって夫婦だから。夫婦は同じ場所で寝るものだろう」

　ニナは焦った。だって、そこは土の上だ。ドラゴンの自分なら構わないがアスランは王子だ。それに風か邪ぜをひいたらどうする。

「ギャ！　ギャ！」

　格子の隙間から何とか指だけを出して、アスランを軽くつついて寝室に帰そうとする。

　ニナを信じて蜂の巣を探してくれただけで充じゅう分ぶんだ。

　それだけで充分、救われた。

「もしかして部屋に戻れと言っているのか？」

　真剣な顔でうなずくニナに、「嫌だ」とアスランがとてもいい笑顔になる。思わず見とれてしまうほどの、無駄にいい笑顔だった。

　乙女なドラゴンは熱くなった頰を押さえた。そしてハッと我に返った時には、すでにアスランは頭の後ろで腕を組み、ついでに脚も組んで寝る態勢に入っていた。金糸と銀糸の細かな刺し繡しゅうが入った白の詰襟の上下が汚よごれるのも構わず、野外でくつろぐ姿は本当に王子かと疑いたくなる。

「ギャギャ……」

　動じないアスランの説得をあきらめたニナは、檻のすみっこに積んであった、わらの束を少しずつ格子の隙間から出した。せめて少しでも寒くないようにとアスランの体に振りかける。

「何をしているんだ？　……ひょっとして掛かけ布ぶ団とん代わりとか？」

　勘かんのよい第二王子は話が早くて助かる。

　うなずきながら、ニナはせっせとわらを追加していった。その様子を、アスランが苦笑しながら、それでも愛おしそうに見つめていた。




　すでに日は暮れて空には月がのぼっている。

「たまには、こういう月見もいいな」

　アスランが満ち足りたような顔で言うので、王子を野宿させているという負い目から少し解放されたような気がして、ニナはホッと息をついた。

　ふと顔を上げて、目が合う。

　ニナの心中を全て見通したかのような深く青い目が、ゆっくりと静かに微笑むさまは、とてもきれいだった。

「寝るか」

　わらの上で満足そうに目を閉じるアスランのそばで、ニナも頭としっぽをくっつけて丸まった。

　檻の中だし、アスランとは格子をへだてているし、床も風も冷たいけれど、それでもニナは満足だった。

　ここ以上の心ここ地ちよい場所なんてどこにもない。

　白く光る月を見ながら、ドラゴンになってよかったと初めて思えた。
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　昨日ドランが王子を襲ったと聞いた時は驚いたなと、ルークは思った。

　ハンネスの怒鳴り声で慌てて駆けつけてみれば、騎士隊員たちに囲まれたドランが激しく吠えていた。今までなかったほど緊きん迫ぱくした状じょう況きょうに息を吞み、今まで見たことがないようなアスランのぼう然とした表情に、さらに息を吞んだ。

（やっぱり凶暴なドラゴンなんだ）

　まるで人間みたいで、わかり合えたと思ったのは間違いだったのだ。苦い思いを飲み下し、どう猛な鳴き声を放ちながら抵てい抗こうするドランを、何とか檻に入れた。

　そして気付いた。

　刺されて血を流しながらも、ドランは決してルークたちに攻こう撃げきしてこなかった。

　騎士隊の誰も、率そっ先せんして剣を向けていたハンネスでさえ傷一つ負っていないではないか。

「やっぱり、そうだよな」

　トウマが真剣な顔でルークを見た。

　さっそくハンネスに訴うったえに行ったが、全く聞き入れてもらえなかった。この頑固親おや父じめ。

「どうする？」

「証しょう拠こがいるんじゃないか。ハンネス隊長が納得できるくらいの」

　ドランがアスランを襲った場所へ行ってみたら、すでにアスランがいた。原因は蜂ではないかと言うアスランは、やぶの中へと分け入り必死で蜂の巣を探している。

　この方、本当にドランが好きだよな。ドランもアスラン王子になついているし、相思相愛ってやつか？　ドラゴンだけど。

　いくらドランを助けるつもりだったとはいえ妻にすると言い切ったと聞いたし。夜も同じ部屋で寝ているし。いやいや、ドラゴンだぞ。……まさかだよな。

「おい」

　突とつ然ぜんアスランが振り向いて、ルークはひどく驚いた。

「余計なことを考えずに探そうな」

　美形なのに笑顔が黒い。思っていることを全て見み透すかされているんじゃないかと、ルークはたまに思う。

　そういえば以前、トウマも言っていたっけ。「気をつけろよ。アスラン王子はあの柔にゅう和わな外見とは裏腹に、けっこう腹黒いぞ」と──。

「あった！　蜂の巣がありましたよ！　……うわあ!?」

「おい、何をしている!?」

「こっちへ来るなって！」

　一斉に蜂が飛んできて、ルークたちは慌てて逃げ出した。

　その後、無事に蜂の巣を取り除き、証拠としてハンネスに見せたが、ハンネスは眉を寄せて顔をしかめただけだった。

「蜂の巣があったことはわかった。しかし、これのせいでドラゴンがアスラン様を襲ったとは限らないだろう？」

「「でもドランはいい奴なんです！」」

「お前たちの、そのドラゴンへの信頼はどこからくるんだ!?」

　後ろで見ていたアスランが、ハンネスと言い合うルークたちの肩をポンッと叩たたいた。

「俺に任せろ」

　ひどく、さわやかな笑顔で。

　翌朝にはハンネスが檻の鍵を渡してきた。顔色が真っ青で、その背後ではアスランがニコニコしていた。

　何があったのかは想像したくない。気の毒過ぎて、ルークは思わずハンネスに同情した。




　そして今朝、檻から出されたばかりのドランはさっそく台所で何かを作っている。

　小さいエプロンを引っかけて、生乳から取り出したクリームを、小枝で作った器具で一生懸命かき混ぜている。生クリームを作っているようだ。ルークは姉が作っているのを見たことがある。姉はものすごく時間がかかっていたけれど、さすがはドラゴン。力があるので、あっという間だ。

　今、満足げにニヤリと笑った。怖い。

　そして今度はその生クリームを器に入れてふたをして上下に振り出した。バターを作っているのだ。これも以前に姉のを見た。姉はものすごく時間がかかって、もう嫌だと投げ出していたけれどドラゴンの力はすさまじい。やはり、あっという間だ。

　満足げなニヤリ笑いがさらに深くなった。すげー怖い。

　そこに卵を割って……あ、つぶれた。からが入ってしまい、ドランがショックに固まった。ドラゴンの手では、細かいからは取り除けないようで落ち込んでいる。丸まった背中に哀あい愁しゅうがただよう。哀愁ただようドラゴンって何なんだ。

　仕方なくルークがからを取り除いてやると、ドランはヘコヘコと何度も礼をした。

（レッドドラゴンって凶暴……なはずだよなあ）

　砂糖や小麦粉も混ぜて、ドランがかまどで焼く。

　しばらくすると甘あまい香かおりがただよってきた。途端に光に吸い寄せられる虫のように、騎士隊員たちがわらわらと集まってきた。でもケーキを焼いているのがドラゴンだとわかり、皆みなギョッとした顔で逃げていく。そりゃ、そうだろうな。

　そしてドランはというと、てっきりアスランのために作っているんだと思っていたら、切り分けた大きなピースをルークとトウマに差し出してきた。

　トウマがぽかんとした顔で聞いた。

「──ひょっとして、蜂の巣を探したことへの礼なのか？」

　ドランが「ギャ」と嬉しそうにうなずいた。

　ルークはトウマと顔を見合わせて笑った。本当にいい奴だ。

　作業台の簡素な椅子に座って、まだ温かいケーキをフォークでつつく。

「「うまい！」」

　ケーキは不格好だけど本当においしかった。ドラゴンなのに、どうしてケーキの作り方を知っているのか。

「なあ、王都にいるドラゴンってすげーよな」

　ルークは生まれ育った田舎いなかでもドラゴンをたまに見かけた。王都とは違い、田舎ではドラゴンを見つけても、すぐに北方の地へ送るための通報などせず放っておく。凶暴な種類のドラゴンなら別だが、人間の前に姿を現すドラゴンは、たいてい体の小さなおとなしいものばかりだからだ。

　彼らはのんびりと草を食べているか、空を飛んでいるだけだ。もちろんケーキなどは作っていなかった。土地柄というやつだろうか？

　そのまま口に出すと、トウマが心底呆あきれたような顔になった。時々トウマはこういう顔でルークを見てくる。

「そんなわけないだろ。本当に天然だな。でなきゃバカ──」

「何だと！」

　失礼な奴だ。憤慨したルークは左ストレートをお見み舞まいした。

　最初ここに来た時は、凶暴なレッドドラゴンが放し飼いにされていると知り、不安にかられたものだ。アスランが自らドラゴンを檻から放したと聞いた時は、ルークたち騎士の命なんてどうでもいいと思っているんだなと憤いきどおった。

　けれどアスランはドランの性格を見抜いていたようだ。

　執務室にいるアスランに持っていくのだろう、ドランがケーキの小さなピースを皿に盛っている。ルークはふと、いいことを思いついた。

「なあ、それ、もらってもいいか？」

　まだ残っているケーキを指すと、ドランが「もちろん」というように大きくうなずいた。

　ルークとトウマは、ハンネスにケーキを持っていった。ハンネスは見かけによらず甘い物好きだ。

　今もケーキをつつきながら若じゃっ干かん、頰がゆるんでいる。

　隊員たちがよい動きをしたりした時も、こういう顔をする。本来は面倒見がよいのだ。

「うまいな。どこかで買ってきたのか？」

「いえ。作ったんです」

「誰がだ？」

「ドランです」

　ぶほっ！　とハンネスが口の中のケーキをふき出した。

「私はドラゴンが作ったものなど食わないからな！」

　しかめ面で皿を押しやる。

　しかし部屋を出てから、ルークたちがこっそりと開いた扉の端からのぞくと、ハンネスがきょろきょろと辺りを確認しつつ、残りのケーキを食べ始めるところだった。

　台所に戻るとドランが皿洗いをしていた。「ギシャギシャー」とご機嫌に鼻歌のようなものをうたいながら、太いしっぽも歌に合わせて揺れている。恐ろしいドラゴンのはずなのに、やけに親しみがわくのはこういうところなんだろう。

　しばらく聞いた後、

「音おん痴ちだな」

　トウマがぽつりとつぶやいた。

　確かに。ドラゴンなんだから人間の基準とは違うのかもしれないが、ものすごく調子が外れている。ルークはトウマと顔を見合わせて笑った。

　ドランが振り向いて「いたのか？」というように大きく目を見開いた。そしてワタワタと慌てたように左右に体を動かした。わかりにくいが顔が赤くなっている気がする。

　ドラゴンが驚く姿も恥ずかしがる姿も、見たのはドランが初めてだ。

　いかつい顔とたくましい体つきをしているのに、反応がまるで若い女性のようで、改めて変なドラゴンだなと思った。

　しかし──ルークは、こんなドランがけっこう気に入っている。
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　執務室で書類の整理をしているアスランに、ニナはお茶を持っていった。

　ノックして入ると、光が差し込む大きな窓を背にしてアスランが机に向かっていた。壁には絵画が飾かざられ、広い室内の奥には重じゅう厚こう感のある机と書しょ棚だな、手前には革張りのソファーとテーブルが置かれている。

「ああ、ドラン」

　アスランが微笑んだが、その顔には明らかに疲つかれがにじんでいた。それもそのはず、机には大量の書類が積まれていた。

（大丈夫かな？）

　顔を曇くもらせたニナの心配を感じ取ったのか、アスランが目め尻じりを下げた。

「大丈夫だよ。書類を見過ぎて、ちょっと目が疲れただけだ」

　目が疲れた時は、両方のこめかみを押すと効果があるとニナは知っていた。

　おもむろにアスランの背後へと回り、体を前かがみにして両手をアスランのこめかみに回す。

（わ……！）

　腕が短いせいか、思ったより体が密着して焦った。しかもドラゴンの厚い胸むな板いたにアスランのサラサラの髪かみの毛けがふれるので、くすぐったくて仕方ない。

「ギャ、ギャッ……」

　何とか笑いをこらえるが、閉じた口から変な声がもれた。王子の背後に立ち、なかば白目でプルプルと震えるドラゴンは異様だろうと自分でも思う。

　しかしそんなニナに動じることも警戒することもなく、アスランはリラックスした様子でされるがままだ。信頼されていると感じて、心の中が温かくなった。

（ようし、頑張るぞ）

　ニナは張り切ってアスランのこめかみを爪の背で押した。

　ドラゴン的にはごく軽く押したつもりだが、どうやらかなりの力だったらしい。

「……っ！」

　声にならない声をあげてアスランが机に突つっ伏ぷした。

「ギシャー!?」

　えらいことだ。ニナは慌てて助け起こした。疲れを取るための行こう為いなのに、逆にダメージを与あたえてしまった。大変である。

　両手でこめかみを押さえながらアスランが振り向いた。顔が少し引きつっている。

「……力を抑おさえてくれ」

（もちろんです。ごめんなさい）

　ニナは目め一いっ杯ぱいうなずき、机に頭をぶつけるほど深くペコペコと頭を下げて謝あやまった。

　仕切り直しである。

　最大限の注意を払い壊こわれ物ものを扱うように、そうっと押した。ドラゴンなのに腰が引けている。

「もう少し強く押してくれ」

　ビクビクし過ぎて、あまりにも力が弱かったようだ。難しい。もう少しだけ力を込めて円を描えがくように押し回す。

　そして、そっとアスランの顔をのぞき込むと、アスランは気持ちよさそうに目を閉じていた。ホッとした。

　遠くから鳥の鳴き声が小さく聞こえてくる。それだけで後は静かだ。昼下がりの日差しが、床にやわらいだ陰いん影えいを映し出す。

　ドラゴンの姿になったから今アスランと一緒にいられるのだと思うと、ひどく不思議な気分になった。令嬢のままだったら今いま頃ごろどうしていただろう。

　トビアスに婚約破棄されて家に居づらくて、でも他に行くところもない。せめて家族に迷惑をかけないように、そして自分で情けなくなるくらいの小さな自尊心のために、無理をして笑っていた気がする。

　そして一人になってから、思い詰めたように泣くのだ。

　それに比べて今は？

　ドラゴンにはなったが、暖かい部屋の中で暮らせている。食事だってお腹いっぱい食べられる。ハンネス隊長や他の隊員たちからよく思われてはいないが、そんなことは当たり前で。もしニナが彼らの立場なら、凶暴なドラゴンと一緒に暮らすなんて全力で拒きょ否ひしていただろう。置いてもらえるだけで、ありがたいのだ。

　かけらでも居場所があって、騎士コンビという親しみを込めて接してくれる人たちがいて、そして何よりアスランがいる。家族に会えないのはつらいけれど、誰も振り向かないようなドラゴンに、アスランは無条件に優しくしてくれる。

　あの笑顔を向けられるたび、婚約破棄されて失ったと思った自分の価値を返してもらっているような、そんな気になれるのだ。

（感謝しないと）

　こんな自分を、そばに置いてくれることに──。




「ドラン？」

　振り向いたアスランに、ニナは精一杯優しく見えるように笑いかけた。

　ニナの笑みを受けてアスランも微笑む。

　が、その前に一瞬だけ真顔になったのをニナは見み逃のがさなかった。

（どう笑おうと怖い顔なんだな）

　ニナは悟さとった。でも角度とかで変わるかもしれないから後で鏡の前で研究しよう。会え得とくすべきは「怖くない、恐れられないドラゴンの笑い方」だ。

「もう充分だ。今度は俺がしてやるよ」

　アスランが言ったが、残念なことにドラゴンと眼がん精せい疲ひ労ろうは無む縁えんである。

「肩とか、腰とか？」

　ドラゴンの体になって日は浅いが体のコリも特に感じない。それでもめずらしくアスランの目が子供のように輝いているので、ニナはマッサージをしてもらうことにした。

　大股で床に腹ばいで寝るドラゴン。ちょっと情けなくもある。

　しかしアスランに背中に乗られて、その密着度合いにニナの心臓が高鳴った。

「ここか？」

　と頭の近くでささやかれて、さらに心臓の鼓動が速くなった。アスランの手が肩にかかり緊張に体が震える。頰が燃えるように熱くなるのがわかった。

「いくぞ」

　気負うアスランの声がかすれていて、いつもと違う。長い指でつかまれた肩が熱を帯びた。鼓動の高鳴りも最高潮だ。

　アスランの両手に力がこもった。力強くニナの肩をほぐし──。

「──ギシャー!!」

（痛い、痛い！　痛い!!）

　ニナは吠えた。

　痛いのだ。ドラゴンもびっくりなほどに痛い。どこをどう押したらこんな痛みになるのか、図に描いて懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてもらいたいくらい痛かった。

「あ、ごめん。痛かったか？」

　アスランの心から不思議そうな、でも少し自分が悪いとわかっている口調に答える気力もなくなり、ぐったりとしてしまった。

　ニナは知らなかった。美形で聡明で腹黒くて隙のない第二王子は、マッサージが驚くほど下手だった。下手過ぎだ。しかし好きなのである。下手の横好きというやつか。

「そんなに痛かったか？　おかしいな。ハンネスにしてやった時は、そんなことはなさそうだったが」

　まさか人間相手にこれを行っていたとは。

（ハンネス隊長、かわいそう）

　きっと王子相手に怒ることもできず、騎士隊長の威い厳げんとプライドにかけて必死に耐たえたのだろう。想像すると涙が出そうだ。

「おかしいな」

　アスランは心底不思議そうに両手を眺ながめている。そして、

「よし、今度は加減するから、もう一度やろう」

　実にさわやかな笑顔を向けてきた。

　ニナはお人よしだ。頼たのみ込まれると「断ったら、この人は困るんだろうな」と考えなくていい他人のゆく末まで勝手に感じ取ってしまい、断りきれずにバカを見たこともある。

　けれどそんなお人よしのニナでもアスランのマッサージはお断りだった。断固として。

　見る者をとろけさせる笑顔を、おそらく意図的に浮かべてジリジリと包囲してくるアスランから目を離さずに、一瞬の隙をついてニナは必死に逃げ出した。




　その日以来、アスランにマッサージしようと近づかれると、ニナは鼻をきかせていち早く逃げるようにしている。

　今のところニナは成功しているが、一度だけ両肩を押さえて死人のような顔でヨロヨロと廊下を歩くハンネスを見かけた。

（ハンネス隊長、かわいそう……）

　ニナは心の中で手を合わせて、決してばれないように物置のかげから、こっそりと見送った。
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　──久しぶりに子供の頃の夢を見た。忘れもしないニナが九歳で、元婚約者のトビアスと初めて会った時のことだ。

　話は聞いていたが、実際に婚約者に会うということでニナはとても緊張していた。父親と一緒にトビアスの屋や敷しきへと向かう馬車の中、一言も口をきけなかったほどに。

「二人で散歩でもしておいで」

　広々とした応接間で、互たがいに顔をそむけたまま全く話さない子供たち二人に、トビアスの父親が笑って言った。

　その頃のニナにはお気に入りの人形があった。五年前に亡くなった祖母から贈おくられたものだ。どこへでも一緒に連れて行ったせいで、だいぶくたびれていたけれど、とても大事な人形だった。それを見せてあげようと思ったのだ。

　けれど期待に輝く目でニナがカバンから取り出した人形を、ちらりと見たトビアスが言った。

「汚きたない人形だね。大事なのはわかるけど、もっといい物を買ってもらえばいいのに」

（あれ？）

　単純に意味がわからなかった。今は亡き祖母からの贈り物だと、自分にとってとても大切な人形だと言ったはずなのに。

（──そっか。これは、ただの汚い人形なんだ……）

　嬉しさにパンパンにふくらんでいた気持ちが、急激にしぼんでいくのがわかった。自分が大切だと思う人形がただの汚い物だと言われたのは、九歳のニナにとって並々ならぬショックだった。

　そしてそれよりもショックだったのは、それ以降その人形を見ても、前みたいに大切だと思えなくなってしまったことだ。

　説明できない心のもやもやにニナは泣きながら、納なん戸どの奥おく深ふかくへと人形をしまい込んだ。それっきり忘れていた。




　──（なつかしい夢……）

　広い寝台の足元で目覚めたニナは一瞬、自分がドラゴンだという事実を忘れていた。体を起こし、うろこだらけの後ろ足が目に入って、ああ、そうだったと思い出した。

　そして慌てて寝台を見たがアスランの姿はすでにない。第二王子は公務や執務などいろいろと忙いそがしいのだ。ニナは顔を洗いに、急いで寝室を出た。




　中庭のすみにある、簡素なレンガ屋根のついた井戸でニナは水を汲んでいた。令嬢だと重労働だがドラゴンは力があるので実にたやすい。鼻歌をうたいながらガラガラと縄なわを引っ張っていると、

「返して、お兄様！　返してよ！」

　少女の切羽詰まった泣き声が聞こえてきた。続いて、どこかうわずったような少年の声も。

「これでレッドドラゴンをおびき出すんだよ。レッドドラゴンは人間を襲うだろう。でも頭が悪いから、きっとこの人形を人間と見み間ま違ちがえて寄ってくるはずだ！」

　頭が悪いと言われたドラゴンは、井戸の裏側の茂しげみに隠れて、こっそりとのぞいているところだった。

　どうやって門番の目をくぐり抜けて城内に入り込んだのか、中庭の真ん中で十代前半くらいの兄きょう妹だいがもみ合っていた。追いすがる妹を力で押しのけ、兄が高々と上げた右手には布製の人形が握られている。妹のものだろう。

「私の人形を返してったら！　……ねえ、やっぱり帰ろう。ドラゴンに会ったら食べられちゃうよ！」

「大丈夫だって。小さい子供のドラゴンらしいし」

　あどけない顔をはっきりと恐きょう怖ふに引きつらせた妹の隣で、兄は平静を装よそおいながらも落ち着きなく辺りを見回している。

（見つかったら大変なことになりそうだな）

　そう判断したニナは二人をこれ以上怯えさせないように、静かに遠ざかろうとした。しかし、

「あ、ドラゴン!?」

　方向転てん換かんした拍ひょう子しに、揺ゆれ動うごく大きな影かげを見つけられてしまったようだ。兄の驚愕の声と妹の悲鳴が響く。

（ダメだ）

　騎士隊員たちに見つかったら今度は子供を襲ったと誤解されて、また檻に入れられてしまう。ニナは焦り、攻撃の意志がないと示すために兄妹に向かって両手を上げて万歳をしながら、ゆっくりと後ずさった。

「きゃああ、助けて!!」

　しかし通じない。近い距離で見るドラゴンは想像以上に恐ろしかったようだ。

　涙で顔をグシャグシャにして悲鳴をあげ続ける妹の背中を、兄が必死に押して逃げようとしている。その拍子に、手にしていた人形が地面に落ちた。

「ギャギャ」

「きゃああ!!」

　落ちたよ、と思わず親切を口に出したニナだが、二人はドラゴンに吠えられたと思ったのだろう。さらに鋭い悲鳴をあげながら、転げるように逃げていってしまった。

　残されたニナは、とりあえず人形を拾った。手作りのドレスを着た布製の女の子の人形だ。年季が入って少々くたびれてはいたが、着せているドレスは新品だし、毛糸でできた髪もきれいに編まれていて、大事にされていることがわかる。

　ニナはふと今朝の夢を思い出した。子供の頃に大事にしていた人形と、手にしている人形が重なり、胸の内ににぶい痛みが走った。

（どうしようかな？）

　今すぐにでも返してあげたいが、あの兄妹がどこの誰なのかもわからない。ここに置いておけばまた取りにくるだろうか。

　地面に戻そうとした時、背後でパキッと細い枯かれ枝えだを踏ふんだ乾かわいた音がした。振り向くと先ほどの妹が体の前で両手を握りしめた体勢で、恐怖に怯えたように固まったところだった。

　おそらく逃げる途中で人形を落としたと気付き戻ってきたのだろう。あれほどドラゴンに怯えていたのに取りに戻ってくるなんて、よっぽど大事な人形なのだ。

　ドラゴンと目が合った妹は真っ青になりながら、かわいそうなくらいガタガタと体を震わせている。

（うーん）

　ニナは考えて、今すぐ人形を地面に置いてこの場を立ち去ることにした。そうしたら妹は人形を拾って帰るだろう。手て渡わたしなどしたら卒そっ倒とうされそうだし。

　怖がりな妹が昔の自分と重なって、ニナは思わず微笑んだ。

　しかし人形を戻そうと体をかがめたニナに、妹は恐怖の限界を超こえたようだった。果か敢かんにも地面に落ちている石を拾って次々と投げつけてきた。

「きゃああ！　あっちへ行って！　私の人形を返してよ!!」

（ええ!?　ちょっと待ってよ。今返して、あっちへ行くところだったよ！）

　威い力りょくは大したことないが、ニナが両腕を前に出して顔をかばったところへと石が飛んできて、ちょうど人形の肩の部分に当たった。

「あっ！」

「ギシャ！」

　年季の入った布製の人形はもろかった。左腕が布一枚残して、ようやくつながっているという状態で、ぶらんと垂れ下がってしまった。

「噓でしょう……お母様の形見なのに……」

　ぼう然とした妹の小さなつぶやきは、心の柔らかい部分を突き刺すような悲しい声こわ音ねだ。

　手の中にある壊こわれた人形と、生気のなくなったような妹の姿に、ニナまでつらくなってしまった。

（どうしよう）

　ニナは迷った。けれど何か少しでも力になりたくて、とりあえず一歩踏ふみ出だした。

　しかしドラゴンが襲ってくると思ったのか、妹は身をひるがえして逃げていってしまった。大事な人形を置いて。
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　半地下にある洗せん濯たく室の狭せまい作業台をきれいに片付けて、ニナは棚の奥から針と糸を探し出した。壊れた人形の腕を直そうと考えたのだ。元々裁さい縫ほうは苦手ではない。

　ドラゴンには小さい木製の椅子をミシミシいわせ、背中を丸めて針と糸を両手に持ち──持てない。細すぎて、まず手に持てない。

　予想はしていた。していたとも。壁に向かって遠い目になってから、人形と裁縫道具を持って、別棟のどこかにいるはずの騎士コンビを捜した。

　二人は奥庭の納屋の横で薪まき割わりをしていた。交代でにぎやかに割っているが、その合間に、山のように積んである丸太をうんざりとした目で見ている。

　ニナは近づいていき「代われ」というように、かっこよく親指をたててみせた。

「よう、ドラン。え？　もしかして代わってくれるのか？」

「やった！　よろしく！」

　太い丸太を縦に置く。真剣な顔で鋭く目を光らせるドラゴンを、騎士コンビが期待に満ちた目で見つめてくる。

　ニナは成功を確信して目を細めた。簡単だ。ドラゴンのすさまじい力があれば、こんなものはきっと素す手でで割れるはずである。

「ギャ！」

　得意げに右手を振り下ろす──が、短すぎて丸太まで届かなかった。右手がむなしく宙をかすめた。

「「ええー!?」」

　自信満々だったことが逆に恥ずかしい。騎士コンビの落らく胆たんの声が地味に心に突き刺さった。

　いたたまれないのと羞しゅう恥ちとで、ニナは背中を丸め、真っ赤な顔を両手でおおい「ギシャー……」と、うなった。

　何事も地道が一番である。身をもって悟ったドラゴンは片方の手に斧おのを持ち、一本一本丁寧に薪を割っていった。

　割り終わった薪の山がだんだんと高くなっていく。楽しい。

（……違う！）

　ハッと我に返り、ようやく本来の目的を思い出した。納屋のかげに置いておいた人形と裁縫道具を取ってくると、薪割りから解放されてのんびりと休きゅう憩けいしていた騎士コンビに見せた。

「ギシャギシャ」

「人形？　腕が取れかかってるな。……え、まさかドランのものとか？　王都にいるドラゴンって人形で遊ぶのかよ!?　すげーな」

　感心している天然気味の金髪ルークを放って、黒髪トウマが人形と裁縫道具を交互に見て眉を寄せた。

「もしかして直せってことか？」

　察しがいい。ニナはうなずき、ニヤリと笑った。

　木こ陰かげに腰を下ろしたトウマが、針と糸と人形と格かく闘とうしている。

「それで、ここはどうするんだ──痛い！　俺、裁縫なんてしたことないぞ」

「ギャギャー……」

「トウマ、そこ曲がってるって。下手だなあ。貸してみろよ」

「ルークはできるのか？」

「田舎で姉貴にしょっちゅう手伝わされたからな」

　意外にもルークは上手だった。破れた箇か所しょをきれいに縫ぬいつけて、足りない部分には綿まで入れて補強してくれた。

「できた！」

「うまいじゃん」

「ギシャシャ！」

　元通りになった人形に、ニナは感謝の意を込めて、ぺこぺこと何度も礼をした。




（どうやって渡そうかな？）

　出会った場所に置いておけばまた取りにくるだろうかと思い、広い中庭の真ん中にそっと人形を置いた。その時、

「このドラゴンめ！　妹の大切な人形を返せ！」

　待まち伏ぶせていたらしい兄が現れた。紅潮した頰に恐怖を押おし隠かくし、両手で木刀を構える姿は気合充分だ。青ざめながらも絶対に取り返すのだという強い意志が、引き結んだ唇にこもっているように見えた。後方には、離れて心配そうに見守る妹の姿もある。

「ギシャ」

　ちょうどよかった。ニナは地面に置いた人形を指さした。ドラゴンが手渡しなんてしたら、きっと恐怖に気絶してしまうだろうから。

　そして遠ざかろうと身をひるがえした瞬間、

「返せったら返せ！」

　兄の木刀がニナの背中に命中した。

（ええ!?　ちょっと待って。今、返したところだよ！）

　しかし恐怖が興奮にすり替かわっている状態の兄が気付く様子はなく、ひたすら攻撃を繰くり返かえしてくる。力一杯殴なぐられたら、いかにドラゴンといえど痛い。

　ニナは逃げた。兄が叫びながら追いかけてくる。

　走りながらニナが振り向くと、視界の端っこに、人形に気付いた妹が慌てて駆け寄ってくるのが映った。妹は泣きそうな顔で人形を手に取り、大事そうに胸に抱かかえた。

（よかった）

　ニナは微笑んだ。

　そして、しつこく追いかけてくる兄に向かって、

「ギシャー！」

　と歯をむき出して叫んでみた。兄が凍こおりついたように動かなくなる。さすがだ。自分ながらドラゴンは迫力が違う。

　この隙にとニナは、中庭から廊下へと続く通路に飛び込んだ。手近な部屋へと入り、窓からこっそりと顔だけ出してのぞくと、兄と妹が中庭の真ん中で何か言い合っていた。

「だから！　人形が直ってるんだってば！　私が石をぶつけてしまって確かに壊れたのに、今はちゃんと直ってるの！」

「お前の見間違いだろう？」

「違う！　確かに腕が取れかかっていたもの！」

「じゃあ何だよ？　あのドラゴンが直したとでも言うのかよ!?」

　妹が言葉に詰まる。兄はため息をついて、きょろきょろと周りを警戒しながら妹の背中を押した。

「お前の大事な人形を持ち出して悪かったよ。謝るから。だから、とりあえず早く帰ろう。またドラゴンが現れるかもしれないだろう」

「うん……」

　足早に去る兄の隣で、納得できないというように唇を嚙みしめた妹が何度も振り向く。何度目かで、窓まど枠わくから顔の上半分を出していたニナと目が合った。

　ニナは慌てて顔を引っ込めようとしたが、それよりも早く、妹が人形を両手で高々とかかげてみせた。目をぱちくりさせるドラゴンから、妹は視線をそらさない。ニナを真っすぐ見つめたまま、妹の口が動いた。

「ありがとう」
















　そして笑って人形を抱だきしめると、兄と一緒に走っていった。

　ニナはもう一度、心から微笑んだ。

　兄妹の後ろ姿が見えなくなるまで眺めた後、壁にもたれ、短い後ろ足を立てて床に座り込んだ。視線を落とす。目に入るのは、うろこだらけの両足と、ささくれた床。

（大切にすればよかったな……）

　子供の頃、トビアスに汚いと言われて大切だと思えなくなった、ニナの人形。

　さっきの妹のように大事にしてあげればよかった。

　他人に何と言われようと、自分が大切だと思えるなら、それだけで充分だった。充分過ぎるくらいだったのに──。

（バカだなあ）

　涙のたまった目で、ニナは細かな模様の描かれた天てん井じょうをじっと見上げた。




「ドラン、これをやるよ」

　後日、寝室で寝る準備をしていると、アスランに両手で抱えられるくらいの大きさの紙包みを渡された。大きさの割には軽い。

「ドランから人形の修理を頼まれたと、ルークとトウマから聞いて。ドラゴンなのに人形遊びをするんだな。城のメイドに頼もうと思ったんだが、先日、視察に行った帰りに城下町の店でぴったりの人形を見つけたから買ってきた」

　ニナ──ドランへの贈り物だ。感激のあまり泣きそうになった。

「開けてみろよ」

　ニナの反応に嬉しそうに笑うアスランの前で、丁寧に紙の包みを開けていく。

（どんなのだろう？　貴族の間で流行している外国製の人形かな？　それとも若い女の子たちに人気の、陶とう器きで作られた人形とか？）

　ワクワク感は最高潮だ。

　やっと包みが開いた。

「ギシャー！　……ギシャ？」

　出てきたのはドラゴンの人形だった。しかも勇ましい角といい、鋭いキバといい、全身に生えるうろこの形状といい、やけにリアルだ。

　どうやらアスランは、ドランが修理を頼んだ人形の種類までは聞かなかったようである。

「ぴったりだろう。……何か違ったか？」

　何とも言えない顔をしているニナに、アスランの表情が曇った。

「ドラゴンの人形じゃなかったのか？　もしかして牛とか豚ぶたとか？」

　食料ではない。牛や豚の人形をかわいがるドラゴンはシュール過ぎるだろう。

　それでもアスランがニナのために、わざわざ買ってきてくれたのだ。

　ニナはドラゴン人形を見つめた。子供の頃に持っていた女の子の姿の人形とは、形は全く違うけれど、そこに込められた想いとニナが抱く嬉しさは同じだった。

　今度はちゃんと大切にしよう。誰に何と言われようと一いっ生しょう涯がい、大切にする。

「ギシャー」

　ありがとう、とドラゴンを手に持ったドラゴンが頭を下げる姿に、アスランが横を向いて笑いをこらえている。

「寝るか」

　アスランが微笑んだ。

　いつもと同じようにアスランの足元で眠るニナの、頭としっぽをくっつけて丸まったその中心には、しっかりとリアルドラゴンの人形が抱きしめられていた。
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　お気に入りのエプロンをつけたニナがほうきで廊下を掃いていると、アスランに呼ばれた。

　執務室へ入る。途端に、姿勢よくソファーに座っていたハンネス隊長に、ぎろりとにらまれた。

（何!?　私、何かした？）

　ハンネスに疎うとまれているとは知っているけれども。ビクビクしながら一生懸命考えていると、さらに苦虫を嚙みつぶしたような表情で射すくめられた。怖い。しかし──。

「すまなかった」

　突然、ハンネスが深々と頭を下げた。もちろんニナに対してだ。

　わけがわからず、ぽかんとするニナにアスランが説明した。

「先日、人形を持った兄妹がこの別棟に来ただろう？　彼らはハンネスの子供たちなんだ」

（ええ!?）

　驚き過ぎて目が真ん丸になるドラゴン。

　ハンネスはまだ頭を下げ続けている。言われてみれば、あの兄妹と顔立ちはあまり似ていないが、真っ黒で固そうな髪の毛がそっくり同じだ。

（──待って。形見の人形だって言ってたよね？）

　するとハンネスは奥さんを亡くしているのだ。

　ハンネスが頭を下げたまま続けた。

「親として監かん督とく不行き届きだ。本当にすまない。しかも娘が、大事な人形をドラゴンに直してもらったと言い張る。隊員たちに確かめたら、実際に直したのはルークで、そのルークはドラゴンに頼まれたからだと言っていた」

　ハンネスが顔を上げてニナを見つめた。いつもの王子を守る騎士隊長の顔ではない。子供のために心から謝る父親の顔だった。

「命を落としてもおかしくない状況だった。子供たちは君に危害を加えたのに、君は子供たちに何もしなかった。ありがとう。本当にありがとう」

　頭が膝にくっつきそうなくらい深く頭を下げるハンネスに、ニナは慌てて胸の前で片方の手を勢いよく振った。「とんでもない。顔を上げてください」の意だが、どうやら通じたようだ。

　ハンネスがうるんだ目でニナを見返す。そしてドラゴンを相手に本気で話していたと気付いたようだ。気まずそうに顔をそむけた。けれど、そこには以前の冷たさはない。

「俺からも礼を言うよ。さすがは俺の妻だ」

　隣に座るアスランから優しい笑みを向けられて、ニナは驚いて真っ赤になった。昔から引っ込み思じ案あんで特に秀ひいでたところもなかったので、あまり褒ほめられた経験がないのだ。

　ひたすら照れるドラゴンにもう一度優しい目を向けてから、アスランが真剣な顔つきでハンネスに言った。

「兄妹はどうやって、ここに入った？　しかも人の少ない時を狙いすましたように。城内に手引きした者がいるな」

「そのようです。黒のフードをかぶった男で、顔はよく見えなかったと。放し飼いにされたドラゴンのせいで私の身が危ないと言われ、居ても立ってもいられず乗り込んだそうです。本当に考えなしの子供たちでお恥ずかしい。ですが、あの子たちは二年前に母親を病気で亡くしていて──」

「その上、父親まで亡くしてもいいのか──と言ったか。卑ひ怯きょうな奴だ」

　アスランが今まで見たことのない怒りの表情になる。

　兄妹は最初、盾たての一枚も剣の一本も持っていなかった。明らかに、誰かがドラゴンに襲わせようとしたのだ。兄妹はただのおとり──エサに使われた。

　ハンネスの顔もまた、憤ふん怒ぬに真っ赤に染まった。悔しくてたまらないのだろう。

「ハンネス、お前の家に警護をつける。お前は兄妹に接せっ触しょくした者と、そそのかした者──いや、者たちか？　そいつらを徹てっ底てい的てきに調べろ。狙いはドランか、それとも俺か」

「わかりました」

　ハンネスがアスランに丁寧に礼をした後で、「そうだった」と背後から片方の手で抱えられるくらいの大きさの、素す焼やきの壺つぼを取り出した。

「子供たちから、これをドラゴンに渡してくれと頼まれたんだ。人形を直してもらった礼だと言っていた」

　渡された壺は軽くて、ところどころ小さな穴の開いたふたがしてある。

（何だろう？）

　爪で引っかけてふたを開けた瞬間、小さな緑色のものが勢いよく飛び出してきた。

　カエルだ。何匹びきものアオガエルが入っていたようで、ジャンプしたり壺の内側をよじのぼっては次々と外に出てくる。

「ギシャ──!!」

　ニナは悲鳴をあげて壺を放り出した。虫も爬は虫ちゅう類るいも好きではないが、カエルは一番苦手なのだ。はっきり言うと大だい嫌きらいだ。

　壁際で丸まって震えるドラゴンを、アスランとハンネスが目を丸くして見つめる。

「ひょっとしてカエルが苦手なのか？　ドラゴンなのに？」

「食料だろう？　むしろ大好物かと。まとめて、ぺろりと食うのかと思ったが……」

　ニナはパニック状態だ。足元にカエルが跳とんできて「ギャギャー！」と壁に沿って必死で逃にげ回まわる。見かねたアスランたちが、カエルを捕つかまえて壺に戻した。

「大丈夫か、ドラン？」

「ギャギャー……」

　ニナは、ぐったりとソファーに倒たおれ込こんだ。

　ドラゴンが食べると、喜ぶと考えて兄妹二人で一生懸命捕まえてくれたのだろう。その気持ちは嬉しい。とても嬉しい。でも──。

（実際に直したのはルークだし。気持ちだけもらって、これは後でルークにあげよう）

　部屋のすみに置かれたカエル入りの壺を恐おそる恐おそる見ながら、ニナはそう決心した。




「お」

「ギシャ」

　台所へ行ったニナは、ハンネスと鉢はち合あわせした。

「いや、茶を淹れようと思ってな」

　ハンネスはそう言いながらも、落ち着きなく台所をウロウロしている。ドラゴンと一緒にいるのがまだ慣れないのかと思ったが、棚をあさる姿から、茶葉やティーポットがどこにあるのかわからないのだと悟った。普段は下っ端の隊員たち──騎士コンビなどが淹れているのだろう。

　ニナはティーポットを落としそうになりながらも、順序よくお茶を淹れてハンネスに差し出した。

　ドラゴンの体に少し慣れてきた。喜ぶべきか。

「……うまい」

　向かい合ってお茶を飲む。もっともニナは冷めるまで待ってから、両手でカップをつかみ一気に流し込むスタイルだけれど。

「あの人形は妻の形見なんだ。だから娘はとても大事にしている。息子はその人形を持ち出した。ドラゴンをおびき出すためだと言って。いくら私の身が危ないと言われたからといって、母親の形見を持ち出すとはな。情けない奴だ……」

　ハンネスがひとりごとのようにつぶやいて、やるせなさそうに首を振った。話し相手がドラゴンだと忘れたのか、それともドラゴンだから話すのか。

　ニナは兄の姿を思い出した。木刀を持ってニナに殴りかかってきた。妹の人形を取り返すために。青ざめて全身が恐怖に震えていたっけ。十三、四歳の少年が、肉を簡単に食いちぎる凶暴なレッドドラゴンに襲いかかるのは、そりゃあ恐ろしかったろう。

　人形を持ち出したのは確かに悪いとは思うけれど、彼はちゃんと取り返しに来た。怯えながらも命をかけて。それはきっと、情けなくなんかない。

　ニナは奥の扉から奥庭へと飛び出して、いくつもの木板の切きれ端はしを集めてきた。驚きに目を見張るハンネスの前で、爪で一文字ずつ木板に刻んでいく。

　途中で木版が割れてやり直しになるし、判別できるかどうかの下手くそな文字しか刻めなかったが、それでも真剣に見ていたハンネスはこれが文字だとわかったようだ。

「文字が書けるのか!?」

　ニナはうなずいた。ハンネスが、がく然とした顔で見つめてくる。

　騎士コンビには言いたいことが今まで何とか伝わってきた。アスランにもだ。だから書いてまで伝えようとしたことはなかった。

　自分が元人間だと伝えるか迷ったが、目覚めたらドラゴンになっていたと、ニナ自身も信じられない状況を伝える勇気がなかった。おかしなことを言い出して、優しいアスランに嫌われたくなかった。ここを追い出されたらニナには行く場所がない。

　それでも──。

『ちゃんと取り返しに来た。情けなくなんかない』

　時間をかけて何とか刻んだ木板を、ハンネスがじっと見つめる。まばたきもせず。

　下手過ぎて読めないのかとニナが不安になった時、ハンネスが腹の底から絞しぼり出だすように言った。

「──ありがとう」

　ニナは微笑んだ。

　アスランに伝えてみよう。自分は人間なのだと。こんな怪あやしいドラゴンを最初から信頼してくれたアスランなら、きっと最後まで聞いてくれるはずだ。
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　その日の夜、ニナは寝室で、城の本棟へ行ったアスランの帰りを待った。ついに「自分は、本当は人間だ」と打ち明けるのだ。

（大丈夫……だよね？）

　緊張し過ぎて、のどがかわく。枕まくら元もとのテーブルに用意しておいた水差しを両手で持って、中身をザザーと口に流し込んだ。

　窓の外は真っ暗だ。吸い込まれるような闇やみを見つめていると不安が増した。アスランの目の前で文字を刻まないときっと信じてもらえないだろうから、同じくテーブルに置いた木板にはまだ何も書いていない。

　信じてもらえるだろうか。

　そして信じてもらえたとして、今後も今までと変わらない態度で接してもらえるのだろうか。

（……わからない）

　全く、わからない。心をえぐるような不安が込み上げてきて強く手を握りしめた時、扉が開きアスランが入ってきた。

「ドラン、まだ起きていたのか？」

　深い青色の目が軽く見開いた後で、優しく笑う。寝台の端に腰を下ろし、小さく息をついて襟えり元もとをゆるめるアスランの仕草に、いつもならドキドキして目をそらしてしまうのに、今は緊張でそれどころではない。

「どうかしたか？」

　アスランが心配そうに眉を寄せた。

　ニナは黙だまって木板を取るとアスランの前に置いた。そして大きく深呼吸をし、爪で一文字目を刻もうとした──ところで扉がノックされた。

「アスラン様、ちょっとよろしいですか。見ていただきたいものがあります」

　顔を出したのはハンネスだった。真剣な表情だ。

「すぐに戻るよ」

　笑顔で言い残してアスランは再び扉の向こうへと消えた。

　残されたニナは拍ひょう子し抜ぬけしたような安心したような複雑な気持ちで、天井をあおいだ。

（仕切り直しだ）

　そして眠い目をこすりつつアスランを待ったが、一向に戻ってこない。頑張って我慢したがいつの間にか眠っていたようで、気がつくと朝だった。

（ええ!?）

　急いで寝台を見たがアスランの姿はない。しかしシーツがしわになっていて寝た形けい跡せきはあるから、朝早くニナを起こさないようにそっと部屋を出たのだろう。

（今夜、頑張ろう……）

　寝ね過すごしてしまったドラゴンは、窓の外に広がる緑を見て萎なえそうになる心を奮い立たせた。




　辺りに石けんの匂いがただよい、七色に光る泡がいくつも空中ではじける。

　井戸の横で両足を投げ出して座り、ニナは洗濯をしていた。洗濯室から持ってきたたらいの中で、大きなシーツに粉石けんを振りかけて、洗濯板でせっせとこするドラゴン。

　アスランや騎士隊員たちの洗濯などは少数の使用人が行っているが、彼らは極力ニナと遭そう遇ぐうしないように気をつけているようで、ニナは彼らの顔もよく知らない。しかしそれは仕方のないことだし、ニナのせいだともわかっているので、せめて手伝えるところは勝手に手伝っているのである。

　背中を丸めて無心に洗う。最初のうちは爪で引っかけて布地を破いてしまったものだが、だいぶ力加減もわかってきた。こすっているとシミのついた台拭ふき布も真っ白になっていく。楽しい。

　誰もいないからいいかと、泡だらけになりながら好きなだけニヤニヤしていると、

「何だあ？」

　と驚いたような声が降ってきた。

（人がいたんだ！）

　慌てて振り返ると、長い髪を後ろで無造作に結び、隊服を着崩くずした青年が、通路の入口に立っていた。目を丸くしてニナを見つめている。見たことのない隊員だが──。

（あれ？　もしかして……）

　確か第一騎士隊の副隊長、マーセルといったか。

　西方のギアナ砦とりでからこちらに戻ってきたばかりだと騎士コンビが噂していた。けだるげな雰ふん囲い気きをただよわせているのに、どこか品のよさを感じさせる不思議な青年である。

「話には聞いていたが、本当にドラゴンが洗濯しているとはな」

　呆あっ気けにとられながらも逃げる気配も敵意を抱いた様子もない彼を、ニナは不思議に思った。騎士コンビからニナのことを聞いているようだが、凶暴なドラゴン相手に最初から普通に接してくれたのはアスラン以来だ。

（いい人かもしれない）

　単純にそう思った時、マーセルが隊服のポケットからおもむろに紙かみ袋ぶくろを取り出した。そして中に入っていたビスケットを、ニナに向けて軽く左右に振る。

　何をしているのかと、きょとんとしていると、

「よーし。来い、来い」

　チッチッと唇と舌を使い、音をたててニナを呼んできた。

（前言撤てっ回かいだわ）

　犬と間違えているのではないか。失礼な。凶暴で恐ろしいレッドドラゴンは、そんなビスケット一枚ではつられないのだ。

　ぷいと顔をそむけて再び洗濯に取りかかると、違ったかという感じでマーセルがしゃがみ込み、土を堀ほり始めた。

「ビスケットは嫌いなのか。じゃあミミズでも取るとするかな」

　虫嫌いのニナは一瞬で青ざめた。だが急いで逃げようとした直後、

「ほーら、食べるか。おいしいぞ」

　うにょうにょとうごめくミミズを投げられかけ、驚きのあまり手にしていた、すすぎ中のシーツを地面に落としてしまった。

「ギャ!?」

「あ」

　せっかく洗ったシーツが無残にも土にまみれる。ショックでぼう然とするドラゴンに、マーセルは特に気にする様子もなく首をかしげた。

「ミミズも嫌いなのか。変なドラゴンだな」

「マーセル、やめろ。ドランは虫が苦手なんだ」

　アスランが現れ、マーセルに向かってため息をついた。

「どうも、アスラン殿でん下か」

「久しぶりだな。少し、やせたか？」

「ギアナ砦でこき使われたものですから」

「そりゃ気の毒だ。ギアナ砦の分駐隊長に、マーセルがそう言っていたと報告しておいてやろう」

「さすが殿下。ありがたいことをしてくれますね」

　屈くっ託たくなく笑い合う二人。

（仲がいいんだ）

　驚くニナにアスランが言った。

「マーセルはグラネルト公こう爵しゃくの次男だ。俺の祖父とマーセルの祖母がいとこで遠とお縁えんにあたる。年ねん齢れいも三歳違いで近いから、幼い頃からよく一緒に遊んだ仲だ」

　マーセルの、軽い印象の中にどこか品のよさを感じるのはそのせいなのだ。

「しかし昔から殿下をよく知っている俺でも、ドラゴンを保護して、しかも妻にしたと聞いた時は驚きましたよ。城内で噂になっていますよ」

「そうか」

「しかも最初は失しっ笑しょうしていた大臣や貴族たちが、今や手のひら返しで称しょう賛さんしているとか。殿下が見事ドラゴンを手なずけたと耳にしたからでしょうね。『さすがアスラン殿下。レッドドラゴンを飼い慣らせるなんて、我が国の大きな力だ。これで隣国アストリアを出し抜ける』と」

「そうか」

　アスランが苦笑した。

「宰相が苦虫を嚙みつぶしたような顔をしているそうですよ。そりゃ、そうですよね。自分が支持している第一王子ではなく、アスラン殿下の株が上がっていくんですから。『手なずけたなどと何かの間違いに決まっている。アスラン王子の安全のためにも、今すぐ北方の地へ送るべきだ』と、さらに息巻いているそうですよ」

「まだ俺をダシに使うか。相変わらず、隠れみのを使うのが好きな人だ」

　薄く笑った。美形の冷たい笑顔は迫力がある。

　マーセルがちらりとニナを見て続けた。

「でも、そうは言っても宰相同様、決まりを重んじる派が大半ですけどね。この国の重鎮たちは保守的だから。殿下も反はん抗こうばかりしていると危険な立場になりはしませんか？」

　マーセルにまた意味ありげな視線を送られて、ニナの心がすうっと冷えた。

　自分のせいでアスランがつらい立場になっていると、本当はここにいてはいけないのだと、心の片すみでわかっていた。だけど他に行くところがなくて、あえて目をそむけていたのだ。優しさに甘えていた。

　ニナには何も返せない。ドラゴンとしてアスランになついたとしても、しょせん本物のドラゴンではない。ニナのために力を尽くしてくれるアスランに、何も返すものがない──。

　無力感と苦い思いが込み上げてきて、両手をぎゅうっと強く握りしめた。申し訳なさ過ぎてアスランの顔が見られない。

　うつむくニナの元へと、アスランが近づいてきた。

「ドランが気にする必要はない。ずっと、ここにいていい。俺がそう望んでいる」

　はじかれたように顔を上げると、アスランと目が合った。下から見上げてくる青い目が、優しく揺れている。ニナが何を考えているか、全てわかっているというように。

　涙がこぼれそうになった。

　この笑顔をずっと見ていたい。どんな形でもいい。

　それだけで充分、幸せでいられる。
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　マーセルが別棟の中へと戻り、中庭にいるのはニナとアスランの二人になった。

　二人の間を風が吹き抜けていく。少し前まで暖かいゆるやかな風だったのに、冷たさを含んだものに変わってきた。太陽が出ている時間もだんだんと短くなってきて、季節の移り変わりを感じる。

　ニナは迷ったが、今を逃のがすとさらに迷うだけだ。せめてアスランにだけは本当のことを言っておきたい。木板がないので土の上に書こうと考えて「ギャギャ」とアスランを手招きした。

「どうした？」

　寄ってきたアスランと向かい合ってしゃがみ込むと、ニナは爪を土に突っ込んだ。何が始まるのかと興きょう味み津しん々しんのアスランに向かって一文字目を刻む──。

「アスラン様！　ハンネス隊長がすぐに来ていただきたいと。……マーセル副隊長には内ない緒しょでとのことです。お願いいたします」

　騎士コンビの黒髪トウマが真剣な顔つきで呼びに来た。

「わかった。悪いな、ドラン。またでいいか？」

　緊迫した雰囲気に、ニナはうなずくしかなかった。

　さらに夜、寝室で寝ずに待っていると扉が開いてアスランが顔を出した。

「ギシャ！」

　いそいそと木板を手にするニナに、アスランが申し訳なさそうな顔になる。

「悪い。まだ仕事があるんだ。先に寝ていてくれ」

「ギシャー……」




　そして、また寝落ちしてしまったらしい。目覚めると室内が明るくなっていて、朝だとわかった。

「ドラン、起きたのか。おはよう」

　アスランがいるではないか。よかった、今日は寝過ごさなかった。ホッと息をついて、テーブルの上の木板を手にした。

（あれ？）

　体が熱い。頭がぼうっとして視界もグルグルと回っている。

（あれれ？）

「ドラン？　焦しょう点てんがおかしいぞ」

　近くにいるはずなのにアスランの声が遠くから聞こえる。もう一度、視界がぐるりと回った。

「ドラン!?」

　ボスン！　と大きな音をたて、ニナは寝台の上で大の字に倒れてしまった。

　──結論から言うと、ニナは風邪をひいた。

「ドラゴンも風邪をひくんだなあ」

　水差しを持ってきた金髪ルークが、感心したように首をひねる。

　アスランはルークに世話を任せ、先ほど出て行ったばかりだ。今夜レモネ侯爵家で開かれる舞踏会に招かれているとのことで、後うしろ髪がみを引かれるように「寝ているんだぞ」と心配そうに言い残していった。

「ギシャー……シャー……」

　寝台で丸まって荒あらい息を吐く。元々うろこが赤いのに、顔も腹の白い部分も、ほんのりと赤く染まっているので全身が真っ赤になっている。まさに「レッド」ドラゴンだ。

　ルークがニナの額に手を置いた。

「熱い……けど、人間とは元々の体温が違うよな。これは高いのか、低いのか？」

　聞かれてもニナにもよくわからない。

「薬も人間用のしかないし、医者もドラゴンは診みられないだろうし」

　全くだ。

「まあ、ゆっくり寝てろよ。いつも動き回ってたから疲れたのかも。何かあったら呼べよな」

　ルークが冷たい水にひたした大きな布をニナの額に置いた。

「ギシャー……」

　ありがとうと言ったつもりだが、いつもよりひどいうなり声にしか聞こえない。それでもルークは人なつこい笑みを向けてくれた。そして枕元に大事に置いてあるドラゴン人形とニナとを見比べてふき出した。




　いつの間にかウトウトしていたようだ。

　目覚めると多少気分はすっきりしていたが、頭も体もまだ、だるい。体全体が一枚膜まくにおおわれているような感じがした。

　水を飲もうと体を起こした時、開け放した部屋の扉がカタンと音をたてた。

　ハンネスが慌てて扉のかげに隠れる。どうやら、こっそりとニナの様子をうかがおうと思っていたのに、不覚にも扉に足先が当たってしまったようだ。

　顔を赤くしたハンネスが、うろたえたように言った。

「いや、違うぞ。わざわざ様子を見に来たわけではない。たまたまだ。たまたま通りかかったんだ」

　ほてる顔と体を抱えてニナは微笑んだ。この寝室は二階の突き当たりにあるので、たまたま通りかかるわけがないのだ。

「あれ、ハンネス隊長？　どうしたんですか？」

　そこに、ちょうど黒髪トウマが替えの水を持ってやってきた。

「もしかしてドランの見み舞まいですか？」

「ち、違う！　たまたま通りかかっただけだ！　断じてドラゴンの見舞いなどではない！」

　落ち着きを失ったハンネスが足早に立ち去っていく。その後ろ姿を眺めながら、トウマが小さく笑った。

「ハンネス隊長、砂糖菓が子しを隠し持ってたぞ。見舞いの品の定番だ。せっかく来たんだから置いていけばいいのに」

　全くだ。嬉しくてニナも「ギシャシャ」と笑った。トウマがじっと見つめてくる。しまった、思わず歯をむき出しにして笑っていた。怖がらせてしまったなと、回らない頭で反省した時、

「何だか、その怖い笑い方にも慣れてきたよ」

　トウマがおかしそうに笑って言った。

　そうか。慣れてくれたのか。ニナは遠慮なく「ギシャシャ」と笑った。

　ドラゴンになって拾われた先がここで、本当によかったなと思った。




　ドラゴンの体力は大したもので、太陽が傾かたむく頃にはすっかり熱も下がり元気になった。

　治って体が軽く感じられることが快適で、姿見の前で短い両腕をグルグルと回したり、しっぽと一緒に腰をひねったりして体操をする。続いて腰に手を当てて上半身を後ろに反らせ──過ぎたようだ。グキッと音をたてて腰が鳴り「ギャギャ！」と叫んだ。病やみ上あがりで無理は禁物である。

　アスランは舞踏会だと言っていたから今夜も遅いだろう。元々忙しそうだったが、最近さらに忙しい気がする。

（仕方ないよね）

　ニナは考えて、アスランの前で文字を刻むのではなく、先に書いておいたものを見せることにした。

　木板に一文字一文字、丁寧に刻んでいく。ペンを持って書くのとは違い、短い文章を刻むだけで精一杯だ。しかも一見しただけでは落書きにしか見えない。

　それでも頑張って、自分がアベーユ子爵の娘のニナであること、森で目覚めたら突然ドラゴンになっていたこと、助けてもらえてとても感謝していると簡潔に記した。

　文字でいっぱいになった木板をじっと見つめた。これを見られた後、アスランとの関係はどう変わるのだろう。怖くてたまらない。アスランが不ふ愉ゆ快かいに思わないといいけれど。

　木板を寝台の枕元にあるテーブルにそっと置いた。ここなら、今夜遅くにアスランが戻ってきた時に気付いてもらえるだろう。

（大丈夫。きっと大丈夫）

　込み上げる不安を押し込めるように、何度も自分に言い聞かせてニナは寝室を出た。




　日が暮れる前に庭園に咲さく花に水をやろうと、井戸で汲んだ水を運ぶ。すると東あずま屋やの中央付近に、マーセルが立っていた。

　とっさに物かげに隠れた。もちろん隠れる必要なんてないのだが、ニナはなぜかマーセルのことが苦手だった。犬扱いをされたからだろうか。

　このまま戻ろうか、水はまた明日やればいいし。迷っていると、背の高いマーセルの背中に隠れるようにして向かい合っている宰相の姿が見えた。

　ニナは目をぱちくりさせた。宰相をこの別棟で見たのは、以前ニナを捕まえに兵士を連れてきた時以来だ。どうしてここにいるのか。

　マーセルはこちらに背を向けているので表情はわからない。が、宰相は辺りをうかがうように、きょろきょろして落ち着かない様子だ。

（何の話をしているんだろう？）

　耳を澄すませてみたが、聴覚の発達したドラゴンでも距離がある上、風の音が邪魔で聞こえない。かといって不用意に近づいたら見つかりそうだし。やきもきするニナをよそに、二人は声をひそめたまま話を続けている。

　まるで内ない緒しょ話ばなしのようだ。誰にも聞かれたくないような。

　そんな二人を見ていたら、宰相がアスランを邪魔に思っていることと、マーセルの父親であるグラネルト公爵が宰相と懇こん意いだと、アスランが前に言っていたのを思い出した。

（胸むな騒さわぎがする……）

　ヒタヒタと不ふ穏おんな気配が足音をたてて忍しのび寄よってくる気がして、ニナはブルッと体を震わせた。
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　舞踏会が開かれるレモネ侯爵家へ向かう馬車の中で、アスランは大きな息を吐いた。

　向かいに座るハンネスがちらりと見てきた。

「お疲つかれですね」

「まあな。最近周囲が騒がしいからな」

　指で軽く襟元をゆるめながら、もう一度大きな息を吐く。細かな宝石が縫いつけられた黒のマントが銀ぎん髪ぱつによく映えて、疲れにかげった青い目と合わさって不思議な色気をかもし出している。

　ハンネスが苦笑した。

「いつにも増して令嬢方が大おお騒さわぎしそうですね」

　アスランは遠慮なく顔をしかめた。欲と熱を体中にみなぎらせて寄ってくる女性は苦手だ。男から与えられるものの数を、心の内で舌なめずりをして数えているような女性を見ると逃げ出したくなる。考えているとますます気が重くなってきた。

　その時、馬車が石を踏んだようで、車体が大きく揺れたと同時に車輪をこする不快な音がした。

「申し訳ありません！」

　御者の謝罪する声が響き、ハンネスが小さな窓から素す早ばやく顔を出して異常がないか確かめている。

　けれどアスランは思わず微笑んだ。石が車輪をこすった音がドランの寝ね息いきと似ていたからだ。

　昨夜のことを思い出した。昨夜も寝室に戻ったのは夜よる遅おそくで、疲れがたまっていた。体も心も重くて、ため息をつきながら寝室の扉を開けた途端、「ギシャー」とも「グシャー」ともつかぬ寝息が聞こえてきたのだ。

　寝台の端っこに、赤い大きな物体が丸まっている。真ん中で寝ればいいといつも言っているのに、ドランは忠実にアスランの寝る場所を残して足元で丸くなって寝る。

　アスランが買ってきたドラゴン人形をどうやら気に入ったようで、ドランの顔の横には必ず小さなドラゴンがいた。

「ギシャーシャー……」

　泣き声と同じで寝息も決してかわいいものではない。むしろ怖い。ドランはたまに歯ぎしりもするが、鋭いキバのせいか刃物をこすり合わせる音に似ている。思わず鳥肌がたつほどだ。

　それなのに、なぜだろう。この寝息を聞いていると、体にたまった疲れがゆっくりと消えていくような気がするのは。

　アスランは寝台の端に腰を下ろし、固いうろこにおおわれた頭をそっとなでた。次の瞬間、ドランがカッと目を見開いたため驚いて思わず手を離す。しかしすぐにドランの目は焦点を失ってさまよい、表面がでこぼこしたまぶたがゆっくりと落ちていった。そして、

「ギシャーシャー……」

　再び怖い寝息が続く。

　寝ぼけているだけだと今ではわかるが、最初は恐ろしかった。何しろ暗い室内で、燃えるような赤い目が突然開いてアスランを見すえるのだ。本気で食われると息を吞んだものだ。

　それでも今は──。

（変わったドラゴンだ）

　脚を組み、膝に頰づえをついて、アスランは声をたてずに笑った。

　王都内の森でドラゴンが見つかり、初めて城内の奥庭でドランを見た時に保護を買って出たのは、宰相への当てつけのためだった。

　もちろん檻の中で必死に鳴くドラゴンが哀あわれだったこともある。だが一番は、邪魔なアスランを遠ざけようと隣国アストリアの王女との結婚話をしつこく持ってくる宰相に、結婚したのだから文句は言わせないと示せたからだ。たとえ相手がドラゴンであっても。

　ただ、それだけだった。

　けれどドランは想像以上におかしなドラゴンだった。

　明らかに小さいエプロンを無理やりつけてシチューを作って出迎えたり、向かい合って椅子に座ったり、ドラゴンを敵視していた騎士隊員たちといつの間にか仲良くなっていたり、ほうきで廊下を掃いていたり、草むしりをしていたりした。

（本当は人間じゃないのか）

　そう思ったのも一度や二度ではない。騎士隊員のルークやトウマも同じだったようで、一緒にドランの背中を確かめたこともある。

「実はよくできた着ぐるみなんじゃないですか？　中に人間が入っていて、背中が糸で縫ぬわれているんですよ」

　そう言ったルークの言葉を笑い飛ばせなかったからだ。

　しかし結論は着ぐるみではなかった。本物のドラゴンだった。寝ている時に思いっきりうろこを引っ張ってみたりもしたが、ドランは面倒くさそうに薄うす目めを開けただけで、ちゃんと中身がくっついてきた。

　一度ドランが洗い物をしている時に、ハンネスがこっそりと背中をのぞいているのを見かけたが、おそらく同じことを考えたからだろう。

　今までにも、おとなしい性質のドラゴンの保護施し設せつに、視察に行ったことはある。まれに郊こう外がいで見つかって北方の地へと送られる大人のドラゴンも見たが、ドランとは決定的に目が違う。

　他のドラゴンの目には本能以外何も映っていないが、ドランの目にはアスランが映る。ちゃんと見た者を映し出している。同じ人間のように。




　副隊長でおさななじみのマーセルが戻ってきた日、マーセルが酒を持って執務室へとやってきた。そこへ騎士コンビが偶ぐう然ぜん書類を持ってきて、四人で酒を酌くみ交かわしたのだ。

　マーセルがグラスに琥こ珀はく色の酒を注ぎながら言った。

「そういえばアスラン殿下、隣国アストリアの王女との縁えん談だんが持ち上がっていると聞きましたよ。絶世の美女だそうで。うらやましい限りですね。まあ宰相の差し金なんでしょうけど」

　革張りのソファーに座って苦笑するアスランに、マーセルが続ける。

「でも早く結婚すべきだという意見には賛成ですよ。早く落ち着いてもらわないと、殿下を狙う女性たちがうるさくてしょうがない。うちの姉し妹まいたちからも、顔を合わせるたび殿下に会わせろと言われますし。一人くらいどうですか？　俺が言うのも何ですが、そこそこの美女ですよ」

「よく知っているよ」

　マーセルの姉妹であるグラネルト公爵家の令嬢たちは幼い頃から知っている。彼女たちが知性と美び貌ぼうを兼かね備そなえた女性であるとわかっているし、気心も知れている。けれど──。

　笑みを浮かべたまま、ごかますようにグラスを傾けるアスランに、マーセルが焦じれたように隣を振り返った。

「好みではないということですか？　──なあ、ルークにトウマ。アスラン殿下の好みの女性は、どんな方か知りたいだろう？」

　いきなり話を振られて、緊張した様子で背筋を伸ばして座っていた騎士コンビが戸惑ったように顔を見合わせた。

「俺は別にどちらでも……」

「知りたいです！」

　口をにごすトウマはおいて、興味深そうに身を乗り出したルークに「そうだろう」と意を得た様子で、マーセルが再びアスランに視線を移した。

「教えてくださいよ。殿下を昔から知っていますが、そういった話を聞いたことがないですから」

「好みの女性か……」

　苦笑しながらも考える。

「聡明な美女ですか？　それとも色気のある女とか？　教えてくださいよ。隣国の王女や、うちの美人と言われる姉妹たちをも超える、殿下が思う絶世の美女とはどんな女か」

「……見た目はあまり気にならない。聡明だとか色気だとか、そういうのも特に気にならないな。そういったことではなくて──」

　何をどれだけ持っていようと気にならない。たとえば顔立ちがきれいだとか、スタイルがよいとか、頭がよいとか、そういったものは個人の努力によるものもあるが生まれつきのものもある。だから持っているものが一個だろうが十個だろうが、その数には興味がない。

　ただ自分が一個しか持っていない状態で隣の人が十個持っていた時に、その隣の人に嫉しっ妬としたり自分を卑ひ下げするのではなく、自分が持っているその一個に感謝できる女性がいい。

　ないものねだりをするのではなく、たった一個でもその価値をきちんとわかって大切にできる、そういう女性がいい。

　難しいのはわかっている。そういう女性だって神様ではないのだから時には他人に嫉妬したり、うらやましがることもあるだろう。それでも悩なやみながら、自分を情けないと思いながらも、きちんとあるべき場所に戻ってこられるような、そういう女性がいいのだ。




「「「へえ……」」」

　驚いたように目を丸くする一同にアスランは我に返り、照れを隠すように微笑んだ。他人に話したのは初めてだ。

「意外だ」

「でも何かわかる気がします。見つけるのが難しそうですが」

　うなずくマーセルとトウマの前で、ルークが感心したように首をひねった。

「相手をよく知らないとわかりませんもんね。……あ！　待って。いたかも。俺、見つけちゃったかも」

「どこに!?」

「誰だよ!?」

　食いつくトウマとマーセルに、ルークが「ドランですよ」と無む邪じゃ気きに笑った。そして「あれ？　違うかな？」と首をかしげた。

「ふざけるな。人間ですらないし！」

「真面目に考えろ！」

「うわっ……ちょっと、待っ……！」

　怒った二人が、ルークに無理やり酒を飲ませようとしている。

　アスランは微笑んだ。

　見知らぬ場所でせめて自分にできることを考え、それを一生懸命やろうとする。自分のことより他人のことを思いやれるドラゴンは、確かにアスランが考える女性に近いのかもしれない。

「そうだな。もしドランが人間だったら、理想の女性なのかもしれないな」




「──様。アスラン様」

　ハンネスの呼び声に、アスランはハッと我に返った。そうだ。レモネ侯爵家へ向かう途中だった。

　馬車は快調に進んでいる。

「もう少しで到とう着ちゃくします。隊員たちの配置は言われた通りに」

「ああ、頼む。充分気をつけろよ」
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　その夜、ニナは寝ようと寝台の端に丸まった。

　窓の外は真っ暗だ。風のない静かな日で、その静けさがなぜだか気味悪く感じた。

　マーセルと騎士コンビを除く、ハンネスや他の騎士隊員たちがアスランについてレモネ侯爵家へ向かったため、別棟内は静まり返っている。

　何とか眠ろうと努力するが、夕方に庭園で見たマーセルと宰相の密会現場が気になって寝つけない。マーセルは公爵家の子息だと言っていたし、第二王子付きの騎士隊員でもあるから宰相と話をしていても何ら不自然ではない。だが人目を避さけるように、こっそりと会っていたのが気になる。

　何しろ宰相は、アスランがドラゴンを保護することに反対しているのだから。

　暗くら闇やみの中、目を開けたままじっと考えていると、不意に「誰だ!?」と切羽詰まったようなルークの声が遠くで聞こえた。続いて何かが割れる音と、「待て！」とトウマの叫ぶ声。

　緊迫感ただよう響きに、ニナの心臓の鼓動が早はや鐘がねを打った。急いで上体を起こし、息を吞んで耳を澄ます。一階の玄げん関かんホール付近だろうか、もみ合う気配と一心不乱に走るいくつもの足音とが、聴覚の発達したドラゴンの耳に届いた。

（何が起こったの!?）

　足音を忍ばせて恐る恐る部屋を出た。瞬間、待ち伏せていた人ひと影かげに、固い棒のようなもので思い切り鼻先を殴られた。

「ギシャ！　ギシャー!!」

　人影──黒いフードをかぶった長身の男は、ニナを気絶させて生いけ捕どりにするつもりだったのだろう。容よう赦しゃのない重い一撃だった。鳥肌がたつような痛みに、ニナは顔を押さえて鳴くしかできない。

　いまいましそうに舌打ちをする長身の男の背後で、同じく黒いフードで顔を隠した、背の低い太った男がオロオロしていた。

「おい、早く仕留めないと……」

「わかっている！」

　長身の男が苛いら立だったように、ニナに向かってもう一度武器を振り上げた。

（嫌だ、怖い！）

　痛みと恐怖で体が動かない。全身が凍りつきそうなくらいの寒気が走った。

「おい、待て！」

　息を切らし、マーセルが駆けつけてきた。

　助けが来た。ニナは「ギシャー！」とありったけの音量で叫ぶと、勇気を振り絞って長身の男に向かっていった。人を傷つけたことなど今までない。恐ろしさに一瞬おじけづいたが、どうにかしないと自分がやられてしまう。

「ギャギャ！」

　男に向かって鋭い爪を振り下ろす。躊ちゅう躇ちょしてはいけない。先ほど思い切り殴られたのだから。

（負けるか！）

　必死で繰り出した爪が、男の肩を薄く切きり裂さいた。男が肩を押さえて飛びのく。その時、

「マーセル、ドラゴンを捕まえろ！」

　後ろに控ひかえていた太った男──宰相が、マーセルに向かって叫んだ。

「早く捕まえないか！　私たちに協力する代わりに騎士隊長の地位を約束しただろう！」

　瞬間ニナの脳のう裏りに、庭園でマーセルと宰相が親密そうに会話していた場面がよみがえった。

（やっぱり、マーセル副隊長は宰相の仲間なんだ）

　マーセルはアスランを裏切ったのだ。ニナを北方の地へ追いやろうとしていた宰相の味方で、アスランやハンネスたちが近くにいない今を狙ってニナを捕まえに来た。アスランから引ひき離はなすために。

「マーセル副隊長、ご無事ですか！」

　武装した兵士たちが正面の階段をのぼってくる。マーセルの名を呼んだということは、彼らも宰相の仲間なのだろう。

（逃げないと！）

　ニナは身をひるがえし、痛みに顔をしかめながら全力で奥に向かって走った。

「待て、どこへ行く気だ！」
















　マーセルの大声が追いかけてくる。捕まったら終わりだ。ニナは必死で奥の階段を飛ぶように駆けおり、奥庭へと続く裏口に向かった。

　アスランはマーセルの裏切りを知っているのだろうか。「幼い頃からの友人だ」と誇らしげに微笑んだアスランを思ってたまらなくなった。




「おいドラゴン！　待てって！」

　マーセルがニナに目をやった隙を狙い、長身の男が血のにじむ肩を押さえて逃げ出そうとした。

　マーセルは苛立たしげに舌打ちをして男の前へと回り込み、剣を繰り出した。逃げきれないと悟ったのか、男がローブの下から短たん剣けんを抜いて応戦する。激しい刃やいばの応おう酬しゅう。

　男もなかなかの腕うで前まえだが、マーセルの方が動きが速かった。間かん一いっ髪ぱつよけた男の体勢が崩れる。その足元を狙って刃を突きつけた。床に男を押しつけ、あっという間に腕をひねり上げた。

「くそっ！」

　男がもがく。その背後で宰相が、

「マーセル、やめろ！　お前は私の味方だろう!?」

　と必死に訴えている。それを無視して、マーセルは正面階段をのぼってきた兵士たちに向かって叫んだ。

「ドラゴンが奥へと逃げた！　追いかけて必ず保護しろ！」

　抵抗する男を縄で縛しばり上あげてから、男のフードを乱暴に取り払う。長い金髪を後ろで結んだ色白の顔が現れた。女性と見まごうようなきれいな顔立ちだが、今は激しくゆがんでいる。

　マーセルは淡たん々たんと告げた。

「前レモネ侯爵の次男で、現レモネ侯爵の弟ダニエル・イラ・レモネだな。宰相の恋こい人びとで、隣国アストリアと裏で通じていた」

　男──ダニエルががく然とする。

　宰相も状況と自分の立ち位置を把は握あくしたようで、一瞬で青ざめた。ダニエルがあえいだ。

「なぜだ？　なぜ、わかった!?」

「アスラン殿下は全てお見通しだよ。俺が宰相の仲間になったのも、殿下に頼まれたからだ。ただのフリだよ」

　哀れみの目を向けると、ダニエルも宰相も糸が切れたように、その場にがっくりと膝をついた。

　そこへ金髪ルークが息を切らせてやってきた。

「マーセル副隊長、隣国の賊ぞくを捕まえました！　トウマが見張っています。火をつけて騒ぎを起こそうとしたようですが、未然に防ぐことができました！」

「よくやった」

　マーセルはルークをねぎらい、頭を抱えて震えている宰相をあごで指し示した。

「ルーク、宰相を捕らえろ。ダニエル──この男と組んで、隣国アストリアと通じていた裏切り者だ。それと悪いがドラゴンが逃げた。探せ」

　そしてニナが走っていった廊下の奥を見つめて、ため息をついた。

「あのドラゴン、絶対に誤解してるな……」




　追っ手を振り切り、ニナは闇にまぎれて城を出た。頼たよりは月明かりだけだ。

　今すぐアスランに会いたかったが、舞踏会が開かれているレモネ侯爵家がどこにあるのかわからない。騎士コンビを頼ろうにも、そばには裏切り者のマーセルがいる。

（どうしよう……）

　どこへ行けばいいのか。とりあえず王都内の森までは走って来たが、それほど深くない森だし、馬車の抜け道にもなっている。夜が明けたら、途端に人目についてしまうだろう。

（行くところがない）

　ニナは唇を嚙みしめた。頼る人も場所もない。アスランの元にいて、どれだけ自分が恵めぐまれていたかが身にしみた。

　心細さがつのる中、ふと家族の顔が浮かんだ。突然姿を消したニナを心配しているだろう。ドラゴンの姿では会いに行けないし、城内から出てはいけないと言われていたから、今まで心の奥おく底そこにしまい込んでいたが、一度考えてしまうと会いたくてたまらなくなった。

　すでに城は出てしまったのだ。誰かに見つかって捕まるくらいなら、その前にどうしても家族の顔を見ておきたい。

（本当に、最後になるかもしれないんだから）

　込み上げてくる涙を無理やりこらえて、ニナは実家のある方向へと走った。そして気付いた。自分には翼があるではないか。城の別棟にいる時は飛ぶ必要なんてなかったから意識していなかったけれど、ドラゴンは飛べるものだ。

　背中にそっと神経を集中してみた。頑張って翼を動かしてみると、ゆっくりと体が宙に浮いた。

（やった！）

　嬉しくてますます力を込める。徐じょ々じょに体が浮かんでいき、森の木々を眼下に見られるくらいまで上がった。

（……でも疲れる）

　成長途中で翼が発達しきっていないからか、自分の体を支えて前に飛ぶのは体力がいった。

（とりあえず家まで飛べればいいんだから）

　歯を食いしばり、ニナは必死で翼を動かした。




　空がうっすらと明るくなってきた頃、ようやく実家へたどり着いた。一晩中飛び続けたせいで翼のつけ根と背中が痛い。殴られた鼻先も。

　それでもなつかしい風景が目の前に広がって、安あん堵どのあまり泣きそうになった。

　慣れ親しんだ二階建ての屋敷、子供の頃に走り回った前庭。なつかしくて嬉しくて鼻の奥がツンとした。しかし、

（……あれ？）

　広くはない庭だが以前はきちんと手入れされ、花か壇だんにも色とりどりの花が咲いていた。それが今は一輪も咲いていないどころか、根っこからむしられたように無残な姿をさらしている。

　屋敷だって一階の窓枠がいくつも外れている。壁も何かがぶつかり、ひび割れた跡あとがそのまま残っていて、全体的に荒あれた印象だ。以前とは全く違う。

　嫌な感じがジワジワと、のど元にのぼってきた。

　ニナがドラゴンになってアスランのところにいた間、何があったのだろう。

（もっと早くに来るべきだったんだわ）

　ひどい焦しょう燥そう感にかられてニナは両手を強く握りしめた。事情を知りたいが、まさか玄関をノックするわけにもいかない。扉を開けてドラゴンがいたら──反応を想像したくもない。

　どうしようと庭先で頭を絞っていると、玄関の扉が開いた。ドラゴンのニナは慌てて茂みのかげに隠れた。

　屋敷の中から出てきたのは──。

（え!?　噓でしょう……？）

　驚き過ぎて声も出ない。長い茶色の髪に茶色の目、見覚えのある緑色のワンピースを着た中肉中背の女性。

　それは令嬢だった時の、ニナ自身だった。
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（どうして私がいるの!?　何がどうなってるの？）

　混乱する頭を抱えて、ニナは玄関の前にいる自分自身を凝ぎょう視しした。

　確かに自分だ。間違いない。

　けれど一番の自じ慢まんだった、背中の中ほどまであるツヤツヤの長い髪は、からみ合ってほつれている。母親ゆずりの白い肌はだも泥どろで汚れ、着ているワンピースのスカート部分にも卵の黄身のような、何かをこぼした跡がそのままになっている。おまけに胸むな元もとの細いリボンが引きちぎられたようにない。靴くつもはいておらず裸足はだしである。

　まるで、やんちゃ過ぎる小さな男の子のようだ。

　そして何より、立ち姿がちょっと怪しい。がに股またで若干背中を丸め、両手をゆるく前に垂らしている。きょろきょろと常に周りを警戒していて、視線も落ち着かない。

（何か、おかしい）

　違い和わ感かんの正体を突き止めようと首をひねった。

「シャ──!!」

　突然、視線の先のニナが奇き声せいを上げて、ドラゴンのニナはビクッと体を震わせた。

　見ると、俊しゅん敏びんそうな体格の野の良ら猫ねこが、柵さくを越こえて入ってきていた。

　視線の先のニナが、足を大きく開いて上体をゆっくりと前に倒した。獲物を見るように目がらんらんと輝く。猫も人間を見て逃げるどころか、敵を見つけたように逆毛をたてて戦せん闘とう態勢に入った。

「シャー！」

「フミャー！」

　双そう方ほう同時に地面を蹴けった。ニナと猫が全力でもみ合い、つかみ合う。

（何、これ……）

　ぼう然とするしかない。令嬢と猫が互いの爪を繰り出して真剣にケンカをしている。どう見てもおかしな光景だ。体格も種別も大きく違うのに、同レベルの戦いを繰り広げているのだから。

　そして真剣に猫と引っかき合っているのは、残念なことに自分自身である。

（異様だわ）

　茂みからこそっと顔だけを出し、地面に膝をついて一心に見つめていたニナは、ようやく違和感の原因にたどり着いた。

　猫と張り合っている令嬢が「人間らしくない」のだ。襲いかかる猫を両手で捕まえようとも、引きはがそうともせず、同じように爪で引っかいたり、口を大きく開けて嚙みついたりしている。

　あれでは、まるで獣だ。外見だけが人間で中身は獣。外見がドラゴンで中身は人間の自分と正反対だ──。

（……!?）

　不意に、今までぼんやりとしていた記憶が、はっきりと色を持って脳裏を駆かけ抜ぬけた。

　ニナがドラゴンになる前、王都内の森を馬車で走っていた時、何かが馬車にぶつかり衝しょう撃げきとともに車内から投げ出された。そこへ飛び込んできた大きな赤い物体。うろこだらけの皮膚と鋭いキバ。目が合った瞬間、頭同士がぶつかった。その大きな何かは──。




（ドラゴン!?　今の私のこの姿！）

　毎朝、鏡で見るドランそのものだった。

（ぶつかった時に中身が入いれ替かわったの？）

　ニナは息を吞んだ。

　信じられないし受け入れがたいけれど、目の前の光景がそうだと告げている。

　ニナはドラゴンに姿を変えたのではなく、あの時のドラゴンと中身が入れ替わっていたのだ──。

　がく然とするニナの前で、再び玄関の扉が開いた。血相を変えたメイドが飛び出してくる。

「ニナお嬢じょう様さま！　おやめください！」

　ニナが生まれる前からアベーユ家に仕えてくれているベテランのメイドだ。なつかしくて思わず立ち上がってしまい、我に返り慌てて隠れ直した。見つかったら捕まって、マーセルの元へ引きずり出されてしまう。

　幸いベテランのメイドは気付かなかったようだ。というより周りを見る余よ裕ゆうがないのだろう。青ざめながら包帯を巻いた手で、猫とケンカするニナ──ドラゴン令嬢を後ろから羽は交がい絞じめにした。

　メイドの姿を見た途端に猫は逃げていった。ドラゴン令嬢が「シャー！」と吠えながら後を追おうと、全身でもがく。メイドが暴れるドラゴン令嬢を必死の形相で押さえながら叫んだ。

「誰か、誰か来て！　ニナお嬢様を止めてちょうだい！」

　若いメイドや執しつ事じたちが慌てたように出てきて、ドラゴン令嬢を取り囲む。

　しかしベテランのメイドに代わって取り押さえようとした執事が、思い切り手を嚙まれた。「痛い！」と悲鳴をあげて、うずくまった。

「シャー！」とうなり声をあげてにらまれた若いメイドが、怯えたように後ずさる。

「ニナお嬢様、おやめください！　人に嚙みついてはいけません！」

「うわあ、爪で引っかかれた！　やめてください、お嬢様！」

「落ち着いてくださ──きゃああ！　こっちへ来ないでください！」

「シャ──!!」

（何なの、これ……）

　目の前で繰り広げられる地じ獄ごく絵図とも言える異様な騒そう動どうに、ニナはぽかんと見入るしかない。

　大変なのはわかる。皆が真剣に困っているとわかるのだが、輪の中心で暴れているのはどこにでもいる普通の令嬢で、なおかつ自分自身なのだ。

（どうすれば……）

　何とかしたいが、ドラゴンの姿では止めるどころか出て行くことすらできない。

　続いて「やめないか、ニナ！」と玄関から姿を現したのは、父親であるアベーユ子爵だった。

（お父様！）

　久しぶりに見る父親の姿に涙が出そうになり、以前より明らかにやつれた姿に本当に涙が出た。ふくよかだった体が半分になっていて、元々少なかった髪の毛はほとんどない。丸かった頰もこけている。

　父親は、背後から羽交い絞めにされている娘に近づいていった。そして言い聞かせるように、その肩に両手を置いた。

「トビアスから一方的に婚約を破棄されてつらいのはわかる。それで心を病やんでしまったのだろう？　浮気されて、しかも子供までできていたのだ。お前が多少おかしくなっても仕方ない。だが私は信じている。お前なら必ず立ち直れると──痛い、痛い！」

　信じている娘に容赦なく顔を引っかかれ、父親が悲鳴をあげた。

「旦だん那な様、大丈夫ですか!?」

「ニナお嬢様、お父上に何てことをなさるのです！」

　使用人たちが騒ぐ中、ようやくメイドの手を逃れたドラゴン令嬢が、今度は屋敷の壁に向かって体当たりを始めた。「シャー！　シャー！」と叫びながら、それはもう助走をつけての全力の体当たりだ。

「やめてください！　ケガをしてしまいます！」

　メイドの制止する声はもう涙まじりだ。ドラゴン令嬢の中身がドラゴンだとわかっているニナには、ただの習性だとわかるけれど、使用人たちからしたらはっきりと異様な行動だろう。

「ニナ、やめるんだ！」

　兄が顔色を変えて飛び出してきた。妹の行動に顔をゆがめ、なすすべがないというように空をあおいだ。

「これも全ては、ニナに不誠実なことをしたトビアスのせいだ！　トビアスに婚約破棄を告げられて家に戻ってきた時から、妹はおかしくなった。御者が言っていたじゃないか。馬車にドラゴンがぶつかってきて、そのドラゴンが気絶している間に急いでニナを連れ帰ってきたと。

　王都内の森で、ドラゴンが出たなんて今まで聞いたことがない。それもこれも、全てはトビアスのせいだ。あいつが不幸の元げん凶きょうだ！」

　頭を抱えて、うめく。

　ニナは申し訳ない気持ちで心がいっぱいになった。ニナがアスランたちと過ごしていた間、ドラゴン令嬢はニナとしてずっとこの家にいたのだ。体は非力な令嬢でも中身は野生のドラゴンだ。言葉なんて通じない。

　自分がドラゴンと入れ替わってしまったせいで。家族や使用人たちに多大な迷惑をかけていた。

「お待ちください、ニナお嬢様！」

「お嬢様がまた逃げたぞ！　追いかけろ！」

　見れば、ドラゴン令嬢が転げるように柵を乗のり越こえ、外へと駆かけ出だしていくところだった。ほぼ四よつん這ばいで走る令嬢を、使用人たちが慌てて追いかける。

　ニナは覚かく悟ごを決めて立ち上がった。ドラゴンの力があればドラゴン令嬢は簡単に押さえ込める。見つかって捕まってもいい。今の自分にできることはこれくらいしかない。

　深呼吸をして茂みから出ようとした時、大きな音をたてて、一台の馬車がアベーユ家の敷しき地ちに入ってきた。大きな飾りのついた外装には見覚えがある。

「待つんだ、ニナ！」

　車内から姿を現したのは、二度と会いたくないと思っていた元婚約者のトビアスだった。
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　トビアスを見た瞬間、全身の血液がサッと引いたような、そんな感じがした。心臓の鼓動が耳の近くで聞こえるほど激しくなる。

　婚約破棄された日のことを思い出すと、心の柔らかい部分を素手で容赦なくつかまれたように震えが走った。

　トビアスが馬車から降りてきた。

　変わっていない。真面目そうに見える身のこなしも、正直そうに見える薄っぺらい笑顔も。

　ドラゴン令嬢は馬車の車輪が地面を蹴る大きな音に驚いたようで、固まっている。しかしトビアスは自分の制止で逃げるのをやめたと勘かん違ちがいしたようだ。元々細い目がさらに満足げに細くなった。

「そうだよ、ニナ。逃げる必要はない。僕はどうかしていた。あの女と浮気をしたのは間違いだった。生まれてきた子供は、肌も目も真っ黒な明らかに異国の子供だった。君が言っていた通り僕の子ではなかったよ。あの噓つき女は赤あかん坊ぼうともども追い出した。泣いてすがってきたが、僕をだましたんだ。いい気味だよ」

　善人にしか見えない顔で、気持ちよさそうに笑う。

　自分がだまされていたことには強い憤りを感じるのに、自分がニナをだましていたことは何とも思っていないのか。

　トビアスがゆっくりとドラゴン令嬢に近づいていく。小さな子供の機嫌をとるような、まるで、わがままを聞いてやっているのだと言わんばかりの表情をしていた。

「もう、いいだろう？　君が僕の気を引こうと、おかしくなったふりをしているのはわかっている。もう、いいんだ。僕にふさわしいのは、やはり君だ。元通り、婚約者として過ごしていこう」

　何を言っているんだ。そんな都合のいい話があるか。

　全身の血が沸ふっ騰とうしたように感じた。

　トビアスは自分がニナをだましたと、傷つけたとわかっているのだ。わかっていて許してもらえると思っている。もしかしたら、許してもらう必要なんてないとさえ思っているかもしれない。

　ニナがお人よしだから。トビアスの言うことをおとなしく聞くと思っているから。ニナ自身の意見なんてなくて、あったとしてもひどくちっぽけなものだと、そう思っているから。

　なめられている。そうわかった瞬間、激しい怒りと体を引き裂かれるような、強い悔しさが込み上げてきた。

　トビアスに婚約破棄を告げられた時、怒ればよかったのだろうか。

　泣いて、わめいて、殴りでもすればよかったのか。

　そうしていれば何か変わったとでもいうのか。

　夢見ていた、あるべきはずの未来を粉々に壊されてニナはひどく傷ついたというのに、どうしてさらに傷つけられないといけないのだろう──。

「さあ、ニナ」

　花壇のわきに咲くタンポポをむしり取り、ドラゴン令嬢がモシャモシャと食べている。その腕を、トビアスがつかもうとした。

（嫌だ、さわらないで！）

「娘から離れなさい！」

　ニナの気持ちを代弁するように、戸口で金切り声をあげたのはニナの母親だった。心労のあまり寝込んでいたのか、寝ね巻まき姿で髪もぼさぼさだ。化け粧しょうけのない青ざめた顔は、質素ながらいつも身ぎれいにしていた母親とはまるで別人だった。

「誰のせいで娘がこんなふうになったと思っているの！　あなたのご両親が誠心誠意、謝ってくれたから今まで黙っていたけれど、もう我慢の限界ですよ。恥はじを知りなさい！」

　子し爵しゃく夫ふ人じんにあるまじき格好で、それでも玄関先に仁に王おう立だちして髪を振ふり乱みだし叫ぶ姿は、貴族の外聞よりも娘を思う母親そのものだった。

　ニナはぐっと唇を嚙みしめた。そうでないと泣いてしまいそうだったから。

　しかしトビアスはそんな両親を見て、あろうことかバカにしたように鼻で笑った。

「勘違いをしているようですが、僕の父は伯爵で、あなたは子爵です。チェスが趣しゅ味みということで友人になったと聞いていますが、そもそもの爵しゃく位いが違いますよね。父は友人だからと、あまり気にしていないようですが、僕はそこはきちんとしておくべきだと思います。まあ簡単に言えば、身みの程ほどを知れ、ですね」

　あまりな言葉に両親がサッと青ざめた。兄も真っ赤な顔で体を震わせている。悔しいのだ。心底、悔しくてたまらないのに事実なのだ。言い返せない。

「ギシャ──!!」

　ニナは茂みのかげから勢いよく飛び出した。薄うす笑わらいを浮かべるトビアス目がけて走る。

　どうかしようとまでは考えていなかった。ただ今すぐトビアスの口を閉じさせたかった。ニナだけならまだしも、大事な家族をこれ以上傷つけたくない。

「うわああ！　ドラゴン!?」

　怒りの形相で現れたドラゴンに、トビアスもニナの家族も使用人たちも悲鳴をあげた。一斉に逃にげ惑まどうが、腰が抜けて座り込み泣なき叫さけぶ者もいる。ただでさえ怖ろしいドラゴンが殺気を振りまいて襲ってくるのだから。

　ただ家族を守りたいと、ニナはそれだけしか考えられなかった。

　顔をゆがめて立ちすくむトビアスが目の前に迫る。ニナは鋭い爪を振り上げた。

　トビアスののど元から、か細い悲鳴がもれた。

（私、何をしてるの!?）

　ハッと我に返ったが、振り上げた手はすでに勢いがついていて止まらない。

（ダメ……！）

　トビアスの顔の肉をえぐる直前、背後からニナの体に何重にも太い縄がかかった。そのまま勢いよく引っ張られ、重い地じ響ひびきとともにニナは頭から後ろに倒れた。




「間に合った……」

　息を切らせて、うめくようにつぶやいたのはアスランだった。

　そして、その背後には第二王子付きの騎士隊員たち。

「大丈夫か？　手て荒あらなことをしてすまない。──でもよかった。人に危害を加えたら、もう俺の力では手元に置いておけなくなる」

　心底ホッとしたように、アスランが片方の手で口元をおおう。その手が細かく震えていた。

「よかった……」と、ひとりごとのように小さな声で何度も何度も繰り返すアスランに、ニナの全身から力が抜けた。

　心配してくれたのだ。ずっと本気で心配してくれていたのだ。

　ニナは地面にあおむけに倒れたまま「ギシャー……」と泣いた。

　トビアスに選ばれなかった自分が情けなくて、そう思う必要なんてないと頭ではわかっていても心がついていかなかった。

　でも、そんな情けない自分でも、心底心配して駆けつけてくれる人がいる。気遣ってくれる人がいる。

　こんな幸せなことってない。

　ニナのごつごつした頰に流れる涙を、アスランが優しくぬぐう。

「寝室で木板を見つけたよ。最初は半信半疑だったが、ハンネスがこれはドランの字だ、ドランがこうして文字を刻むのを実際に見たと言った。それでアベーユ子爵の屋敷を探したんだ。ドランが来ているだろうと思って」

　縄の先端を持ったハンネスが、相変わらずのしかめ面でうなずいた。さっき暴走したニナを止める時は容赦なかったが、今はニナの体を締しめつけ過ぎないように縄をゆるくしてくれている。

　その隣で、副隊長のマーセルが複雑そうな顔を向けてきた。ニナは慌てて上体を起こし、「ギャギャギャ！」と指さした。マーセルは宰相と組んでいたアスランの敵だ。

　焦るあまり、文字で伝えようと考えつかない。ニナは顔と両手と、しっぽまでブンブン振り回して「あの人、裏切り者ですよ」を伝えようとした。

「違うのに」

　とマーセルがボソッとつぶやいた。ちょっと寂しそうだ。

　ニナの意図がわかったらしいアスランが苦笑した。

「誤解だよ。マーセルは俺の味方だ。宰相と組むふりをしていただけだよ」

「ギャ？」




　──今回の事件は、隣国アストリアが仕し掛かけたものだった。

　決して人になつかないと言われる最強のレッドドラゴン。しかし、それをアスランが手なずけたと聞き、脅きょう威いに感じた隣国はそのドラゴンを奪うばおうと企たくらんだのだ。

　その実行犯として当たりをつけたのがレモネ侯爵家である。レモネ前侯爵の未亡人はアストリアの出身で、なおかつ息子のダニエルはロサリオ国の宰相の恋人だ。利用すれば情報も引き出せるし、城内にも容易にもぐり込める。

　アスランがドランを決して城の別棟から出さないため、ダニエルは別棟内でドランに子供を襲わせて、北方の地へと移送される途中で奪おうとした。

　しかし、それは失敗に終わった。

　焦ったダニエルはアストリア側のパイプ役の者たちと、別棟内に直接乗り込むことにしたのだ。

　レモネ侯爵家で舞踏会を開き、アスランとお付きの騎士隊員たちを未亡人が引き留めている間に、ドランを気絶させて運び出す計画だった。

「宰相はダニエルに利用された。だがダニエルが何をしようとしているか、薄うす々うす感づいていただろう。それでも止めるどころか気付かないふりをして協力し、あまつさえマーセルをダニエルの隠れみのにしようとした。背格好が似ているマーセルを今回の件に引き込み、いざとなったら、ダニエルの罪をマーセルにかぶせるつもりだったんだろう」

　よくも悪くも、宰相は恋人ダニエルを愛していたのだ。

　アスランはハンネスの調べで、兄妹をそそのかしたのがダニエルとわかった。そしてダニエルたちを油断させようと、マーセルに宰相と仲間になったふりをさせた。

　迎むかえた当日、別棟内を手て薄うすに見せかけるため、アスランはほとんどの騎士隊員たちを連れて舞踏会へと出かけた。しかし実際は、武装した兵士たちを張はり込こませておいたのだ。

　計画はうまくいった。だが、ただ一つの誤算はニナが、マーセルが裏切ったと勘違いして逃げてしまったことだ。

　アスランたちは焦った。行ゆく方えを示し唆さする木板を見つけるまでは──。




「犯人たちは城の衛兵に引ひき渡わたした。隣国アストリアはあくまで彼らとの関係を否定するだろうが。トカゲのしっぽ切りだよ。しかし牽けん制せいにはなる。うちのサディストな外交大臣が喜んでいたよ。これで優位に外交を進められる。アストリアが何か言ってきたら、ネチネチといびってやると」

（そうだったんだ……）

　アスランは全てわかっていたのだ。わかって、前もって罠わなを仕掛けていた。

（私の早とちりだったんだわ）

　アスランたちの手をわずらわせてしまい申し訳なくて、ニナは体を縮めた。

　そしてマーセルに向かってペコペコと何度も頭を下げた。縄に絡からまれたドラゴンの精一杯の「誤解してしまって、ごめんなさい」だ。

「ドラン──いや、ニナ？」

　不意にアスランに名を呼ばれて、ニナは飛び上がるくらい驚いた。

「本当はニナ・アベーユなんだろう？　木板に書いてあった」

　うつむいて両手を強く握りしめる。アスランの言葉の続きを聞くのが怖くてたまらない。

　嫌われたら、疎まれたら、どうしよう。想像すると心が張はり裂さけそうだ。自分の中でアスランがとても大きな存在になっていたと改めて思い知った。

　二人の間を沈ちん黙もくが流れる。

　やがて覚悟を決めてゆっくりと顔を上げると、アスランの深く青い目がニナをとらえて微笑んだ。

「これからもどうぞよろしく、ニナ」

　優しい笑顔は以前と何一つ変わらなかった。ニナの中身が人間だと知る前と、これっぽっちも。

　涙で視界がかすむ。

　ドラゴンになって出会えたのがこの人で、本当によかったと思った。
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「アスラン殿下……？」

　ドラゴンに続いて今度は王族の登場に、ニナの家族や使用人たち、そしてトビアスも一様にぽかんと口を大きく開けて目を見開いている。下位貴族が王族に相まみえるなんて、そうそうないことだ。

　いち早く我に返ったニナの父親が、慌ててアスランに向かって深く頭を下げた。

「殿下！　どうかご無礼をお許しください！　お恥ずかしいところをお見せしてしまい──」

「シャー！」

　タンポポを食べるのに飽あきたらしいドラゴン令嬢が奇声をあげ、再び「シャー！　シャー！」と壁に体当たりを始めた。

　そして何かに気付いたように眉を寄せた。フンフンと鼻を動かして周囲の匂いをかいでいる。

「やめるんだ、ニナ！　アスラン殿下がいらっしゃるんだぞ！」

　父親が顔色を変えて止めようとするが、ドラゴン令嬢の動きの方が速かった。父親の手をすり抜け、木の枝に止まっている鳥を見つけてジャンプした。

　もちろん中身はドラゴンでも体は令嬢なので、とても鳥には届かない。けれどそれがどうしてなのか、わからないのだろう、悔しそうに「シャー！」と木の幹を爪でガリガリと引っかき始めた。

「ニナ、頼むからやめるんだ！」

「お嬢様！」

　兄とメイドたちが数人がかりで取り押さえるが、ドラゴン令嬢は髪を振り乱し、後ろにのけぞりながら必死にもがいている。怖い。

「……すさまじいな」

「中身は野生のドラゴンですからね」

　アスランとハンネスが、あ然とした顔でつぶやいた。

　ニナとドラゴンが入れ替わっていると知らない騎士コンビや他の隊員たちは言わずもがな、だ。普段から厳しい鍛たん錬れんを積み、どんな時でも冷静さを失わないように訓練を受けているはずの隊員たちが、ぼう然と裸足の令嬢を見つめている。

　我に返ったように、アスランがニナを振り返った。

「あの令嬢を保護して、一緒に城の別棟へ連れて行こう。ドラ──ニナたちが元に戻る方法を探さないと」

　ニナはしっかりとうなずいた。その時、不意に強い風が吹いた。風下にいたドラゴン令嬢がぴくりと体を震わせて、ゆっくりとニナに近寄ってきた。

　騎士隊員たちが気味悪そうに距離を置く中、令嬢は眉を寄せてフンフンとニナの体の匂いをかぎ始める。

（何？　もしかして私、くさいの!?）

「ニナ！　危ないから離れなさい！」

　いくら縄で捕らえられているとはいえドラゴンに近づく娘に、父親が叫んだ。

　けれどもちろん一向に意に介かいさないドラゴン令嬢は、ニナの足や腹などフンフンと匂いをかぎ続けている。そして、ふと表情をゆるめた。

　しいて言えば、なつかしい匂いをかいで安心したような、そんな表情だった。

「──自分の体の匂いを覚えているんじゃないか？」

　アスランの言葉に、ニナは思わず口と両目をカッと見開いた。「なるほど」と返したつもりだけれど、見る者からしたら怖い。

　令嬢はドラゴンだった時の自分の匂いを覚えてはいるのだ。今までニナに対して何も反応がなかったのは、見ただけでは以前の自分の姿だとわからなかったからなのかもしれない。仲間の──他のドラゴンを見たことがないのだろうか。

　そもそも、どうして一匹だけで王都内の森にいたのだろう。

　疑問がわいたが、ドラゴン令嬢はニナから少し離れたところにおとなしく座り込み、生えている草を引き抜いてまたモシャモシャと食べている。

　ニナの体なのだ。腹を壊さないのかと心配になった。

「ニナ、離れなさい！　ドラゴンに食われてしまうぞ！」

　顔色を変えた父親に、アスランが「アベーユ子爵」と丁寧に話しかけた。柔らかな物言いと優ゆう雅がな物もの腰ごしで、相手に拒否権を与えないアスランの技わざである。

「失礼ですが、ニナ嬢じょうは何かの病、もしくは悪しき魔術にかかっていると思われます。俺にニナ嬢を預けてもらえませんか？　城には高名な医師や司祭、魔術師もいます。彼らに見せたら原因がわかり、治せるかもしれません」

「本当……ですか？」

　父親が目を見開いた。暗闇の中に希望の光が見えた、そんな感じで心の内を次々と吐と露ろした。

「トビアスとのことで心労がたたったのだと思い、様子を見ておりましたが一向に改善せず……。王都内の施せ療りょう院に連れて行ったり、祈き禱とうもしてもらいましたが効果はありませんでした。……よろしいのですか？　私のような者の娘が、殿下のお手をわずらわせても」

「もちろんです」

　アスランが微笑んだ。見る者をとろけさせる、とてもよい笑顔で。

　しかし父親はとろけなかった。それどころか「お願いいたします！」とその場に両りょう膝ひざをついた。驚いて目を見張るアスランの前で、地面に頭をすりつける。

「私はただの子爵です。おまけに貧乏で、ニナにも何もぜいたくはさせてやれませんでした。使用人だけでは手が足りず、家のことも家族総出で行っているような始末で。それでもニナは文句も言わず、いつも笑って手伝ってくれました。

　……どうか、ニナを元に戻してやってください。昔から悲しいことや嫌なことがあっても、私たち家族には何も言わずに我慢して笑っているような、そんな子でした。私は娘のために何もしてやれないダメな父親です。でも娘には誰よりも幸せになってもらいたいんです。いつも心の底から、笑っていてもらいたいんです。

　どうか、お願いいたします。私は、娘にこんな悲しい思いをさせるために十八年間、大切に育ててきたわけじゃない！」

　最後の方は涙まじりの声だった。

「お願いいたします！　どうか、どうか、お願いいたします！」

　土が顔や体につくのも構わず、ひたすら頼み込む父親の隣で、母親も兄も、髪が地面につきそうなほど深く頭を下げる。

　誰も一言も発しない中、アスランが父親の前でゆっくりと地面に片膝をついた。

「顔を上げてください」

　涙と鼻水と泥でぐちゃぐちゃになっている父親を真っすぐ見つめ、真摯に微笑む。

「娘さんは必ず、何としても元に戻します。約束します」

　心からうなずく第二王子に、父親が「ありがとうございます……」と涙なみだ声ごえで、再び深く頭を下げた。




「いい親だな」

　ぽつりとつぶやいたハンネスの隣で、ニナは泣きながら、うなずいた。胸が張り裂けそうなくらい申し訳なくて、同じくらい嬉しかった。

　兄やベテランのメイドが両親の肩を抱いて立ち上がらせている。近づいて手を取りたいのに、ドラゴンの姿ではそれができない。

　元に戻りたいと強く思った。必ず元のニナに戻ろう。そして笑って両親に会いにこよう。

　そう決心した。

　そこへトビアスが、へつらうような笑みを浮かべて近づいてきた。

「アスラン殿下、せっかくのお話ですが必要ないと思われますよ。ニナのおかしな態度はただの演技です。噓なんですよ」

　ニナは目を見張った。長い時間をかけてせっかく閉じた傷が、また開いたような感じがした。

「ニナは僕に未練があって、気を引きたいがためにこんな異様な態度を演じているんです。涙ぐましいですよね。ここまでされたら元通りになってやってもいいかなと思いまして。

　ニナはアベーユ子爵が言った通り、従順でおとなしい娘なんですよ。それだけが魅力と言ったら、それだけですが」

　ニナの体が小刻みに震えた。

　何をどうしてもトビアスには伝わらないのだ。他人がどう言おうと、自分の思う通りにしか受け取らないのだから。

　けれど、その対象が自分になると悔しい。悔し過ぎて体の震えが止まらない。

「何もわかっていないな」

　ひどく冷ややかな目をトビアスに向けて、アスランがつぶやいた。が、歯を食いしばるニナの耳には入らない。

　アスランはそんなニナをじっと見つめて、そしてハンネスに近づいていった。

　不意に体にかかっていた縄が外れてニナは自由の身になった。驚いて視線を向けると、ハンネスから縄の端を受け取ったアスランがわざとらしく大きな声を出した。

「あ、しまった！　ドラゴンの縄が外れてしまったぞ。おかしいなあ」

（……何？）

　呆気にとられるニナの後ろで、

「下手くそな演技ですね」

「棒読みだな」

　ハンネスとマーセルが、アスランには聞こえないようにヒソヒソとささやき合っている。

（演技？　もしかして……）

　ようやくその意図がわかって大きく目を見開くニナに、アスランが「お好きなように」と言うように微笑んだ。どことなく楽しそうだ。

　ニナはうなずき、ただでさえ怖い顔がさらに迫力を増すように眉をギュッと引き締めた。

　傷ついて泣いていた以前のニナではない。今は最強のドラゴンだ。ドラゴンになったからこそ、できることがあるのだ。

　アスランがハンネスたちに「ちゃんと聞こえているぞ」と笑顔で脅おどす声を背中で聞きながら、戸惑うトビアスを見すえた。

　そして深く深呼吸をして──。

「ギシャ──!!」

　これ以上は出せないというくらい声を張り上げて吠えた。

　ありったけの咆哮に空気が震える。場の空気が一変した。

　恐怖で落ち着きをなくすトビアス目がけて、ニナは勢いよく地面を蹴った。
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「うわああ──!!」

　恐怖に顔を引きつらせたトビアスが悲鳴をあげた。

　ドラゴンが再び自分をロックオンして一心に走ってくるのだ。恐ろし過ぎる事態だろう。

「来るなあ！　誰か、早く僕を助けろ！」

　助けを求める姿も偉えらそうだ。

　しかし逃げようにも足がうまく動かないようで、生まれたての子こ鹿じかのようにプルプルと震えるだけで一向に前へ進まない。

　ニナは前に回り込むと、顔を近づけてトビアスの目をのぞき込んだ。そのまま、じっと見つめ続けてみる。

　トビアスの顔が恐怖から青ざめるを通とおり越こして真っ白になった。

　そこで大きく口を開けて「ギシャー！」とまた吠えた。

　トビアスからしたら、たったの一嚙みで骨も肉も砕くだきそうなドラゴンの口内が、間近に迫っているのだ。いつ嚙みつかれて体中から血がふき出してもおかしくない。おまけに決して逃がさないというように底光りする目で見すえられている。ただただ怯えて震えるしかできないのだろう。

「やれー、ドラゴン！　頑張れ！」

　気付けばニナの父親や兄、使用人たちが遠巻きに声せい援えんを送っていた。

「ギャ？」と目をぱちくりさせるニナの前で、

「ニナお嬢様をこんなにした奴だよ！　嚙みついちまいな！」

「頭から食っておしまい！」

　と過激にたくましく叫んでいるのは、ニナを生まれた時から知っているベテランのメイドとニナの母親だ。

　トビアスががく然とする。何しろ全員がドラゴンの味方で、自分を助けようとする者は一人としていないのだから。

「冗じょう談だんじゃない、子爵ふぜいが……！　これは命令だ！　早く僕を助けないか！」

「ギシャー！」
















　ニナは鋭い爪を振り上げた。太陽の光を受けて、とがった爪の先端が不気味に光る。トビアスののど元から、絞り出したようなか細い悲鳴がもれた。

　アスランたちが来る直前と同じ光景だと、ふと思った。我を忘れて暴走しかけたあの時と全く同じ体勢だ。

　けれど、あの時とは違う。ニナは静かに微笑んだ。

「やめろ！　あっちへ行ってくれ！」

　泣きわめくトビアスの顔の前で「ギャギャ」と勢いよく爪を振ってみた。

　ヒイイとうめき声がもれる。腰が抜けたのかその場にへたり込み、それでも這はうように逃げようとする。その両足を「ギシャ」とつかむと、恐怖で裏返った叫び声が返ってきた。ニナがぱっと手を離すと、トビアスはまたヨタヨタと逃げていく。そこを、またつかむと、また悲鳴が──。

　困った。ちょっと楽しい。

　トビアスが「身の程を知れ」と家族を笑ったことや、婚約破棄された日に「僕を愛しているなら、いさぎよく身を引いてくれ」と当たり前のように言い放ったことを思い出した。

　ニナは「ギャ、ギャ」とトビアスの顔を縁取るように地面に爪を刺していった。

　耳のすぐ横で、頭の真上で、黒光りするドラゴンの爪が音をたてて土に突き刺さるさまは、ただならぬ恐怖だろう。トビアスの顔はすでに色を失っている。

「やめろ、やめてくれえ……」

　盛せい大だいに顔をゆがめて泣きながら嘆たん願がんの目でニナを見つめるトビアスに、先ほどまでの傲ごう慢まんな態度はどこにもない。

　ニナやニナの家族を下に見て、あざけるような笑みを浮かべていた姿は完全に消えていた。

（こんなものなんだ）

　ドラゴンが相手とはいえ一度も抵抗することなく、自分が傷つけた人たちに、バカにしている人たちに、ただただ自分勝手に助けを求めるだけ。そんなトビアスに、落胆したような拍子抜けしたような気がした。

　婚約者として幼い頃から慕っていて、似合う女性になろうと一生懸命だった。それなのに立ち直れないほど傷つけられて、二度と会いたくないとまで思った。トビアスの顔を見るのが怖かった。

　ニナの中でトビアスの存在は、不気味なほど大きく消えない刻印となっていたのだ。それなのに──。

（こんなものだったんだ）

　ニナは大きく息を吐いた。

　目の前にいるトビアスは、大きな存在でも、怖がる対象でもなかった。

（拍子抜けだわ）

　ニナは空をあおいで「ギシャシャ」と笑った。

　長い間、胸の中に重くつかえていたものが風に吹かれて飛んでいったような、そんな感じだった。




　放心状態のトビアスをその場に残し、ニナはアスランたちのところへと戻った。

　アスランがにっこりとニナに笑いかけ、入れ替わりのようにトビアスの元へと近づいていく。

（どうしたんだろう？）

　ぼう然と座り込むトビアスのしわ一つなかった服はヨレヨレになっていて、髪の毛には葉っぱがくっついている。アスランが「ケガはないか？」と優しい声音で聞いた。

「へ……ア、アスラン殿下！　は、はい、ケガはありません！　心配していただいてありが──」

「そうだな。俺が見た限りも、君は全く、これっぽっちもケガをしていない。よかった」

　トビアスの訴えをさえぎって、アスランがとてもいい笑顔になる。

　ぽかんとするニナの隣で、マーセルとハンネスが同時に息を吐いた。

「さすが。言げん質ちをとりましたね」

「ここにいる全員を証人にしたな」

　これからトビアスが何を言ってこようと、ドラゴンは傷一つつけていないとトビアス自身が証言したのだ。

　呆気にとられるニナの視線の先で、アスランがふと顔を曇らせた。

「ああ、そうそう。アンジェラ・ノマが捕まったよ。覚えているだろう？　君と深い仲になり、子供ができたとだました女だ。君とのことで味をしめたのか、今度はブリューニ地方のトバ侯爵の子息と深い仲になったあげく、金品を盗ぬすんで十日前に捕らえられたそうだ。彼女はしきりに、君の名を口にしているそうだよ。

　近いうち役人が事情を聞きにくるだろう。トバ侯爵といえば、厳格なことで有名な方だ。代々ブリューニ地方を治める貴族で、役人とのつながりも深い。君はすみずみまで容赦なく調べられるだろう。覚悟しておいた方がいい」

「え……」

　顔色を変えたトビアスに、マーセルとハンネスも大きな声で続いた。

「役人が家に来るなんて、社交界で詮せん索さくの的になるなあ。浮気して婚約者を一方的に捨て、でも浮気相手の子供は自分の子供ではなかった──いかにもご婦人方が好みそうな話題だ。あっという間に世間に広まる」

「うむ。君の家も確実に評判を落とす。相当な恥だからな。最悪の場合、お父上から勘かん当どうされるかもしれん」

「路頭に迷うな。かわいそうに」

「全くだ」

　ちっともかわいそうと思っていないような言い方で、二人が肩をすくめた。

「そんなバカな……」

　現在だけでなく将来まで断たち切きられそうなトビアスが、頭を抱えてうめいた。

　アスランが膝をつき目を細めて、じっくりと体の芯しんにまでしみ込ませるように告げた。

「ニナ嬢は城で預かることになった。ひいてはニナ嬢、そしてその家族に起こりうる全てが、俺の──王族の責任になったというわけだ。君はまだニナ嬢に執しゅう着ちゃくしているようだが、今後一いっ切さい関わるな。彼女の家族にもだ。

　もちろん俺がわざわざこんなことを言わなくても、君はちゃんとわかっているだろうけどね。何しろ、君は──」

　いったん言葉を切る。

「『身の程を知る』男だから」

　笑顔で放たれる嫌いや味みほど恐ろしいものはない。トビアスの体がはっきりと固まった。

　見とれるほど優雅な笑みを浮かべているはずなのに、アスランの周りにははっきりと不穏な空気がうずまいていた。

　ニナは息を吞んだ。怖い。ドラゴンとはまた違った意味で怖い。

　トビアスがヘナヘナと地面にうずくまった。生気が抜けて、まるで、ぼろきれのようだ。風に吹かれたら飛んでいくのではないかと思うほど存在感も何もない。

　アスランが振り返って言った。

「さあ、城に戻ろう」

「ギシャ」

　ニナは笑ってうなずき、黄色い蝶ちょうを追いかけているドラゴン令嬢に目をやった。

　どうやって連れて行こう。言葉は通じないし、かといって縄で縛っていったら、ニナの家族が卒倒するだろう。

　ところが去ろうとする気配を察したのか、ドラゴン令嬢が蝶を追いかけるのをやめて、おとなしくニナの元へ近寄ってきた。どうやらニナ──ドラゴンを近しい者として認識したらしい。

　ドラゴン令嬢が来る途中に、頭を抱えたまま地面にうずくまるトビアスの姿があった。

　しかし令嬢はぼろきれのようなトビアスを、そのまま、ぼろきれだと判断したようで、前を見たままトビアスを思い切り踏みつけた。

「シャー？」

　何か変なものを踏んだか？　と言いたげに振り返る。

　トビアスが最後の希望といった感じで、すがるような目を令嬢に向けた。瞬間、令嬢が足で「シャー！」とトビアスに土をかけた。くさいものには土をかける。間違っていない。

「どうかニナをよろしくお願いいたします」

　城へと戻る一行を、家族が丁寧に頭を下げて見送る。

　ニナは両親や兄の姿を、頭の中に焼きつけた。

　必ず戻ってこよう。元の姿に戻って。

　ニナに心の底から笑っていてもらいたいと望んでくれた父親に、心の底からの笑顔を向けられるように──。
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　城の別棟へと戻ってきたニナは、いつものようにお気に入りの白いエプロンを身につけて掃除をしていた。

「腕のいい医師や司祭、魔術師たちを城内城外問わず連れてくるんだ。ドラ──ニナとドラゴンを元に戻す」とのアスランの命により、今日の午後には医師や司祭たちがこの別棟にやってくる。




（いよいよ元の体に戻るんだ。頑張らないと）

　覚悟を決めた。だが、それまで特にやることはない。ニナは辺りを見回し、とりあえず玄関ホールをきれいにすることにした。

　飾られている絵画や置物のほこりを払い、布できれいに拭く。一ひと抱かかえもある高価そうな壺は、息を吹きかけながらキュッキュと音をたてて磨みがいた。

　最初は長い爪が邪魔でよく物を落としてしまったが、いつの間にか爪の扱いにも慣れてきた。

　無心に磨き、ふと顔を上げる。玄関ホールの壁に吊つるされた大きな鏡に映る、自分自身の姿が目に入った。床に座り背中を丸めて両手で壺を抱え込む、エプロン姿のドラゴン。

　思わず「ギシャ」と目を細めると、鏡の中のドラゴンもニヤリと笑った。

　どうしよう。この姿に違和感がなくなってきたではないか。

　ちょっと焦っていると、

「ドラン！　助けてくれ、ドラン！」

　金髪ルークの叫び声が、玄関ホールいっぱいに響いた。ニナは驚きのあまり壺を落としそうになった。「ギャギャ!?」と慌てて壺を両手で受け止め、ホッと息をつく。

　そして急いでルークの元へと走った。

　ルークは黒髪トウマや他の騎士隊員たちと一緒に、台所にいた。

「おい、やめろって！　頼むから！」

　彼らが遠巻きに、けれど必死になだめる先にはドラゴン令嬢がいた。

　棚から手て当あたり次し第だいに引きずり出したのか、令嬢の足元には食べかけの食品や、調味料の入った器が散乱している。

　そして令嬢は小さな壺を抱えて、幸せそうに中のハチミツをなめていた。

　顔も服もハチミツだけでなく、つまみ食いをしたバターのかけらやらパンくずやらがくっついている。実に、悲ひ惨さんな状態だ。

　騎士コンビたちは止めたいのはもちろんなのだろうが、見た目が普通の令嬢ゆえ力ずくで押さえるわけにはいかない。かといって軽くつかんだだけでは暴れられるしで、どうしていいのかわからないらしい。助けを求めるようにニナを見てきた。

「ギシャギ」

　そんなことをしてはダメ、と令嬢の肩に手を置くと「シャー！」と爪で引っかかれた。もちろんドラゴンの分厚い皮膚では痛くもかゆくもない。

　だが令嬢はハチミツの入った壺を取られないように、しっかりと胸の中に抱え込んでいる。そしてニナをにらみつけてきた。らんらんと輝く目には殺気すらただよっている。怖い。

　ニナたちが入れ替わっていると知らない騎士隊員たちは、心底気味悪そうな顔で令嬢を見ている。

　ニナは焦った。家族もそうだったが、このままでは元に戻った時が大変である。

「ギシャギ！」

　さっきより強めに両腕をつかみ動きを止めた。怒った令嬢が暴れながら嚙みつこうとして、口を大きく開けた。

「シャー!!」

「ギャギャ!!」

　遠慮なく暴れる令嬢と、それをなだめているように見える凶暴なドラゴン。理解できない光景に、顔をゆがめた隊員たちがさらに離れていく。

　ニナは力ずくでハチミツの入った壺を奪った。この前のタンポポや雑草といい、放ほっとくと令嬢は何でも満足するまで食べてしまう。ニナの体なのだ。元に戻った時、病気にでもなっていたらと考えると恐ろしい。

　怒りの形相で令嬢が、ニナのしっぽに嚙みついてくる。ニナは皿にハチミツを少量取り分けて、作業台に置いた。

「ギシャ！」

　壺を背中に隠し、皿を指し示す。本来単純なドラゴン令嬢は、きょとんとした顔で辺りを見回した後、おとなしく皿のハチミツをなめ始めた。幸せそうだ。

　ニナは急いで壺を、令嬢の手の届かない上の棚にしまった。

「助かったよ、ドラン」

　騎士コンビがホッとしたように笑った。他の隊員たちも胸をなで下ろす。そして凶暴なドラゴンがすぐ近くにいると今さらながら気付いたようで、ギョッとしたように慌てて逃げていった。

「ドランは安全なのに」

「そうそう。そこの令嬢よりもよっぽどな」

　ハチミツがなくなっても、まだ皿をなめ回している令嬢をちょっと薄うす気き味み悪わるそうに見つめながら、騎士コンビが言った。

「それにしても、まさかドランとその令嬢の中身が入れ替わっていたなんてな」

　騎士コンビには入れ替わりのことを告げたのだ。他の隊員たちには、これから来る医師や祭司の意見を聞いてからということになった。なので、今のところ入れ替わりを知っているのはアスランとハンネス、マーセル、そして騎士コンビだけである。

『黙っていて、ごめんなさい』と、すみに立てかけてあった木板に時間をかけて刻むと、さらに時間をかけて判読した騎士コンビが顔を見合わせて苦笑した。

「確かに驚いたけど……何か納得した」

「ああ。というより、むしろ入れ替わりなんてしていなくて、ドランの中身がそのままドラゴンで、あの令嬢の中身が令嬢ですって言われた方が驚いたかも」

　皿をきれいになめ終わった令嬢が、もっとよこせと言うように「シャー！」とうなった。その前でしっぽをパタパタと動かし、見事に令嬢の気をそらせているドラゴン。

　双方を見比べた騎士コンビが、感心したように言った。

「精せい巧こうなドラゴンの着ぐるみを着た人間じゃないかと思ったことがあったけど、ある意味その通りだったんだな」




　午後になった。ニナたちの待つ応接室に、まずやってきたのは医師だった。

　足首まである白いローブを身につけた老年の医師は、修道士も兼けん任にんしているという。

　しかし説明するアスランの隣で、医師は非常に戸惑った様子を見せた。理由は、膝の上に両手を置き緊張した面おも持もちで椅子に座るドラゴンと、落ち着きなく室内をウロウロする令嬢を目まの当あたりにしたからだろう。

　それでも、とりあえず診しん察さつしようとするが、令嬢は容赦なく暴れる。

　傷だらけになった医師が、やがて言いにくそうに言葉をつむいだ。

「失礼ですが、心の病ではないですかな。衝撃的な出来事が起こると、人は心が壊れてしまわないように、まず心にふたをします。そして、そのふたに合った都合のいい解釈を、頭の中で作り出すのです。ニナ嬢は中身がドラゴンと入れ替わったと、思い込んでいると考えられます」

「ギシャー……」

　ニナはうめいた。信じてもらうのは難しいとわかってはいたけれど。

　医師の前で木板に文字も刻んでみた。だが、医師の自分の見立てに少しの疑いを持たない表情に、変化はない。

　普通はそうだよねと重くなる気持ちを振り払い、ニナは改めてすぐに信じてくれたアスランたちに感謝した。

　医師がカバンから紙に包まれた煎せんじ薬ぐすりを取り出した。

「鎮ちん静せい薬です。気分が落ち着きますので、まずはこれを」

　充分落ち着いているが、せっかくだからとニナは薬を飲むことにした。茶色い粉末には独特な匂いがある。興味深そうに顔を近づけたドラゴン令嬢が、途端に嫌そうに顔をしかめた。

　けれど、もしかしたら、もしかしたらこれで元に戻れはしなくとも、きっかけくらいにはなるかもしれない。

　ニナは台所へと走り、持ってきたハチミツに薬を混ぜて令嬢に差し出した。もちろん単純なドラゴン令嬢は、顔を輝かせて嬉しそうになめた。

　ニナも鼻をつまんでザラザラーと一気に薬を流し込む。

「ギシャー!?」

「シャー!?」

　ドラゴンと令嬢は同時に吠えた。

　鎮静薬は苦かった。苦過ぎだ。

　令嬢が医師の前でゲーゲーと遠慮なく薬を吐く。ハチミツに混ぜても苦いのだから、直接飲んだニナの苦さはひときわである。舌がピリピリして口の中の感覚がない。

　これは鎮静薬ではない。断じて、ない。鎮静するどころか活性化するではないか。

（もしかして、あまりの苦さに悶もん絶ぜつして、その後ほうけたように無の境地に陥おちいるってこと？　それで「鎮静」薬!?）

　あまりの苦さに、どうでもよいことが頭の中を駆けめぐる。ニナはブンブンと両手を振り回しながら、涙なみだ目めで口を大きく開けて「ギシャー……」と、もだえた。

　やがて薬を吐き尽くしたらしいドラゴン令嬢が「シャー！」と医師に飛びかかった。何てものを食わせるんだ、という怒りの形相だ。

　もっとも食べさせたのはニナだけれど。

「ギシャ！」

「待て、やめるんだ！」

　ニナとアスランは同時に令嬢に手を伸ばした。

　が、アスランの手は令嬢のどこをつかんでいいのかと戸惑ったように、途中で動きが止まってしまった。

　ニナが後ろから腕一本で止めた。中身がドラゴンといえど体は非力な令嬢だ。簡単に動きが封ふうじ込こめられた。

　腕の中で必死にもがく令嬢は、当たり前だけれどドラゴンと比べるとずいぶんと小さい。

　ニナがいつも見下ろしているアスランよりも小さいのだと思い、驚いた。

　その隣でアスランが何か考える様子で、途中で止めた手をゆっくりと握りしめている。そして今まで見てきたニナの内面を確かめるように、ニナの顔をじっと見つめてきた。きょとんと見返すドラゴンに、青い目で笑いかけてから令嬢に視線をやった。

　バサバサになってはいるが令嬢の長く細い髪、まだらに日に焼けてしまったものの白く柔らかそうな頰や腕。それらを見つめ、二人が入れ替わっていると改めて確認するかのように、つぶやいた。

「早く元に戻さないと。騎士隊員たち──他の男がふれる前に」

　意味がわからず目をぱちくりさせるニナに、アスランが何でもないよというように、にっこりと笑った。
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　マーセルに案内されて、次に応接室へとやってきたのは司祭だった。

　白地に紫むらさき色いろの縁取りがしてあるマントを身にまとった中年の司祭は、ニナたちを見るなり真面目な顔で言った。

「原因がわかりました。悪魔が憑ついております」

「は？」

「ギャギャ？」

「シャー！」

　ぽかんとするアスランとニナ、そして関係なく吠える令嬢。その前で、司祭は当然だと言いたげに眉一つ動かさず繰り返した。

「悪魔が憑いております」

　アスランが複雑そうな笑みを浮かべて、扉の前で待機しているマーセルを振り返った。

「ちょっと来てくれ」

　マーセルが渋しぶ々しぶといった感じで近づいてくる。笑みを消したアスランが顔を寄せてささやいた。

「この司祭を連れてきたのはお前だろう。もっと、ましな者はいなかったのか？」

「腕がいいと評判の司祭なんですよ。彼に祈いのりを捧ささげられると、足が悪かった者が歩けるようになったり、病気が治ったりしたとか」

「そうか。きっと悪魔が憑いていたんだな」

「悪魔って怖いですね。……お引き取り願いますか？」

「当たり前だ」

　司祭は勝手知ったる様子で、布袋から香こう炉ろやろうそくを取り出して悪魔祓いの準備を始めている。そこに声をかけようとするマーセルの肩を、ニナはぽんぽんと軽く叩いて、止めた。

　もしかしたら、もしかしたら元に戻れるきっかけくらいには、なるかもしれないではないか。

　せっかく来てもらったのだ。ぜひ、やってもらおう。

　腕をぐるぐると振り回し、ついでに腰も振り回して準備運動を行った。さあ来い！　と張り切るニナに、

「やる気だなー、ドラゴン」

　とマーセルが呆れたようにつぶやいた。

　部屋の中央のテーブルに白い布がかけられ、銀製の香炉と陶器の皿、ろうそくが置かれた。簡素な祭さい壇だんといったところだ。

　手足を清めた司祭が両手を打ち鳴らした。

「では今から、悪魔祓いの儀ぎ式しきを行います」

「ギシャ」

　お願いします、とニナは深々と頭を下げた。ろうそくに火がつき、香炉がたかれた。司祭が祈りの言葉を唱え始める。

　その前で、じっとしないドラゴン令嬢の気を引くために、しっぽをパタパタと左右に振ったり、焼き菓子で釣つったりとニナは忙しい。

　扉の前では心配そうに見つめるアスランと、興味深そうに眺めるマーセルが並んで立っている。

「──この者たちの体内より出て行け、悪魔よ！」

　司祭の大声とともに、目の前の香炉から大量の黄色い煙けむりがふき出した。

「ギャギャ!?」

「シャ──!!」

　ニナと令嬢を煙が包つつみ込こんだ。何だ、これは。ものすごく、くさい。

「ドラ──ニナ、大丈夫か!?」

　大丈夫ではない。くさい。しかしニナは頑張って耐えた。

　もしかしたら、このくさい煙が体内の何かに反応して、元に戻る何かに作用するかもしれないではないか。

　せき込みながら逃げようとする令嬢の腕を、目を光らせてつかむドラゴン。離せと言うように暴れる令嬢の攻撃に、ひたすら耐たえ忍しのぶ。やがて煙が晴れてきて、おごそかな司祭の声が降ってきた。

「これで悪魔はいなくなりました」

「ギシャー！　……ギシャ？」

　喜んだものの、ニナはドラゴンのままだ。

（え、これで終わりなの!?）

　あ然と突っ立つニナの前で、司祭がさっさと帰かえり支じ度たくを始めた。

　アスランが空気の入れ替えにと急いで開けた窓から、令嬢がものすごい速さで飛び出していく。

「くさいだけだったな」

　マーセルが気の毒そうにつぶやいた。

　ニナはよろよろと床に座り込み、背中を丸めて落ち込んだ。




　ニナは台所でお茶を淹れていた。

（本当に元の姿に戻れるのかな……）

　別棟内にある書しょ斎さいの、書しょ架かに並ぶ本は全て読み尽くした。アスランや騎士コンビが城の本棟にある図書室でも元に戻る方法を探してくれているが、今のところそれらしき記述は見つかっていない。

　自信がなくなってきて、ニナは重いため息をついた。

「お、ドラゴ──ではない。ニナ嬢だったな」

　ハンネスが入ってきた。お茶を飲むかと、ニナはティーポットを指し示した。

「頼む」と答えながらも、ハンネスの視線は落ち着きなくあちこちをさまよっている。

「ギシャ？」

　ひょっとして甘い物でも探しているのだろうか。表面を砂糖で固めた菓子を上段の棚から取り出し、ハンネスの前に置いた。

「いや、菓子を食べに来たのではない。……だが、せっかくだからもらおう」

　甘い物好きのハンネスと向かい合って座り、お茶を飲みながらお菓子を頰ほお張ばるドラゴン。

「しかし大変な目にあったものだな。若いお嬢さんなのに、ドラゴンの姿になってしまうとは」

　全くだ。ニナは「ギシャ」とうなずいた。

「私もいろいろと失礼なことを言ったり、したりしてしまった。すまない。──でもよかった。やはり普通のドラゴンは茶を淹れたり掃除をしたりしないよな。アスラン様や部下たちが君をあまりにも普通に受け入れているから、実は私がおかしいのかと悩んだものだが、やはり私はおかしくなかった。いや、本当によかった」

　ニナは何もよくない。だがハンネスがひどく満足そうな顔をしているので、「ギシャシャ」と笑っておいた。

「明日は魔術師に来てもらうことになっている。今度はうまくいくといいな」

　真面目な顔に戻ったハンネスが、真面目な声で言う。

　ニナも真面目な顔でうなずき、そして二人で残りのお茶をズズッとすすった。




　ハンネスが部屋に戻り、ニナがカップを洗っていると今度はアスランが顔を出した。

　ニナを見て優しく微笑むが、その顔には疲れがにじんでいた。ただでさえ公務や執務に忙しいのに、ニナたちを元に戻すために奔ほん走そうしているのだから当たり前だ。

　ニナは急いでお茶を淹れてアスランに差し出した。

　湯気のたつカップを手にしたアスランの頰が、ゆっくりとほころぶ。端正な顔が穏やかに微笑むさまは、とてもきれいで、ニナは思わず見とれてしまった。

「どうかしたか？」

　ハッと我に返った。何でもないと、慌てて首を横に振る。

　そして部屋のすみに置いてあった木板を持ってきて『ありがとう』と刻んでみせた。

「何がだ？」

　いろいろとだ。ニナのためにしてくれている全てのことに。

　何の義理も義務もないのに、疲れが見えるまで頑張ってくれている、そのことに。

　だが、それを文字にする前に伝わったようだ。アスランが少し照れたように頰づえをついた。

「俺が勝手にしているだけだから気にしなくていい。それに──」

　深く青い目がニナをのぞき込んで微笑んだ。

「人間の姿に戻ったら、ちゃんと返してもらうから」

　ニナは目を見張った。

　どういう意味かと混乱する頭で考え「ああ、労働力か」と思い至る。ドラゴンではできない、細かな家事力を求められているのだろう。

　だって他に考えられないではないか。

『もちろん』とすぐさま書かれた木板を見てアスランは、ニナに自分の言った意味が全く伝わっていない上に、勘違いされていると悟ったようだ。何か言いたそうにチラリとニナを見上げてきた。

　だがニナは小さなカップではお茶が足りず、大きな深皿にドボドボとおかわりを注いでいるところだった。アスランが思わずといった感じでふき出だす。

「じゃあ約束だ。よろしく」

「ギシャシャ」

　ニナはうなずいた。

「人間の姿に戻ったら、ちゃんと返してもらう」という約束を取りつけた第二王子が、見とれるほどさわやかな笑みを浮かべた。
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　翌朝ニナが洗濯物の入ったかごを運んでいると、トウマに呼ばれた。

「ドラン、一緒に来てくれ！　あの令嬢が大変なんだ！」

　急いで駆けつけると、奥庭にある畑の中にドラゴン令嬢が泥だらけで寝ね転ころんでいた。呆気にとられるニナの前で、令嬢は楽しそうに泥の中をゴロゴロと転がっている。

「畑の作物に水をやっていたら、突然この令嬢が走ってきて泥の中に飛び込んだんだ。後は見ての通り。俺はこの令嬢の中身がドラゴンだとわかっているからいいけど──」

　言葉をにごしたトウマの視線の先には、気味悪いを通り越し、怯えたように顔を引きつらせる他の騎士隊員の姿があった。

　泥の中を嬉き々きとして転げ回る十八歳の令嬢の姿は、確かに恐ろしいだろう。

　ニナは泥の中に注意深く足を踏み入れた。

「ギシャシャ！」

　服も髪の毛も泥だらけの令嬢の腕をつかんで立たせようとするが、嫌がった令嬢が「シャー！」とニナの足に嚙みついてきた。痛くはない。けれど突然嚙みつかれたせいで、ニナは体のバランスを崩してしまった。

「ギャギャー!?」

「わあ、ドラン！」

　朝の平和な風景の中、ドラゴンと人間の叫び声が響く。

　ニナは両手をバタバタさせて必死に持ちこたえようとしたが、健けん闘とうむなしく、万歳の格好で泥の中に突っ込んだ。




　風呂の洗い場でざっと泥を洗い流した後、湯を張った広い浴槽に、ニナとドラゴン令嬢は並んでつかった。

　壁にも湯船にも小さく砕いた宝石が埋うめ込こまれている。ニナだけなら外に置くたらいで充分だけれど、さすがに令嬢は無理だ。

　ぬるめの湯がたっぷりと入った浴槽の中で、令嬢はあごが隠れるくらい深くつかり、気持ちよさそうに目を閉じている。水や湯が苦手ではないらしい。

　ニナはその姿をじっと見つめた。

　令嬢の着き替がえなどはニナが行っているが、何しろすぐ逃げ出そうとするので手早く着き替かえさせなければならない。ゆえに元の自分の裸をまじまじと見るのも久しぶりだ。

（少し、やせた気がする）

　腹や太ももなどが以前よりも引き締まっている。常にじっとしていないドラゴン令嬢の動きのたまものか、それともそこら辺に生えている草や何やを食べて腹を壊すからなのか。そう考えると、あまり嬉しくない。

　そして日焼けした顔や腕。足についた細かな傷は、気付くと靴をはかせてはいるが窮きゅう屈くつなようで、すぐに脱ぬいでしまうからだ。

　仕方ないか。ニナは、あきらめの息を吐いた。

　洗い場で、まずは自分の体を洗ってから令嬢を呼ぶ。令嬢はニナの手にある石けんを見て、ぷいと顔をそむけた。そのまま湯船の中を泳いで逃げようとしている。石けんは嫌いらしい。

　ニナは力ずくで令嬢を捕らえ、石けんを泡立てて令嬢を洗い始めた。「シャー！　シャー！」と激しく暴れるが容赦はしない。力の強さが違うのだ。

　絡まった髪の毛の間に入り込んでいる泥を丁寧に洗っていると、やがて観念したのかおとなしくなった。

　ふとここへ来たばかりの頃、中庭で風呂代わりのたらいに初めて入った時を思い出した。

　どうして自分がドラゴンの姿になってしまったのか見当もつかず、周りはニナを敵視する人たちばかりで、とても不安だった。そこへアスランが来て体を洗ってくれたのだ。

　知っている人は誰もいない、味方もいない、孤こ独どくで将来も見えなかった状況で、アスランが向けてくれたあの優しい笑顔は唯一の救いだった。

（このドラゴン令嬢はどうなんだろう？）

　レッドドラゴンはある程度成長するまでは、母親がつきっきりで面倒を見ると聞く。しかし王都内の森で、もう一匹レッドドラゴンが見つかったなどという話は聞かない。

　ということは母親は一緒ではなく、元々一人──一匹ぼっちだったのだろう。

　突然ドラゴンの姿になってニナもずいぶん戸惑ったけれど、ドラゴン令嬢もニナの家族に面倒は見てもらえても、知らない場所で知らない人たちに囲まれて心細かったのかもしれない。

　もう一人の自分を見ているようで、愛おしいような切ないような気持ちが込み上げてきた。ニナはそっと令嬢の頭に手を伸ばした。

　なでようとしたのだが、途端に令嬢が「シャー！」と威嚇してきた。

　考えて、ニナは令嬢のあごの下へと手を伸ばした。親しん戚せきが飼っていた犬は、あごの下辺りをなでられると気持ちよさそうに目を細めていたものだ。もちろんドラゴンが一緒かはわからないけれど。

　ケガをさせないように、爪を手のひらの中に丸まるめ込こむ。令嬢の柔らかいあごの下を、ゆっくりとなでた。令嬢は目を見開きピクッと震えて、そしておとなしくなった。

　気持ちよさそうというよりは、困こん惑わくのあまり静かになっただけとも考えられるが、少なくとも嫌がってはいない。

　ニナは爪で傷つけないように気をつけながら、そろそろとなで続けた。

　あの時、アスランがニナに笑いかけてくれて心底嬉しかったように。せめて今、ドラゴン令嬢の気持ちがほんの少しでも楽になればいい。そう願いながら。

　ゆるやかな静けさの中、水滴が天井から湯面にピチャンと落ちる音がくっきりと響いた。

　湯から上がり、令嬢に服を着せてから丁寧に髪をクシでとかす。令嬢は吠えも暴れもせず、おとなしくしている。ニナは微笑んだ。

（静かだとかわいいな。……自分の姿で何だけど）

　その時クシが令嬢の絡まった毛先に引っかかった。何とかして、とかそうと頑張るが、絡まった髪になかなかクシが通らない。

「シャー！」

　髪を引っ張られて痛かったようだ。怒った令嬢がニナの腕に嚙みついてきた。

（はかない、かわいさだったわ）

　ドラゴンの筋肉質の腕にガジガジと嚙みつく令嬢から目をそらし、ニナは遠い目で窓の外に広がる緑を見つめた。




「アスラン殿下がお待ちです。どうぞ」

　太陽が頭の真上までのぼった頃、白いひげを生やした魔術師が、ニナたちの待つ応接室へとやってきた。

　昨日と同じくニナとアスランが並んで座り、令嬢は室内をウロウロと歩き回っている。魔術師はドラゴンが縄で縛られてもおらず、なおかつソファーに行ぎょう儀ぎよく座っている姿に衝撃を受けた様子だ。だがアスランの説明が終わる頃には、平然とした表情を取り戻していた。

　むしろ、どこか達観しているような余裕ある態度に、元に戻す魔術を知っているのかもしれないとニナの期待は高まる。

　しかし──。

「そんな魔術はありません」

　きっぱりと言われ、身を乗り出していたニナはそのまま床に倒れそうになった。

「私はずっと魔術を研究しております。このロサリオ国だけでなく、近きん隣りん国に伝わる様々な魔術にも通じているつもりですが、そんな魔術は聞いたことがありません。そもそも医術や祭儀にかかわらず、そんな術が存在するのなら私はとっくに殿下のような美男子と入れ替わって、何人もの美女をはべらせておりますよ」

　冗談とは思えない真剣な口調に、アスランが返事に困っている。

（噓でしょう？）

　ニナは目の前が真っ暗になった。

　自分たちが入れ替わったのは、本当に偶然の産物だったのか。

（元に戻れないかもしれない……）

　両手で顔をおおう。希望の糸がちぎれて、どこかに飛んでいってしまったような気がした。

　魔術師が口を開いた。

「失礼ですが、殿下は令嬢とドラゴンの中身が入れ替わったなどと、本気で信じておられるのですか？」

　王族相手とは思えない口調の鋭さに、ニナははじかれたように顔を上げた。ドラゴンと令嬢の中身が入れ替わったと言われるよりも、ドラゴンと中身が入れ替わったと、その令嬢が噓をついている。そう考える方がたやすく常識的なのだと、改めて突きつけられた気がした。

　魔術師は視線をそらすことなくアスランを見つめている。まるで「正気か？」と問うているようだ。

　緊迫した空気が流れた。

　息を吞むニナの隣で、アスランもまた魔術師から視線をそらさず、きっぱりと答えた。

「もちろんだ。信じている」

　途端に大きな音をたてて魔術師が席を立った。

「聡明と名高いアスラン殿下が、まさかそんな突とっ拍ぴょう子しもないことを言い出すとは思っておりませんでしたよ。……残念です」

　隠すことなく侮ぶ蔑べつを頰ににじませて、魔術師は大股で部屋を出て行く。

（どうしよう。私のせいでアスランの信用がなくなってしまう……！）

　焦るニナにアスランが微笑んだ。

「俺なら大丈夫だよ、心配ない。それより他の方法を考えないと──ハンネス、何か意見はあるか？」

　扉の前に立っていたハンネスが、自信なさげに言った。

「そうですね。素人しろうとの考えですが……頭同士がぶつかって中身が入れ替わったのなら、もう一度、全力で頭をぶつけてみたらどうですか？」
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「用意はいいか？」

　がらんとした大広間に、ハンネスの声が響く。

　中央で、ドラゴン令嬢と対たい峙じするニナは真剣な顔でうなずいた。

　壁際には心配そうな顔のアスランと、縄を持ったマーセルと騎士コンビが待機している。

（ものすごく不安だわ）

　目の前の令嬢は、何が始まるのかと落ち着きなく視線をさまよわせている。だが張り詰めた空気を感じ取ったのか、やがて目を輝かせてニナを見すえた。しかも持ち前の闘とう争そう本能からか、興奮したように足で床を蹴っていた。やる気だ。

（どうしよう。不安しかない）

　全身にやる気をみなぎらせている令嬢に、ますます心配がつのった。

　ドラゴンのニナならいざ知らず、令嬢は普通の人間だ。全力でドラゴンと頭をぶつけたら最悪、死んでしまうかもしれないではないか。

　入れ替わった時はどうだったのかと思い、着替えさせる時に確認したが特に傷きず跡あとは残っていなかった。運よくコブくらいですんだのだろう。

　けれど今回はわからない。

「シャー！　シャー！」

　令嬢は嬉しそうに全身を小刻みに震わせている。

　胃が痛くなってきてニナは顔をしかめた。それはニナの体なのだ。元に戻った時に死んでいました、なんて冗談ではない。

　けれど他に方法もない。

「行くぞ！」

　ハンネスのかけ声とともに、令嬢が突っ込んできた。

　振り上げられた腕を力ずくで止める。ニナは覚悟を決めて息を吸い込むと、思い切り頭をぶつけた。

「シャー!!」

　令嬢が悲鳴をあげ、片方の手で側頭部を押さえた。

　痛そうだ。おじけづいて一歩引いたニナに、燃えるような目をした令嬢が、さらに強い頭突きをくらわせてきた。

「ギシャ！」

　ニナの比ひ較かく的てき柔らかいまぶたに令嬢の額が当たった。油断していたせいもあり、思いのほか痛かった。目元を押さえてヨロヨロと後ずさると、真っ赤な額をした令嬢が闘争本能むき出しで向かってきた。

「シャ──！」

「ギシャ!?」

　逃げようとしたニナだが、令嬢に足に嚙みつかれて転んでしまった。その背に令嬢が馬乗りになり、容赦なく爪で引っかきながら嚙みついてくる。

　あまり痛くはない。けれど何より怖い。迫力が違う。

「ギャギャ！」

　一回りも二回りも小さい令嬢に襲われて、必死に助けを求めるドラゴン。

　鬼き気き迫せまる、しかし、わけのわからない光景にぼう然としていたハンネスが、我に返ったように慌てて令嬢を引き離した。

「ドラ──じゃない、ニナ嬢、大丈夫か!?」

「ギャギャー……」

　大丈夫ではない。泣きそうだ。

　羽交い絞めにされた令嬢は髪を振り乱して激しく暴れている。目を見開き、全力でもがく姿は、自分自身の外見ながらさらに怖い。

（……よし。続きは休憩してからにしよう）

　完全にひるんでしまったニナに、暴れる令嬢を見ながら何か考かんがえ込こんでいたハンネスが低い声で言った。

「ニナ嬢、悪いが少し我慢してくれ」

「ギシャ？」と振り向いたニナの頭に、令嬢の頭が激しくぶつかった。

「ギシャ!?」

「シャー！」

　暴れる令嬢を羽交い締めにしたまま、ハンネスがニナに近づいてきたのだ。

　令嬢はまだまだやる気なので、何度も何度も頭突きをくらわせてくる。そこをハンネスが、うまい具合に頭同士がぶつかるように調整しているのである。

　しかし、いくらドラゴンといえど、遠慮なく同じ部分を何度も攻撃されたら、さすがに痛い。

（待って、待ってよ！　痛いってば！）

「我慢だ、ニナ嬢！　これできっと元に戻れる！」

　同情の色を顔に浮かべながらも、ハンネスは手をゆるめない。真剣に協力してくれているのだ。それは、わかる。わかるけれど──。

「おい、ハンネス！」

　止めようとしたアスランがマーセルに肩を叩かれた。何か耳元でささやかれている。「他に方法はない」とか言われているのだろう。

　騎士コンビも痛そうに顔をゆがめながらも、

「頑張れ、ドラン！」

　と声援を送ってきた。

（そ、そうよね。頑張ったら元に戻れるんだから）

　覚悟を決めたニナは令嬢の頭突きにひたすら耐えた。

　令嬢の方が何倍も痛いはずなのに、その攻撃はちっともゆるまない。ナイスファイトだ。感激だ。ニナの体でなければ、だが。

　やがて真っ赤になった額から血を流した令嬢が、ハンネスの腕の中で力ちから尽つきた。やり遂とげたような満足そうな顔でぐったりと目を閉じ、気を失っている。

　ハンネスが期待したような顔でニナを見てきた。

　暗い顔でゆっくりと首を横に振ると、「ダメか……」とハンネスが肩を落とした。

　縄を持って駆け寄ってきたマーセルが、気の毒そうにつぶやいた。

「痛いだけだったな」

　ニナはクラクラする頭を抱え、床に両手をついて落ち込んだ。




　その後も、ニナと令嬢は頑張った。

　薬湯につかったり、祈禱してもらったり、何が煮込んであるのかわからないドロドロの黒い液体を飲んだりもした。ニナは吐きそうになったし、令嬢はもちろんすぐに吐いた。

　万病に効く膏こう薬やくがあると聞けば、暴れる令嬢を押さえつけて何とか医師に背中に貼はってもらった。続けて背中を向けたニナに、「え？　ドラゴンも貼るの？」と頰を引きつらせられたりもしたが。

　カエルを使う魔術があると聞けば、腕によじのぼってくるカエルに、ニナは赤い体が蒼白になるまで耐えた。そして令嬢がカエルを食べようとしているのを見て、気を失い床に倒れたりもした。




（ダメだ。元に戻れない……）

　台所でニナは落ち込んでいた。

　考えつく全てのことはやってみた。もしかして、ずっと元に戻れないのだろうか。一生ドラゴンのままだったらどうしよう。

「シャー！」

　背後ではドラゴン令嬢が、からの皿を前にうなっている。ニナは揚あげ鶏どりを作っているところだ。

　令嬢はこの揚げ鶏が好物だと最近わかったのだ。シメた鶏の肉を小さく切って高温の油で揚げると、食欲をそそるいい匂いが台所に充じゅう満まんした。

　騎士隊員たちが匂いにつられて顔をのぞかせた。だが、鍋で鶏肉を揚げているのがエプロンをつけたドラゴンで、さらにそれを待つ令嬢が「シャー！」と吠えたので逃げていってしまった。

　令嬢は嬉しそうな顔で、皿を前にしておとなしく待っている。「今から好物を用意するから待て」と態度で示すと、静かに待てることも最近わかった。

　その様子に、ニナはなつかしくなって微笑んだ。ニナも小さい頃、母親がこうして揚げ鶏を作るのをテーブルについて待ったものだ。

「ギシャ」

　できたよ、と皿に揚げ鶏を盛る。令嬢が顔を輝かせて、がっつき始めた。すごい食欲だ。作ったものをおいしそうに食べてくれると、こちらまで嬉しくなる。

　夢中で食べる令嬢を、ニナはじっと見つめながら考えた。

　ずっと、このままだったら本当にどうしよう。アスランはずっとここにいていいと言ってくれたけれど、一生この生活が続くわけはない。アスランだっていずれは誰かと結婚して、ここを出て行くだろうし。何しろ第二王子だ。誰もがうらやむような女性と国をあげて祝われるに違いない。

　そうなったら自分は──自分たちは、どこに行けばいいのだろう。

　中身がドラゴンである限り、令嬢はニナの家族の元には返せない。自分は遠い北方の地へと送られるか、よくて一生、檻の中だ。そこでドラゴン令嬢と一緒に暮らすのか。死ぬまで、ずっと。

　考えると、どこまでも真っ暗闇に落ちていくような感覚だ。救いがない。

　それと──。

　心にコツンと当たるものがあった。正体はわかっている。

（バカだなあ）

　ニナはゴツン、ゴツンと音をたててテーブルに額を打ちつけた。悩んでいる時の昔からのクセだ。

　アスランが誰かと結婚する時、誰かと幸せそうに寄り添う姿を心から祝える自信がない。

　迷惑ばかりかけているドラゴンのくせに、こんなことを考えるなんて、おこがましいにもほどがあるとはわかっている。

　アスランが面倒を見てくれるのも、優しい笑顔を向けてくれるのも、ドラゴンと入れ替わったニナに同情してくれるからだとわかっている。

　危険なドラゴンにこんなにしてくれる人は他にいない。感謝しかない。ちゃんと、わかっている。

　それなのにアスランの幸せを心から祝えない、これも本心なのだ。

（何て嫌な人間なんだろう……）

　何てわがままなんだ、最低だと、ニナは自分を罰ばっするようにさらに強く額を打ちつけた。

「シャー！」

　令嬢の声に顔を上げる。テーブルに身を乗り出した令嬢が、ニナの顔をのぞき込んでいた。

（もしかして、なぐさめてくれているのかな）

　思わず感激したが、違った。令嬢は揚げ鶏のおかわりを要求しているだけだった。からの皿を指して、しつこく「シャーシャー」言っている。

「ギシャ」

　落胆して「もうないよ」と首を横に振った瞬間、怒った令嬢に「もっと、よこせ」というように腕に嚙みつかれた。
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　ニナはアスランのいる執務室へとお茶を持っていった。

「ああ、ありがとう」

　アスランが微笑み、ニナも嬉しくなって「ギシャシャ」と笑い返した。ニナにできることはこれくらいだ。これでアスランが笑ってくれるなら何度でもお茶を淹れる。

　大きな窓から暖かな日ざしが差し込んでいた。背を向けたアスランの銀髪が日ざしに溶とけ、なだらかな肩の線が光に縁取られる。そのさまは、いつもながらとてもきれいだ。

「なかなか、うまくいかないな」

　アスランがひとりごとのようにつぶやいた。

　苦い思いが込み上げてきてニナはうつむいた。このままでは家族にも会えないし、アスランに以前に頼まれた「人間に戻ったら返す労働力」も返せそうにない。

　無力感にさいなまれて唇を嚙みしめるニナを、アスランがじっと見つめた。

「俺はずっと、このままでもいいよ」

　ニナははじかれたように顔を上げた。何を言われたのか頭で理解できず、両目をカッと見開くドラゴンに、アスランが微笑んだ。

「俺に対して申し訳ないとか思っているなら、それは違う。ニナがそばにいることによって、レッドドラゴンを手なずけたと、俺に対する周りの評価は勝手に上がっていくんだから。

　ニナの家族への『必ず元に戻す』との約束が守れないのは心苦しいが、きちんと説明して頭を下げるよ。世せ間けん体ていや見み栄えより娘の笑顔を大事にする、あの家族ならきっとわかってくれる。そしてニナは今のまま、ここで暮らしていけばいい。俺はどこにも行かないよ」

　いったん言葉を切って、にっこりと笑った。

「夫婦だからな」

　優しい笑顔は、それが本心だと告げていた。

　心の中がいっぱいになった。行く先が見えないとか家族に会えないとか、将来アスランの隣に並ぶ人を見たくないとか、そういった不安で嫌な気持ちがどうでもよくなった。

　この人が大事だ。

　とても、とても大事な人だ。

　たとえ、この先どうなろうとも、自分は全力でこの人を大切にする。

　浮かんできた涙を食い止めるように「ギシャシャ」とニナは笑った。

　涙をこらえているせいで目元に力が入り、その分いつもより歯がむき出しになってしまったけれど、そんなことは気にならない。

　机に頰づえをついたアスランが、「その笑い方に慣れてきたよ」と苦笑した。向かい合ったまま、ニナは「ギシャギシャ」と心の底から笑い続けた。




「ドラン、頼む！　一緒に来てくれ！」

　ルークが慌てたように呼びに来た。掃除をしていたニナは、ほうきを持ったまま食堂に駆けつけた。そこには散乱したビスケットと、騎士隊員の腕に嚙みついているドラゴン令嬢の姿があった。

　ニナは急いで令嬢の口を力ずくで開けて、隊員から引き離した。

「くそ！　思い切り嚙みつきやがって」

　歯型の残る腕をさすりながら隊員が苦々しそうにつぶやく。

「ギャギャ！」

　ダメ！　とニナは令嬢の目を見て言い聞かそうとしたが、興奮の冷めない令嬢は「シャー！」と叫び続けている。

　力ずくで止めてくれていいのに。凶暴だが、力は普通の女性並みだ。普段から鍛きたえている騎士隊員たちなら簡単に止められる。

　ニナの表情から言いたいことを読み取ったのか、騎士コンビが顔を見合わせた。

「まあ、そうなんだけどさ……」

「わかっているんだけど、見た目が普通の女の子だしな。しかも貴族の令嬢だし……」

　歯切れが悪い。ニナはため息をついて、もう一度強く「ギャギャ！」と令嬢に言い聞かせた。このまま一生、ドラゴンは令嬢の姿のままかもしれないのだ。行儀作法はとても無理だろうが、せめて人に嚙みついたり引っかいたりしないようにしてもらいたい。

　真剣な顔のニナの前で、令嬢は知らんぷりで床にうずくまり、足で頭をかいている。「ギャギャー！」とほうきを持ったまま怒るニナに、トウマが小さな声で耳打ちした。

「でも今回は、この令嬢だけが悪いんじゃないんだ。嚙まれた騎士隊員──俺たちの先せん輩ぱいなんだけど、令嬢が食べていたビスケットを面おも白しろ半はん分ぶんに奪うばい取とったんだよ。それで令嬢が怒って嚙みついたんだ」

　何だと。被害者面で腕をさすり続ける隊員に、ニナは「ギシャー」と怖い顔で振り向いた。隊員が一瞬で青ざめる。

「悪かったよ。もう、しないから！」

　慌てて逃げていった。

　令嬢はといえば、床に散らばったビスケットを拾って食べている。

（事情も知らずに一方的に怒っちゃったな……）

　反省したニナは令嬢の首筋に手を伸ばした。爪を丸めた手のひらの中に隠して、そっと令嬢のあごの下をなでる。「ごめんね」の気持ちを込めてなで続けると、令嬢がおとなしくなり、やがて気持ちよさそうに目を細めた。

「ドラン、すげー。あの令嬢がなついてる」

「確かにすごいな。変な光景だけど」

　騎士コンビが感かん嘆たんの声を出した。

　令嬢はニナになついているというわけではない。ただ同じ事情を持つ者──という認識まではないだろうが、それに近い雰囲気を感じているとは思う。仲間だと、そう思っていてくれたら嬉しい。

　ゴロゴロと猫のようにのどを鳴らす令嬢に、ニナは微笑んだ。

　その時、マーセルがひょいと顔を出した。

「喜べ、ドラゴン。新たな魔術師のおでましだぞ」




　応接室で、ニナたちはいつものようにソファーに座った。向かい合う魔術師はまだ若い。足首まである黒のローブを着ている。特に暑くもないのに、蒼白な顔から筋の浮いた首へと、だらだらと汗あせが流れていた。

「……具合でも悪いのか？」

　アスランがいぶかしげに聞くと、魔術師が飛び上がるように反応した。

「い、いえ！　全然！　全然、元気です！　はい！」

　声が裏返っている。アスランが戸口に立つマーセルをそっと呼んだ。

「この魔術師は大丈夫なのか？　お前が連れてくるのは妙みょうな奴ばかりだな」

「俺が連れてきたのではなく、彼が自ら申し出てきたんですよ。城にいる魔術師です。年は若いですが腕は確かなようですよ。いつものように身元も調べましたが、きちんとしていました」

「そうか……。緊張しているだけなのか」

　渋々と納得した様子のアスランに、魔術師がつっかえながら言った。

「も、申し訳ありませんが、人払いをしていただきたいのです。ドラゴンとご令嬢だけを残して、あとの方は部屋の外でお待ちください。そ、そうでないと私の魔術は使えません！」

　アスランとマーセルが眉を寄せたが、魔術師は頑がんとしてゆずらない。

「わかった」とアスランが息を吐いた。仕方ない、といった感じだ。

「扉のすぐ外側にいるから」

　ニナに言い残し、心配そうに振り返りつつ部屋を出て行った。

　残ったのはニナと令嬢、魔術師だけだ。

　魔術師がおもむろに立ち上がり、扉の内側から静かに鍵をかけた。

「ギシャ？」

　ニナを見つめる魔術師の目が揺れている。何か必死に頼み込んでいるような、許しを乞こうているような、そんなふうに見えた。

「すまない……」

　魔術師の口が小さく動き、胸元から取り出した丸薬のようなものを思い切り床にぶちまけた。

「ギシャ!?」

　煙えん幕まくだ。何重にも煙が巻き、あっという間にニナたちを包み込む。何も見えない。おまけに刺激物が含まれているのか涙が止まらず、目が開けられない。

　パニックになるニナの耳に、窓枠が強ごう引いんに壊され、埋め込まれたいくつもの小さな丸ガラスが割れる音が響いた。

「ニナ、どうしたんだ!?」

「おいドラゴン!?　くそ、開かない！」

　扉の外からアスランとマーセルの大声と、激しく扉を叩く音がした。

「シャー！」と戸惑うような令嬢の声が聞こえた。それを頼りに、ニナは痛む目を一生懸命開けながら、右も左もわからない煙の中を突き進んだ。

　突然、黒い人影が目の前に現れてニナは息を吞んだ。魔術師かと思ったが違う。

　人影が小さく笑った。

「久しぶりだな、レッドドラゴン。王都内の森で逃げられて以来だ」

（誰!?）

　人影が腕を振り上げた瞬間、ニナのこめかみに割れるような衝撃がきて目の前が真っ暗になった。
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　意識を失いそうになったニナは、「シャー！」というドラゴン令嬢の叫び声でハッと我に返った。

　こめかみを殴られて頭がクラクラするし、目も痛む。しかし、だいぶ煙は薄くなってきていた。

　部屋の中央で人影──無ぶ精しょうひげを生やし薄うす汚よごれた服を身にまとった男の腕に、令嬢が嚙みついているのが見えた。

「何だ、この女は!?」

　うろたえたように男が思い切り腕を振り回し、力任せに令嬢を床に放り出した。床に激げき突とつする。それでも素早く体勢を立て直した令嬢が、目をらんらんと光らせて男を見すえた。

「くそ、何なんだよ……」

　男が、心から気味悪そうな声を出した。

「ギシャ！」

　ニナは急いで駆け寄ろうとしたが、頭がクラクラしてうまく前へと進めない。

　背後にいた男の仲間が、ふらつくニナの背中を蹴って縄をかけようとした。

「おとなしくしろ！　目当てはお前だけなんだから」

「何をモタモタしている。早くドラゴンを縛って連れ出すぞ！」

　なぜ自分を──ドランを狙うのか。

　この男たちは先ほど「王都内の森で逃げられて以来」だと言った。ドランはこの男たちから逃げていたのか。だから一匹きりで森にいた。その途中で、ニナとぶつかって体が入れ替わったのだ。

　この男たちは、逃げたドランを連れ戻しに来たのだ。

「ニナ、大丈夫か!?　今、行く！」

　扉の向こうから、アスランたちの声と、扉を壊そうとしている激しい音が聞こえてきた。男たちが焦ったように小型の剣を抜いた。

　と同時に、令嬢が闘争本能むき出しにして男たちに向かっていった。

（ダメ……！）

　ドラゴン令嬢が殺されてしまう。何とかして止めようと、ニナはもがいて縄を体から振り払い、令嬢目がけて全力で走った。

「開いた！」

　爆ばく音おんとともに扉が壊され、アスランや騎士隊員たちが室内に飛び込んでくる。

　そこで、剣を構えた男たちと、そこに突っ込んでいくニナと令嬢の姿を目にしたのだろう。アスランの悲鳴まじりの声が聞こえてきた。

「待て、行くな！」

　すさまじい形相で突っ込んでいく令嬢の前に、ニナは体勢を崩しながらも間一髪立ちふさがった。そこへ令嬢が飛び込んでくる。

　全てがほんのまばたきする一瞬に起こったことなのに、その時の光景はやけにゆっくり動いているように見えた。

　すぐ目の前にある令嬢の顔。頰についた一かけらの泥、何重にもしわのよった眉み間けん、燃えるような勢いを秘めた茶色い目。

　そして、その目の中に映るドラゴンのニナの姿。

（あの時と一緒だわ）

　ニナは息を吞んだ。思い出したのだ。王都内の森でぶつかる直前にも、ドランの鋭い目の中に映る、自分自身の姿がはっきりと見えた。

　ふれ合えるほど令嬢の顔が近づく。頰の毛穴さえ見えるほどだ。そして──。

　すさまじい衝撃とともに、ニナと令嬢の頭がぶつかった。







「──ナ！　ニナ！」

　必死で呼びかけてくるアスランの声が聞こえる。ニナはうっすらと目を開けた。ニナが横たわっていたのは応接室の硬い床だった。

　令嬢と頭同士がぶつかって気を失っていたようだ。

　激しく痛む頭を押さえながらゆっくりと上半身を起こす。部屋のすみに、縛られてふてくされた顔をしている男たちと、それを取り囲む騎士隊員たちが見えた。

　そしてニナのすぐ隣に、こちらに背を向けたアスランがいた。「ニナ、大丈夫か!?」と必死に向こう側に呼びかけている。その先には──目を閉じたドランの姿。

（……え？）

　頭の中が混乱した。それでも一生懸命ドランに向かって呼びかけるアスランに、それは私じゃない、と伝えようとして──。

「私じゃない」

　言葉が出た。驚いて口元を押さえた手は柔らかかった。続けてさわった頰も。ドラゴンの硬いうろこにおおわれた皮膚ではない。

（戻った……の？）

　慌てて髪の毛や肩や腰をさわる。見下ろすと、スカートのすそから二本の白い足がのぞいていた。

　人間だった。元の令嬢の姿だ。

（戻った！）

　嬉しいような信じられないような様々な感情が、一度に込み上げてきて息がつけない。

（待って。私が戻ったということはドランも──）

　床に片膝をついたアスランが見下ろす先で、ドランがぴくりと身動きした。うっすらと目を開ける。

　外見は凶暴なレッドドラゴン。そして中身もまた──。

「よかった、ニナ！」

　心底ホッとしたように笑顔になるアスランを、ドランが見すえる。鋭い切っ先のような凄すごみが、赤い両目に宿っていた。

「ニナ？　どうかしたのか？」

　アスランが、いぶかしげな顔をしながらも手を伸ばした。その瞬間、

「シャ──!!」

　腹にズシンと響く咆哮をあげたドランが、アスランに嚙みつこうと大きく口を開けた。

「ドラン、ダメ！　やめて!!」

　ニナはありったけの大声を出して、アスランとドランの間に立ちふさがった。ドランの赤い口内と鋭いキバが間近に迫り、生暖かい息が顔にかかる。全身の毛穴がぶわっと開いた気がした。

（嚙まれる!?）

　恐ろしくて冷ひや汗あせが滝たきのように流れてくる。それでも、ここをどく気はない。

　アスランを守るのだ。

　ニナは覚悟を決めて目を閉じ、顔をそむけた。




　けれど覚悟していた、鳥肌がたつほどの痛みも衝撃もこなかった。

「……？」

　恐る恐るニナが目を開けると、ドランがフンフンとニナの顔や体の匂いをかいでいた。ニナの髪の毛に鼻をくっつけて不思議そうに首をかしげる。続いてニナの胸や腹の匂いをかぎ、再び不思議そうに、きょとんとした顔でニナを見つめてきた。
















　前にもこれと同じようなことがあった。

（さっきまで自分の体だったから、私の匂いを覚えているんだわ）

　同じ匂いのする仲間、といったところだろうか。ドランがニナの隣でおとなしく体を丸めた。

（よかった。本当に死ぬかと思った……）

　安堵のあまり膝から力が抜けた。座り込んでしまったニナの背後から、アスランのぼう然とした声が聞こえてきた。

「もしかして元に戻った……のか？」

　振り返り、目が合った。

　ああ、アスランだ。無事でよかった。ニナは泣き笑いの表情で「うん、うん」と何度もうなずいた。

　アスランが目を見開き、まじまじとニナの顔を見つめてくる。そして、こらえきれないといったように笑い出した。

「──すまない。ドランの時と笑い方が同じだから」

　どういうことだ。歯をむき出しにして笑ってなどいない。言われた意味がわからず、目をぱちぱちさせるニナを見て「やっぱり同じだ」と、アスランがつぶやいて笑いをこらえている。

　何なのだ。元に戻ったというのにドラゴンの時と同じとは納得いかない。

　やがて笑いのおさまったアスランがニナを見つめた。これまで見てきたドランを、ニナの中に確認するように。深く青い目がゆっくりと微笑んだ。

「よかったな」

　短い言葉だが、込められた思いは深い。

　ニナは何度もうなずき「ありがとう」と笑った。

「おい、これは何だ？」

　マーセルの鋭い声が飛んだ。振り返ると、捕らえた男の上着のポケットに入っていたものを、マーセルが見つけたところだった。

　手のひらくらいの大きさの赤いもので、先端に穴を開けて麻あさひもを通してある。一見するとお守りのようだが違う。何かわかった瞬間、ニナは息を吞んだ。

　第一関節から切り落とされた、爪のついたドラゴンの指先だった。ドランの指よりかなり大きいから、大人のドラゴンのものだろう。ドランと同じく皮膚が赤い。まさか──。

　剣けん吞のんな顔つきになるマーセルに、男たちが焦ったのか、顔をゆがめてわめき出した。

「違う！　それは確かにそこのドラゴンの母親のものだが、俺たちが殺したんじゃない！　フエル山のふもとで偶然その母子を見つけた時は、母親はすでに死んでいたんだ。噓じゃない！　だいたい母親が生きていたら、とてもじゃないが子供のドラゴンなんてさらってこられない。凶暴なレッドドラゴンなんだぞ！」

　口角から泡を飛ばしながら必死に話す様子は、噓をついているようには見えない。

「本当だよ！　病気か事故かは知らないが母親はすでに死んでいた。そのドラゴンが鳴きながら、死んでいる母親にすがりついていたんだ。子供のレッドドラゴンなんて、滅めっ多たに手に入るものじゃない。裏で高値をつける買い手はいくらでもいる。しがない盗とう賊ぞくの俺たちにも、ようやく運が向いてきたと思って──！」

「どこかに売るためにドランをさらったのか。母親の指先を切り取ったのは記念のためか？」

　マーセルが吐はき捨すてるように続ける。

「そしてドランを運んでいる途中、王都の森付近で逃がしてしまったと。そういうことか？」

「そうです」と男たちがうなだれた。

「そうか。それでアスラン殿下がドランを保護したと耳にし、連れ戻すために、あの魔術師を脅して城内に入り込んだと」

　蒼白な顔で壁際に立ち尽くしていた若い魔術師が、ビクッと体を震わせた。

「申し訳ありません！」と床につきそうなくらい頭を下げる。

　ひたすら頭を下げ続ける魔術師を、アスランがじっと見つめる。やがて視線を外し「その男たちを連れて行け」と騎士隊員たちに命じた。「城の衛兵に引き渡せ」

　縄で縛られ、のろのろと立ち上がる男たちが、ちらりとドランを見た。悔しさと未練が入り混じったような目だ。彼らにとってドランは高値がつく、ただの商品なのだ。

　引き立てられていく男たちに、不意にアスランが微笑んだ。ニナがドラゴンより怖いと何度も思った、あの優雅な微笑みで。

「ドラン」とアスランが呼んだ。もちろんドランは反応しない。それでも構わず、アスランはドランに向かって話し続けた。

「お前は頭のいいドラゴンだ。人間にもなつくし、言葉も理解する。この男たちがお前をさらってきた。顔をよく覚えておけ。いつでも彼らの元に行けるように」

　何を言っているのだ。ニナは呆気にとられた。ドランは人の言葉なんて理解しない。しかし、そんなことを知らない男たちは震え上がっている。

　……そうか、と理解した。彼らは噂通り、ドランがアスランになついていると思っているのだ。

　ニナは隣にいるドランの首筋をそっと押した。ドランが身じろぎし、ゆっくりと顔を上げる。

　彼らには、それだけで充分のようだった。眼光鋭い凶暴なレッドドラゴンが、自分たちの顔を覚えた。青ざめた顔にも揺れる目にも、はっきりと恐怖の色が浮かんでいた。

「ああ、もう覚えたのか。さすがだな、ドラン。これで彼らが牢ろうに入ろうが、どこかの孤こ島とうに流されようが追いかけられる。すぐに体も大きくなるしな」

　たたみかけるアスランはとても楽しそうだ。

　男たちが何とか顔を隠そうとするが両手が縛られているため、うまく隠せない。冷や汗をかきながら必死に体ごとそむける彼らの顔を、ハンネスとマーセルが後ろから、無理やりドランに向けて固定した。途端に彼らは、悲鳴まじりのわめき声をあげた。

　しばらくして、引きずるように彼らが連れて行かれた。

　その後でアスランが、マーセルから渡されたドラゴン母の指先を、ドランの前にそっと置いた。

　ドランがむくりと起き上がり、床に転がった指先に鼻を近づける。と、勢いよく鼻をくっつけて匂いをかぎ出した。切り取られてからだいぶ日数が経たっている。母親の匂いが残っていたとしても、かすかだろう。それでも、かけらでもいいからなつかしい匂いをかぎたいというように、必死に鼻を動かす。

　そして「シャー……」と小さく鳴いた。

「シャー……シャー……」

　いつもの激しい鳴き声とは全く違う、胸を締めつけられるような悲しげで切ない響きだった。母親を恋こいしがって泣く子供そのものだ。

　ドランは一匹ぼっちなのだ。母親を失った時から、今もずっと。

　たまらなくなってニナはドランを抱きしめた。途端に「シャー！」とドランがキバをむいた。なつかしい母親のことで頭がいっぱいで、ニナのことが抜ぬけ落おちてしまったかのようだ。けれど──。

　ニナはゆっくりとドランのあごの下部分をなでた。ドラゴンだった時は爪をたてないように、そろりそろりとなでたものだが、今は違う。ぐりぐりと分厚い皮膚を強く押すようになでた。

　ここにいる、ここにいるよ、と教おしえ込こむように。

　ドランがゆっくりと口を閉じた。まばたきをしながらニナをのぞき込んでくる。きょとんとした顔は、目の前にいるニナがさっきまで自分の姿だったと気付いているのかまではわからない。

　それでもニナは笑った。涙のたまった目で笑って、ドランの太い首を強く抱きしめた。

「一緒にいよう。お母さんにはなれないけど、仲間になって、友達になって、ずっと一緒にいよう。『体を分け合った』仲間だもの。またお風呂で体を洗ってあげる。揚げ鶏だっていっぱい作ってあげる。今度は体が大きいから、もっとたくさん作るよ。おかわりもね」

　言葉が通じたとは思えない。それでもドランは応えるように、かすかに目を細めて「シャー」と鳴いた。

　それだけで充分だ。ニナはもう一度、ドランの首をぎゅうっと強く抱きしめた。
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　元の姿に戻って数日。ニナは周りの、自分に対する反応がおかしいと思っていた。

　まずハンネス。先日、これまでの礼を兼かねて、甘いお菓子とともにお茶を持って、ハンネスの執務室を訪おとずれた。ハンネスが熱心に日誌を書いていたので、邪魔しないように机の端にそっとカップを置く。と、気配を感じたらしく顔を上げた。

「ありがとう──うお！」

　盆を持ったニナを見て、目を見張り固まってしまった。混乱している。「おいおい、ドラゴンじゃなくて令嬢が茶を持ってきたぞ」というように。

　本来ならドラゴンではなく令嬢がお茶を持ってくるのは当たり前なのだが、気持ちはわかる。ニナは静かに言い添そえた。

「あの、元に戻りましたから」

「──そうか、そうだったな」

　思い出したといった感じでつぶやき、ハンネスが照てれ隠かくしのようにお茶をすすった。

「うまい。ドラゴンの時と同じ味だ」

　褒められているのだろうか。そう、きっと褒められているのだ。

　複雑な気持ちになりながら、ニナは「ありがとうございます」と頭を下げた。

　部屋を出て廊下を歩いていると、角を曲がったところでマーセルと行き合った。

「お」

　マーセルが隊服のポケットをさぐり、おもむろに紙袋に包まれたビスケットを取り出した。前にも同じことがあった。なぜビスケットを常備しているのか。好物なのか。

　それより、あの時はドラゴンだったニナは犬扱いされたものだ。なつかしいなと微笑んでいると、マーセルが笑顔でビスケットを遠くへ投げた。

「ほーら、取ってこーい」

　おかしいだろう。一瞬で微笑みが消えて無表情になったのが自分でもわかった。

　反応しないニナに「あれ？」といった感じでマーセルが眉根を寄せて考えている。

「そうか。もう中身がドラゴンじゃないんだ」

　とても残念そうな顔つきになった。

　なぜ残念がる。そもそも、ドラゴン令嬢に何てことをさせていたのだ。彼女は犬ではない、ドラゴンだ。そして姿は令嬢だ。こんなビスケット一枚に──いや、ドラゴン令嬢なら喜んでビスケットを取りに行っただろう。

　姿はニナのドラゴン令嬢が一目散にビスケットを追いかけ、飛びつき、嬉しそうに食べている様子があざやかに思おもい浮うかんだ。むなしいというより悲しくなってくる。

　ニナはがっくりと肩を落として、無言でマーセルの横を通り過ぎた。

（私、元に戻ったよね？）

　言いようのない不安が込み上げてきた。

　さらに不安をあおるように、盆を片付けようと台所に足を踏み入れた途端、そこにいた騎士隊員たちが裏口から逃げていってしまったのだ。

「おい、あの令嬢が来た！」

「逃げろ！　嚙まれるぞ！」

　と大声をあげて。

（私、本当に元に戻ったよね!?）

　戸口に一人たたずんだまま、ニナは大声で誰かを問とい詰つめたくなった。

　入れ替わりを知らなかった他の騎士隊員たちにも、先日ハンネスが説明したのだ。彼らの反応は様々で、納得したような顔をする者もいれば、全く信じていない様子の者もいたという。

　それでも彼らは、令嬢の中身が今はニナであると知っている。それなのに。

（どうして逃げるんだろう。私は人なんて嚙まないのに）

　不安というよりは、はっきりと焦りだ。

　そして、とどめを刺すように騎士コンビ。二人が廊下の向こうから歩いてきて、ニナはホッとして思い切り手を振った。

　思えばこの二人にはとても世話になった。ドランだったニナにまるで友人のように接してくれて、元に戻るために協力してくれた。話せるようになった今、きちんと口に出して礼が言いたい。

「あの──！」

「うわあ！」

　ニナと目が合った瞬間、大声をあげたのはルークだった。

「来るなあ！　俺はハチミツなんて持ってないぞ！」

「俺もだ！」

　トウマの顔もこわばった。そしてニナが次の言葉を告げる前に、二人は身をひるがえして走っていってしまった。おかしい。

（状況が悪化している気がする……）

　ドラゴンだった時より珍ちん獣じゅう扱いされている気がする。

　嬉々として上げた行き場のない手をこっそりと下ろし、ニナは窓の外に広がる緑をひたすら見つめた。




「ねえ、ドラン。私たち、ちゃんと元に戻ったよね？」

　中庭の檻の中で、丸まって目を閉じているドランに話しかけると、ドランが面倒くさそうに片方の目を開けた。

　ニナの姿を見て、ゆっくりと近寄ってくる。格子越しにフンフンと匂いをかぎながら、ニナの手にも背後にも揚げ鶏がないと確認したのだろう、途端に興味のない顔つきになった。そして元の位置に戻り、また丸まって目を閉じてしまった。

　昨日たくさんの揚げ鶏を持ってきた時は、目を輝かせてニナの手に顔をすりつけていたというのに。冷たい。ニナはそっとため息をついた。

　数日前から、別棟の奥庭にドランのための広い獣舎を建設中だ。完成するまではこの檻の中で過ごすことになっている。

「ドランは成長したら、ドラゴンが多く住む北方の地で暮らした方がいいと思う。人間に囲まれて檻の中で飼うより、たくさんの仲間に囲まれて伸び伸びと暮らす方が、ドランのためだと思うんだ」

　アスランが言った。

「でも、いずれは、だ。レッドドラゴンは成長するまで母親がそばにいて世話をする。だからその時期──ひとり立ちするまで、ここで一緒に過ごそう。以前、視察に行ったドラゴンの保護施設の職員を呼んだ。ドランはニナの匂いにしか反応しないから協力してやって欲しい。世話の仕方を教わって、野に戻す訓練もしないと」

　ドランにとってのよい環かん境きょうが何より大事だと、ニナもわかっている。

　寂しさを押おし殺ころして深くうなずくニナに、アスランが微笑んだ。

「ここにいる間は、本来、母親が与えるはずだった愛情を代わりに注いでやろう」

　ドランの母親が、何よりドランに与えたかった愛情を。

　ニナは、今度は笑顔でうなずいた。

　たとえニナがドランに言ったように母親の代わりにはなれないとしても、できることはあるはずだ。体を分け合った仲間として、友達として一緒に過ごそう。ドランが大きくなった時、ここも悪くなかったなと思い出してもらえるように──。

　ドランは檻の中でフゴフゴと鼻を鳴らしながら平和に眠っている。元の体に戻ったからか、少し落ち着いたようだ。そんなドランを見ていたら少しやる気が出てきた。

　落ち込んでいても仕方ない。今の自分にできることをやろう。

　中に戻り、廊下のすみにある木製の掃除用具箱から、ほうきを取り出す。

　そこにしまってあるドラン専用となっていた白いエプロンを、何げなく着てみて感激した。ドラゴンの時とは違い、サイズがぴったりだ。頭の部分のひもをかぶるのが精一杯ではない、後ろでリボン結びまでできてしまう。

　ニナは感動に打ち震えた。どうしよう、泣きそうだ。

　エプロンをつけた姿を、用具箱の扉の裏に取りつけられた姿見に映す。くるりと回ったり、ポーズを決めたりして、ようやく満足したニナは掃除を始めた。




　トウマは、ルークと一緒にニナを捜していた。

　先ほど、元に戻ったはずのニナをドラゴン令嬢だと思い込み「ハチミツなんて持っていない！」と逃げ出してしまったからだ。

　元に戻ったのだと頭ではわかっているのだが、急に出会ってしまうととっさに、あのドラゴン令嬢だと思ってしまう。それほど、あのドラゴン令嬢は異様だった。

「しまったよなあ。思わず逃げちゃったけど、ドラン傷ついたかな？」

「おそらくな。それよりもう『ドラン』じゃないだろう」

　トウマの言葉に、ルークが困惑したような顔を向けてくる。

「じゃあ何て呼べばいいんだよ？　アベーユさん？　ニナさん？」

　トウマは首をかしげた。元ドランのニナを、果たして何と呼べばいいのか。

　中身が今まで仲良くしてきたドランだとわかっている。でも外見が女の子で、しかも貴族の令嬢だ。頭ではわかっていても、彼女がドランだとはとても思えない。

「まあ、今は呼び方を考えるより、ドラン──いや、ニナ嬢？　を捜さないと」

　逃げてしまったことを謝らないといけない。ニナ相手には違和感だらけでも、ドラン相手になら、きっとそうするだろうから。

　やがて廊下のすみに置かれた掃除用具から、ほうきを出しているニナを見つけた。

　謝ろうと思っていたのに、あの外見を見た途端に躊躇してしまった。やっぱり慣れ親しんだドランと一いっ致ちしないのだ。ルークも同じようで、二人は廊下の角からこっそりと顔だけ出して様子を見ることにした。

　ニナはいつもドランがつけていたエプロンを、いそいそと着ているところだった。

（やっぱり気に入っていたんだ）

　明らかにサイズの小さいエプロンをつけて「ギシャシャ」と笑っていたドランを思い出し、トウマは少し笑った。

　そしてニナはというと、姿見の前でエプロンのすそをつまんでみたり回ったりと、嬉々としてポーズをとっている。おそらく久しぶりの人間の姿が嬉しくてたまらないのだろうと察しはついたが、そのポーズがどこかぎこちない。はっきり言うと、かわいくない。決まっていない。

「何か──ドランだ」

　感心したようにルークがつぶやいた。

　トウマもうなずき、ふと以前にも同じことがあったなと思い出した。ドランと仲良くなる前、凶暴なドラゴンだと思っていた時に、こうして物かげから怖こわ々ごわドランの様子をのぞいていたものだ。

　やがて満足したのか、ニナがほうきで廊下を掃きながら鼻歌をうたい出した。以前ドランがうたっていた鼻歌と同じ曲のようだ。しかも同じように調子が外れている。はっきり言って音痴だ。その歌を聞いていたら、掃除をする後ろ姿が似ても似つかないのに、なぜだか、かぶって見え──。

「「ドランだ！」」

　目の前の令嬢とおかしなドラゴンが完全に一致して、トウマはルークと顔を見合わせて叫んだ。

　その声にニナが振り返る。

「いつから、いたの!?」

　目を見開き顔を真っ赤にして、ほうきを持ったままワタワタと焦っている。

　この、おかしな動き。ドランだ。この令嬢はまぎれもなくドランだ。

　トウマは心の底から納得した。
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　夜もふけて、アスランは別棟内の正面階段をのぼっていた。

　片方の手で無造作に襟元をゆるめつつ、長い廊下を歩き突き当たりにある寝室に向かう。

（もう、あのドランはいないんだな）

　扉を開けても、寝台で「ギシャー」とも「グシャー」ともつかぬ寝息をたて、丸まって眠るドラゴンはいない。心底、寂しく感じてしまったことに苦笑した。

　ニナは元の体に戻った夜から客間で寝ている。「今夜から違う部屋で寝かせてもらいます」と、おずおずと言ってきたのはニナの方だ。もちろんアスランも同意した。人間の女性になった今、同じ寝台で寝るわけにもいかない。

　背筋がゾッとするようなドランの歯ぎしりさえなつかしいなと微笑みながら、寝室の扉を開けた瞬間、ギョッとした。

　ドランが寝ていた場所に、同じように体を丸めてニナが寝ていたからだ。

　布団もかけず、形が変わればドランそのものだという格好で手足を丸めて眠っている。寝息は静かだが、眠る顔つきも同じだ。

　なつかしさと愛いとしさが込み上げてきて思わず頭をなでたら、さわり心地がドランとは全く違っていて、慌てて手を離した。ゴツゴツした固さではなく吸いつくようになめらかで、もう人間の女性なのだと再認識した。

（どうするかな）

　ニナを起こさないように、寝台の枕元にそっと腰かける。

　かすかな振しん動どうが起こったが、ニナが目覚める気配はない。昼間に着ていたワンピースのままで、すっかり深い眠りに入っている。あまりの眠ねむ気けで頭が働かず、ついドランだった時のクセでフラフラと、ここで寝てしまった、そんなところか。

「ドラ──ニナさんは前からよく働きましたけど、最近さらに働くんですよね。掃除とか洗濯とか、ほぼ一人でこなしているくらい。そんなに根を詰めなくていいって言ったんですけど、アスラン様と交かわした『人間に戻ったら、ちゃんと労働力を返す』という約束を守らないと、と言っていましたよ」

　と教えてくれたのはルークだ。

　ニナはアスランとの約束を勘違いしたままらしい。

　アスランは脚を組み、膝に頰づえをついて、眠るニナを見つめた。

　鼻の頭と頰が日に焼けている。ドラゴン令嬢の頃の名残なごりだろう。けれど全体的に肌は白く、茶色い長い髪が真っ白なシーツに流れる。

　約束まで取りつけておいてどうかとは思うが、アスランは正直、今のニナに戸惑っていた。ドランの時と中身が一緒だとよくわかっている。が、やはりドラゴンとは外見が違い過ぎる。

　ドラゴンだったニナはそのまま受け入れられたのに、人間になった途端に違和を感じるというのは、おかしな話だ。

　いや「違和感がある」というよりは、「しっくりこない」それが的確かもしれない。

「ニナ。ニナ」

　呼びかけると、やがてニナが目を覚ました。深い眠りから無理やり起こされたように、ぼうっと宙を見つめている。

「そこで寝られると、ちょっと……。あと、そのままだと風邪をひく」

　妙にためらいがちな言い方になってしまった。

　ニナは何を言われているのかわからないというように、ぼんやりとしていた。が、やがて状況を吞のみ込こんだようで、ハッと目を見開いて青ざめた。

「わ、私、何てことを！　ついドランだった時のクセで……ごめんなさい！」

「謝る必要はない。大丈夫か？　客間まで送っていこうか？」

「とんでもないです！　大丈夫です、失礼しました！」

　今度は顔を真っ赤にしてうろたえながら、ニナは転げるように寝室を出て行った。

「……」

　一人になったアスランはモヤモヤした気持ちを持てあましつつ、「寝るか」とつぶやいた。

　すると、ためらいがちに扉がノックされ、恐る恐るという感じで再びニナが入ってきた。その意図が全くわからず、アスランは思わず身構えてしまった。

「忘れ物を……」

　あえて目を合わせない様子のニナが小さな声でつぶやくと、寝台の端に転がっていたドラゴン人形を手にした。以前アスランがドランに買ってきたリアルドラゴン人形だ。

　それを大事そうに胸に抱えて、急いで頭を下げた。

「おやすみなさい」

　またまた急いで扉が閉まりかけたが、このままだと閉まる時に勢いがつき過ぎて、大きな音をたててしまうと気付いたのだろう。慌てたように直前でぴたりと止まり、一拍ぱく置いてから扉がゆっくりと閉まった。

（……ドランだ）

　静寂が訪れた室内でニナとドランの姿がかぶる。ドラゴン人形を大切そうに抱える姿、そして、ちょっとずれた、けれど心がほんのりと温かくなるような気遣い。

（ドランだ）

　霧きりが晴れるように、モヤモヤした気持ちが消えていく。

　おかしさと愛おしさが込み上げてきて、アスランは声をたてて笑った。




　ニナが洗濯物の入ったかごを抱えて歩いていると、ちょうど応接室から人が出てくるところに行き合った。足首まである黒のローブに長い白しら髪が。以前ニナたちを元に戻すために来てもらった、白いひげの老魔術師である。

「入れ替わりなどあり得ない」「そんなことを信じるアスラン殿下を残念に思う」等と言われ、アスラン本人は気にしていない様子だったが、ニナは自分のせいでアスランの評価を下げてしまったと深く落ち込んだものだ。

　今も不安が先に立った。

（また何かアスランに言いに来たんじゃ……）

「おや、あなたは確か、あの時のお嬢さん」

　何と声をかければいいか考えている間に、先に声をかけられてしまった。顔を上げてニナは息を吞んだ。あの時は血色のよかった魔術師の顔が今は、こけて青白い。目の下に黒々したクマもできている。元々年相応の外見だったけれど、さらに老ふけたように見えた。

　何事だと驚いていると、魔術師が深々と頭を下げてきた。

「このたびはお嬢さんも危険な目にあわせてしまい申し訳ない。どうか、あのバカを許してやってください」

　何の話だ。しかし魔術師がもう一度頭を下げて去ろうとしたので、ニナは慌てて声を張り上げた。どうしても言っておかなければならない。

「待ってください！　あの、アスラン殿下のことですが、入れ替わったのは私が原因なんです！　アスラン殿下はそれを信じてくれたんです。あなたは入れ替わりなんてあり得ないと言ったけれど本当に起こったことで、でも最初は誰にもわかってもらえなくて、信じて助けてくれたのはアスラン殿下だけで……。私は本当に救われたし、嬉しかったんです。だからその、殿下は残念な人なんかではなく、むしろ最高の人で──！」

　せっかく言葉が話せるようになったのに、伝えたいことが先走って口が追いつかない。

　それでも焦りながら一生懸命話すニナの様子をじっとうかがっていた魔術師が、ふと心の底からわき上あがってきたような、そんな笑みをこぼした。

「言いたいことはわかりますよ。私も、殿下は最高の方だと思っています。今回の件でよくわかりました。『残念だ』などと言い放った自分が恥ずかしい」

　ゴシゴシと両手で顔をこすり、ニナの視線をさけるように再び深々と頭を下げて老魔術師は去っていった。

　あまりのものわかりのよさに拍子抜けした。洗濯かごを抱えたまま、ぼう然と後ろ姿を見送っていると、

「丸聞こえだよ」

　アスランが苦笑しながら応接室から出てきた。

　うろたえるニナに、アスランが淡々と説明する。

「ドランを奪おうとした盗賊たちを城内に手引きした、若い魔術師がいただろう。彼は、さっきの老魔術師の一番弟で子しなんだそうだ」

「ええ!?」

　若い魔術師は弟を人ひと質じちに取られ、盗賊たちの言う通りにしなければ弟を殺すと脅されていたらしい。

（ああ。だから……）

　あの時、彼はニナたちに「すまない」と言ったのだ。まるで許しを乞うように。

　盗賊たちは捕まり、弟も無事に救出されたが、彼は魔術師の資格を剝はく奪だつされた。第二王子を危険な目にあわせたのだから、本来なら牢に入れられてもおかしくない。だが、これまでの功績を認められ放ほう免めんになったのだ。ただ魔術師としての道は絶たれた。

「でも、あの人は私に謝ってたわ……」

　ニナのつぶやきにアスランが微笑んだ。

「彼は俺にも謝っていたよ。誠心誠意ね。でも、それだけだ。弟を人質に取られていたなんて一言も言わなかった。一言も言い訳をしなかった。それがいいことかはわからないが、そういう人間はこれからのこの国に必要だと思う。だから除名処分だけにして、資格の剝奪はなしにして欲しいと法務大臣に頼んだんだ。おそらく、その通りになるだろう。あの老魔術師にもそう伝えたよ。自慢の弟子だっただろうから」

　だから老魔術師は両手で顔をこすっていたのか。感謝の涙を隠すために。

　ニナは隣に並ぶアスランを見上げた。

　いつも通りの落ち着いた表情には、憐あわれみも、してやったという驕おごりの色も何もない。

　すごい人だ。この人に出会えて本当によかった。改めて、そう思った。

　アスランの横顔を見上げたまま動きの止まってしまったニナに、「どうかしたか？」とアスランが不審そうに聞く。

「いえ……あなたに出会えて本当によかったなと思ったんです」

　途端にアスランが目を見開いた。信じられないものを見るような目で、ニナを見てくる。

　そこで初めて、ニナは心の内をそっくりそのまま口に出していたと気付き驚愕した。ドランだった時は何を言おうとも「ギシャ」という鳴き声にしかならなかったから、つい油断してしまったのだ。

　しまった、と慌ててかごで口元を隠したが、なかったことになるはずもなく。

「わ、私、あの……洗濯物を干してきます！」

　史上最大に焦ったニナは、すでに両手に抱えていた洗濯かごをもう一度抱え直し、顔を真っ赤にして一目散にその場から逃げた。




　残されたアスランは戸惑ったように視線をさまよわせた。いつもの余裕がどこかへ行ってしまったかのように、髪を片方の手でグシャグシャとなでる。

「驚いた……」

　めずらしいことに少し顔を赤くして、つぶやいた。
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　翌朝ニナが客間を出ると、シーツを抱えたメイドと行き合った。

「おはようございます、ニナ様。朝食の用意ができておりますよ」

　ぽかんとしたまま食堂に案内され、言われるがままテーブルにつくと、別のメイドが焼きたてのパンやベーコンなどを運んできた。

　壁一枚へだてた隣の台所からは、食器のふれ合う音やメイドたちの話し声が聞こえてくる。窓の外に広がる中庭では、庭師がせっせと生い茂る葉を整えている最中だ。

　放し飼いだったドラゴンが檻に入ったので、使用人たちが戻ってきたのだとわかった。

（よかった。これでアスランや騎士隊員たちに迷惑をかけることもなくなったんだわ）

　ホッと安心した一方で、心の底にコツンと当たるものがあった。アスランとの「人間に戻ったら労働力を返す」という約束だ。ニナにできる労働といえば家事仕事くらいで。だが、こんなにたくさん使用人がいるなら、ニナは必要ないのではないか。

（……ダメだわ。何を暗くなってるの）

　喜ぶべきなのに暗い気持ちになってしまった自分を叱しかるように、ニナはグラスに注がれた新しん鮮せんなオレンジジュースを勢いよく飲み干した。

　朝食を食べ終えて、いつも通り中庭へと向かった。

（天気がいいから洗濯をしよう）

　ところが、すでに洗濯物は洗って干されていた。大量の洗濯物が青空の下、風に揺れている。

（じゃあ掃除でも）

　しかし何人ものメイドがはたきや雑巾を手に、別棟中を磨いている最中だった。

　それではと奥庭の柵の一部が壊れていたのを思い出し、大工道具を手に向かったが、そこもすでに直された後だった。中庭へと行ってみるも、あれほど茂っていた雑草もきれいに刈かり取とられている。

（どうしよう。することがない）

　焦る気持ちを抱えてドランのところへ行くと、ドランはエサを食べている最中だった。檻の前では、ドラゴンの保護施設からやってきた職員たちとアスランが話をしている。

　職員たちはさすがにレッドドラゴンを保護したことはないようだが、ドラゴン自体の扱いは慣れているので、ドランも安心するのか伸のび伸のびと暮らしている。野に戻す訓練はまだ先と聞いた。

　ドランの食事の邪魔をしないように、こっそりと戻ろうとしたところ、話を終えたアスランと目が合ってしまった。

　昨日「あなたに会えて本当によかった」などと、とんでもないことを言ってしまったばかりである。気まずくて思わず目をそらしたニナに、アスランが躊躇なく近づいてきた。

「使用人たちが来て少しは楽になったか？　ルークから、ニナが一人で働き過ぎだと聞いたから」

　驚いた。使用人たちが戻ってきたのはアスランがニナのためにしてくれたことだったのか。

　これでは約束が守れない、としか考えられなかった自分が情けなくて、ニナはうつむいた。

「どうした？」

　心配そうな声が降ってくる。

　ニナは自分の至らなさを嚙みしめながら言葉を吐き出した。

「すごく嬉しいです。ありがとうございます。……でも、このままだと『人間に戻ったら労働力を返す』という約束が守れないなと思ってしまったんです。すみません」

「あの約束は、そういう意味で言ったんじゃないよ」

　アスランが苦笑した。

「え？　じゃあ、どういう意味だったんですか？」

　心底わからず素直に、そして直球で聞くニナに、今度はアスランが困ったように視線をそらした。

「ドランと一緒にいるのは、すごく楽しかったし癒いやされたんだ。疲れが吹ふき飛とんでいくような感じがした。だから──人間の姿に戻っても今まで通り、ここにいてくれると嬉しい。そういう意味かな」

　言いにくそうに、しかし真剣に言葉をつむいでいくアスランを、ニナは信じられない気持ちでまじまじと見つめた。

　ドラゴンの姿でなくても、これからもずっとアスランのそばにいられるのか。

　ドランだった時のできごとが次々と頭に浮かんだ。アスランにしてもらったことや言ってもらったこと、その記憶はいつだって色あざやかで光ひかり輝かがやいていて、そしてとても優しい。

「ありがとうございます……」

　震える小さな声に、アスランが目を見開いた。青い目がまばたきもせずに一心にニナを見つめてくる。

　この目だ。この強くて優しい目に、何度も救われた。

「わけもわからずドラゴンになって、皆が怖がって近づかない中、アスラン殿下だけが私を信じてくれて優しくしてくれて、本当に嬉しかったんです」

　ずっと信じ続けてくれた。

　それが、どれほど心強かったか。ありがたかったか──。

「あなたは本当に、本当に、大事な人です」




　またもやドランだった時のクセで、心の声が口に出ていたようだ。

　そう気付いたのは、アスランがこらえきれないといったように片方の手で顔をおおい、その場にしゃがみ込んだ後だった。

　アスランはそのまま、もう片方の手で銀髪をグシャグシャにかき回している。まるで込み上げてきた想いをうまく発散できないというように。

「あの……」

　恥ずかしさよりも、ずっと髪をかき回し続けているというアスランの見たこともない姿の方が心配になった。同じようにしゃがみ込む。

　そして目線を合わせて──やっと気付いた。

　実にめずらしいことに、アスランの耳が真っ赤に染まっていた。

　顔を隠しているので表情はわからないが、おそらく顔も真っ赤になっていて、ニナが、いや他の誰もが今まで見たこともないような表情をしているのだとわかった。

　呆気にとられるニナの前で、アスランが心の内をなぞるように口を開いた。

「──どちらかと言うと、俺は普段から落ち着いている方だと思うんだ。元々の性格もあるが、そうあろうと思っているし、実際そうしている」

　何の話だ。わけがわからないが、それでもその通りなので、ニナは「はい」とうなずいた。

「だから、その……こんなに焦ったのはここ最近、いや、けっこう前からないわけで」

「はい」

「だから、何が言いたいかというと、君はどうしてこんなにも俺の余裕をなくすのかってことで」

「……すみません」

「いや、謝る必要はない。そういう意味ではなく──」

　言葉を切ったアスランが、ようやく顔から手を離してニナを見つめた。

　何を言われるのかと目をぱちぱちさせるニナに、以前のドランが重なったようだ。アスランが思わずといった感じでふき出した。

　緊張の糸が切れた二人の間を、風がゆるやかに吹き抜けていく。

　アスランが微笑んだ。

「俺も大事だよ。ドランだった時も、そして今のニナも、とても大切に思っている」




　窓の外に広がる空は、夕日で赤く染まっている。

「一度、実家に帰ってみたらどうだ？　元の姿に戻れた──いや、元気になったという手紙は出したと言っていたが、実際に姿を見たら家族も安心するだろう」

　アスランに言われたのは、そんなある夕方のことだった。

「はい！　そうします！」

　ニナもそうしようと考えていたところだ。家族には多大な心配をかけたから。

　さっそく、帰省する旨むねの手紙を出し、荷物をまとめた。アスランが持たせてくれた大量の土産みやげと一緒に、馬車に乗り込む。

　馬車が王都内の森を疾しっ走そうする。ドランと入れ替わった場所を横切る時、少し緊張した。

　厳しい寒さにもかかわらず、アベーユ家の門の前では、家族や使用人たちが出迎えてくれていた。

　ニナは、はじけるような笑顔で馬車から降りた。

「ニナ！」

「ニナお嬢様！」

　泣なき崩くずれんばかりに喜ぶ母親や兄、メイドたちに、ニナの胸にも熱いものが込み上げてきた。

　母親はすっかり元気になっていた。ドラゴン令嬢によって壊された壁や花壇も元通りに直っていて、眼前に広がるのはニナのよく知る実家そのものだ。

「お帰り、ニナ」

　兄が嬉しそうに笑った。その後ろで、父親も微笑んでいる。心労により、なくなってしまった髪の毛は元通りにはならなかったようだが、半分になっていた体は元通り丸々としていた。

「……ただいま」

　胸がいっぱいで、かすれた声しか出ない。

　それでもあの時、また絶対に笑って両親に会いにこようと決心した。その思いを叶かなえられたのは本当に嬉しい。

　食堂に入り、家族でテーブルを囲む。肉とチーズを何層にも重ねて焼いたものや、甘あま酸ずっぱいソースがかかった白身魚、蒸むした野菜に、パリパリに焼けたパンなどがテーブルいっぱいに並んでいる。ニナの好物である大きなアップルパイもあった。

「城の暮らしはどうなの？　アスラン殿下はお元気？」

「とっても。よろしくとおっしゃっていたわ。騎士隊の人たちも優しいし。私と同じ年の隊員が二人いてね──」

　興味津々で聞いてくる家族に、ニナは笑顔で答えた。

　けれどドラゴンと入れ替わったことは秘密にした。娘ではなくドラゴンの世話をしていたのだと知ったら、せっかく体調が戻った母親もまた倒れかねない。

　──しばらくの間、のんびりと実家で過ごした。

　やがて再び城に戻るニナに、寂しそうな、けれど誇らしげな顔の父親が微笑んだ。

「アスラン殿下には本当に感謝しかないよ。心の底から笑って帰ってくる娘に『おかえり』が言えて、また心の底からの笑顔の娘を送り出せるなんて、親としてこんなに嬉しいことはない」

　その隣で母親も、その通りだと何度もうなずいている。

　ニナは胸がいっぱいになった。

「……また来るね」

「ああ、いつでも」

　自分には大事な場所が二つもある。そのことに感謝した。




　ニナを乗せた馬車が別棟の前庭へと到着した。

　こちらでもアスランとハンネス、マーセル、そして騎士コンビが並んで出迎えてくれていた。

「ご家族は喜んでいたか？」

　穏やかな笑みを浮かべたハンネスに「はい、とても」と笑顔で答える。

　そんなニナを、ルークが疑わしげな目でじっと見つめてきた。

「本当にニナさん……だよな？　戻ってくる途中に、またどこかのドラゴンとぶつかって中身が入れ替わったりしてないよな？」

「お前、何を言ってるんだよ」

　呆れた顔をするトウマにルークがつっかかる。

「だって、わかんないだろ！」

「いや、わかるだろ！」

「大丈夫だよ」とニナは笑った。

　その隣で、おもむろに隊服のポケットを探さぐり出したマーセルに、

「入れ替わっていませんから」

　と先制すると、マーセルが残念そうな顔で取り出した紙袋を再びしまった。

「仕方ない。本物のドランにやるか」

「そうしてください」

　ドランには戻ってきたら揚げ鶏を作ってあげると約束している。きっとニナの帰りを待ちわびているだろう。

　そして──。

「ニナ」

　アスランが微笑んだ。

　ドラゴンだった時からずっと見てきた、ずっと元気づけられてきた、あの優しい笑みで。

「おかえり」

　穏やかな声音が心に染しみ入いるように届く。一番、聞きたかった言葉だ。

「ただいま」

　あふれるほどの幸福な気持ちが込み上げてきて、ニナは心の底から笑った。

　少し顔を上げると、緑の中にたたずむ別棟が見える。草木の生い茂る中庭、清潔な台所、大きな寝台が据すえられた寝室。

　そこには騎士隊員たちがいて、ドランがいて、そしてアスランがいる。

　温かな場所にいる、温かな人たち。

　ドラゴンだった時から変わらず、今もこれからも、とても大切な場所だ──。







[image: ]

　──あれから一年が過ぎた。

「ドラン、大きくなったね」

　別棟の奥庭に建つ獣舎で、十九歳になったニナはドランの体を洗いながら話しかけた。獣舎が完成したばかりの頃は広いと感じたけれど、あの頃の二倍の大きさになった今のドランには少々狭そうだ。

　成長した体を洗うのも一苦労だが、石けんを嫌がって逃げ出そうとした頃とは違う。ドランは洗われている間、じっと身を縮めて我慢していた。

（成長したなあ）

　しみじみと嬉しくなる一方で、別れの時は確実に近づいていると身にしみてわかった。胸がぎゅうっと締めつけられるように苦しくなる。

「もう少ししたら、かな」と一緒に世話をしている保護施設の職員たちから切り出されたのは、つい先日のことだ。

「体もずいぶんと大きくなったし、野に戻す訓練も大おお詰づめに入った。飛行訓練も済んだし、独り立ちの時期は近い。ニナさんも寂しいと思うけど、そろそろ覚悟を決めておいて欲しい」

　わかっている。ドランにとって、その方がいいのだ。ちゃんと、わかっている。

　心がえぐられるような寂しさを押し込めて、ドランとの別れの時は笑っていようと、そう心に決めた。

「終わったよ、ドラン」

　最後に水できれいに洗い流して声をかけた。ドランは体をぶるぶると大きく振って水滴を飛ばし、やれやれといった感じで獣舎の奥にある寝ね床どこへと歩いていった。

「レッドドラゴンは人間になつかないのに、どうしてニナさんの匂いには反応するのかな？」

　前に、職員たちに不思議そうに聞かれた。

「私、ドランと体が入れ替わったことがあるんです。だからドランは私の匂いを、自分の匂いだと思っているんですよ」

「ええ？　ニナさん、冗談が下手だなあ」

　真面目に答えたけれど、腹を抱えて笑われただけだった。




　ドラゴンから人間の姿に戻り実家から帰ってきてから約一年、ずっとニナはドランの世話係兼けん教育係としてこの別棟にいる。

　表向きは職員たちの補ほ佐さだが、実のところドランにさわれるのはニナだけだ。職員たちが直接さわろうとすると機嫌しだいで吠えて暴れることがある。ゆえにニナが世話をし、職員たちが教育と訓練面を担当するという流れが、いつの間にか定着した。

「ドラゴンは王子になついていたのではなかったか」という疑問の声もちらほら上がったが、アスランが俺に任せろというので任せていたら、そのうちぱったりと止やんでいた。何て言ったの？　とニナが聞いても、笑うだけで教えてくれなかった。怖い。

　ニナの家族は娘が危険なドラゴンに近づくことを渋しぶっていたが、ニナ自身が大丈夫だと言ったことと、アスランが「決して危ない目にはあわせません」と、わざわざニナの実家に出向いて説明したためか渋々ながら認めてくれた。家族は心が病んでいたニナを元に戻した──と思っている──アスランを心から信頼している。

　第二王位継けい承しょう者であるアスランもそのまま別棟に住み、もちろん第二王子付きの騎士隊員たちもそのままだ。ニナにとっては、あの頃から変わらない環境ではある。

「じゃあ、ドラン。また来るね」

　獣舎に鍵をかけて執務室へと向かった。アスランに呼ばれているのだ。

「失礼します」

　机の上の書類やら本やらを片付けていたアスランが、ニナを見て微笑んだ。

（相変わらず破は壊かい力りょく抜ばつ群ぐんの笑顔だな）

　二十三歳になったアスランは相変わらず優しくて、相変わらず格好いい。

　微笑むと、少し大人びた頰の線から色気が立ちのぼるようで、ドラゴンだった時には見とれていたのに、今では目をそらしてしまうほどだ。

「わざわざ呼び出してすまない」

「いえ全然、大丈夫です。あの……片付けなら私がしますよ」

　重なった本に手を伸ばそうとすると、

「いや、いいんだ。実は大事な話があって来てもらったんだ。執務室というのもどうかと思ったが、誰にも邪魔されず落ち着いて話ができるのはここだけだから」

　アスランがニナに向かい合った。めずらしく少し緊張したような面持ちで、口調も重々しい。

（何？　どうしたの？）

　ただよう不穏な空気に、途端に不安が込み上げてきた。

（ドランに関する悪い話？　それとも私の仕事ぶりがいまいちでクビになるとか？）

　瞬間的に頭の中に描いた暗い想像図はとてもリアルで、途端に気が気ではなくなった。そして、そのせいでアスランの言葉を聞きき逃のがしてしまった。

「──ニナ、聞いていたか？」

　不審そうな声にハッと我に返る。

「え？　えっと……ごめんなさい。聞いてませんでした」

　正直に謝ると、噓だろうと言いたげにアスランの顔がゆがんだ。

　何をしているんだ、私。ニナは焦った。壁があったらバカな自分の額を思い切り打ちつけている。泣きたい気持ちで身を乗り出すと、うつむいたアスランが片方の手で銀髪をグシャグシャとかき回し始めた。

　どうしよう。アスランが怒っているではないか。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　もう一度お願いします！」

　今度こそ決して一字一句聞きもらすまい。必死に頼み込むと、アスランがゆっくりと顔を上げた。

　その顔はかすかに赤くなっていた。

「本当に、君は俺の余裕をなくす……」

　予想もしていなかった態度に、ぽかんとする。すると、これまためずらしく、アスランがすねたような照れたような視線をよこした。

　そして一語一句、嚙みしめるように言った。




「──俺と結婚して欲しいと、そう言ったんだ」




　ニナはすぐには反応できなかった。これは確かにプロポーズであると頭では理解しているのに、心がついていかない。だって夢みたいだから。これ以上ないほど幸せな夢。

　思わず頰をぎゅうっと引っ張って、ちゃんと現実かを確かめる。途端にアスランがふき出した。おかしな姿に、おかしなドラゴンが重なったようだ。

　ニナがちゃんと現実かを確認する間、アスランは黙って待ってくれていた。

　やがて、アスランの言葉が体の奥底まで浸しん透とうし、ニナは耳どころか頭の中まで真っ赤になってしまった。何度も何度も体中でうなずきながら了りょう承しょうすると、「よかった」とアスランが心底嬉しそうに笑った。

「落ち着くんだ、ニナといると。心が安らぐというのかな。ゆったりとした気持ちでいられる。俺はそれが、すごく心地いい」

「はい……」

　胸がいっぱいでそれしか言葉が出てこない。うなずくだけで精一杯だ。恥ずかしくてアスランの顔がまともに見られず、視線がさまよう。どうしよう。きっと変な顔をしているに違いない。

　そっと頰にふれられて、ニナは飛び上がりそうになった。大げさ過ぎる反応にアスランが目を見開き、そして愛おしい者を見るように微笑んだ。

　何だその笑顔は、反則じゃないか、とパニックになるニナの前で、ふとアスランが真面目な顔になった。

「一つ頼みがあるんだ。現在、俺の妻はドランだ。このままでは重じゅう婚こんになってしまう。代理人として、ドランに別れの意志を伝えてもらえないか？」

（そうだった）

　もちろんドランの方にも異論などないだろう。

　獣舎にアスラン含め、ニナ以外の者が顔を見せても興味なさそうに顔をそむけるだけだ。そこらに生えているタンポポの方がよっぽどドランの気を引ける。

　思わず笑ってしまったニナに、

「笑うなんてひどいな。あの時はニナを助けるためだったのに」

　アスランが心外そうに口をとがらせた。最近はこういう、今まで見たことのなかったような表情や仕草も見られるようになった。それがとても嬉しい。

　幸せに笑うニナの頰を、アスランが愛おしげに両手で包み込んだ。ニナは再び飛び上がりそうになるのを、すんでのところで抑えた。「よくやった、自分」である。もちろん心臓の鼓動は今にも止まりそうなくらい速いし、全身なんてプルプルと細かく震えているけれど。

「ニナはすごく悩んだだろうけど、ドラゴンになってくれてよかった。こうして出会えたから」

　さらに反則なことに、深く青い目が一いち途ずに見つめてくる。

　動どう揺ようから、プルプルどころかガタガタと音をたてて震えそうな全身を必死で抑えた。

　そして改めて、不思議な目だなと思った。

　この青い目に見つめられると、自分の顔が赤かろうが、全身が病的なくらい震えていようが、変な顔になっていようが別にいいのだと、そのままの自分でいいのだと、そう言ってもらえているような気になるのだ。

「──はい。私もよかったです」

　そのおかげでアスランに会えたから。

　全身から余分な力が抜けていく。大変なことはいろいろあったがドラゴンになって本当によかったと、心の底からそう思った。




　後日、ニナが食堂へ向かうと、真っ白なテーブルクロスのかかったテーブルに、二人分の昼食が用意されていた。アスランはすでに座っている。

「反対していた重鎮たちをやっと説得できたんだ。ニナの実家にも、近日中に城からの使いが行く。俺も改めてあいさつに行くよ」

　あれから国王や第一王子は賛成してくれたものの、重鎮や上級貴族の中にはこの結婚を反対する者たちもいた。ニナの身分が子爵令嬢という下級貴族だからで、「城内でドラゴンの世話をするだけならよいが結婚相手となると」と渋る彼らに、アスランが静かに怒りながら説得してくれていたのだ。

「反対していた重鎮たちを、どうやって説得したんですか!?」

　あの見るからに頑固な重鎮たちを。しかも早い。

　アスランがにっこりと笑った。

「もしドラゴンをなつかせる唯一の人物に他国へ出て行かれたら、この国にとって大きな痛手になる。隣国アストリアの例もあるしね。しかし俺と結婚したら君はずっとこの国にいる、大きな宝だと言った。それが一つで、後はまあいろいろかな」

「いろいろ」の方がきっと比重が大きいのだろうと、優雅な笑みを見て、そう悟った。そしてこれ以上は聞かない方がよいことも。

「ありがとうございます！　すごく嬉しいです。アスラン殿下のおかげです」

　感謝の笑みを向けると、アスランが軽く目を見開いて、それから、ふわりと笑った。

「俺の成果じゃないよ。ニナがずっとドランの世話を頑張っていたからだ。だから認められた。ニナのおかげだよ」

　穏やかな口調には、確かな本心が込められているのがわかる。ニナの頑張りを心から認めて尊重してくれている。「ああ、大事な人だな」と改めて思った。ドラゴンだった時からずっと変わらない。

　メイドが湯気のたつスープを運んできた。夢ゆめ見み心ごこ地ちでスプーンを手に取るニナを、何か言いたげなアスランが笑顔のままじっと見つめてきた。

「ニナ」

「はい？」

「前に頼んだことを覚えているか？」

　ハッとした。

「はい……じゃない。うん。もちろん覚えていま……覚えてるわ」

　ぎこちなくなってしまうのは仕方ない。プロポーズされた後で言われたのだ。敬語をやめてくれと。

　それと──。

「アスラン殿下、じゃなくて……アスラン」

　恥ずかしいし、言い慣れないし、何よりおそれ多い。それでも頑張って小さな声で言いい換かえると、アスランが嬉しそうに笑った。とろけるような笑顔で。

　あふれるほどの愛しさが込み上げてきた。

　こんな顔をしてくれるなら、こんなに喜んでくれるなら、自分は何回でも「アスラン」と呼ぶ。

　何百回だって、何千回だって。

　これから、ずっと──。
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　暗闇に丸い月が浮いている。

　ニナが鍵を開けて獣舎の中へと入ると、わらの寝床でドランが体を丸めて眠っていた。

「ドラン」

　小さく呼びかける。

　人の気配を察し、とっくに目を覚ましていたらしいドランが薄目を開けた。しかし確認しなくても匂いでニナだとわかったのだろう、すぐにまた目を閉じてしまった。

　ニナはドランから距離を置いて戸口の前に座った。人間の匂いがつくといけないからだ。

　明日の朝、ドランは北方の地へと送られる。ついに別れの日がやってきたのだ。

　フゴフゴと平和に寝息をたてるドランは、ニナがドランだった頃に鏡で見ていた幼い顔ではなく成長したドラゴンの顔をしている。赤いうろこがびっしりと生えた体、白い腹、重量のあるしっぽ。

　あごの下をなでることも、長い首を抱きしめることももうできない。けれどさわらずとも、その愛おしいほどの手ざわりをニナはよく知っている。

　今にもあふれ出しそうな切なさをのど元で飲み下しながら、ニナは両手で膝を抱えて、じっとドランを見つめ続けた。

　目に焼きつけておこう。

　ドランがいなくなった後も、目を閉じればすぐに思い出せるように──。




　一いっ睡すいもしないまま朝がやってきた。

　門かど出でを祝福しているのか空は抜けるように青い。けれどその眩まぶしいほどの青さが、ニナの目には痛いほどしみた。

　別棟の前庭には数台の馬車と荷台に乗った檻が待機していて、アスランや騎士隊員たち、そして見届けに来た大臣や衛兵たちが集まっていた。

　職員たちが縄を引っ張ってドランを連れてきた。ドランはわかっているのかいないのか、おとなしく従っている。

　ニナとドラゴン令嬢の入れ替わりが戻った後も、ドランは全くなつかないのに獣舎によく様子を見に来ていたアスランや騎士コンビなどは、寂しそうな顔でドランを見つめている。

　一晩中、一緒にいて心を固めたはずなのに、ニナはすでに泣きそうだった。気を抜くと嗚お咽えつがもれそうになるので、強く唇を嚙みしめるしかない。

「──それではアスラン殿下、ニナさん。そろそろ出発します」

　食い入るようにドランを見つめているニナに、書類にサインした保護施設の職員たちがためらいがちに声をかけた。

（いよいよなんだわ……）

　心がきしむように痛い。

　ドラゴンが多く棲すむ北方の果ての地、そこと海を挟んだガザル地方までドランを連れて行くのは職員たちだ。そこまで行けば仲間のドラゴンの匂いが風に乗ってただよってくるので、迷わず北方の大陸へ飛んでいけるのだという。

　せめてそのガザル地方まで一緒についていきたかったが、ニナの思いを見み越こした職員たちにきっぱりと断られた。

「別れがたくなりますから。ニナさんだけでなく、ドランも」

「ドランも」と言われては引き下がらざるを得なかった。

　護衛の兵士たちが馬車に乗り込み、職員たちが縄を引っ張ってドランを檻へと誘ゆう導どうし始めた。ニナははじかれたようにドランのそばへと駆け寄った。

　ドランがゆっくりと振り向いた。ニナを見返す赤い目は、穏やかで落ち着いている。ニナよりもずっと。

（いつの間に、こんなに大きくなったんだろう……）

　ずっと誰よりも近くで見てきたのだから、こんなふうに考えること自体おかしいのだけれど改めてそう思い、たまらなくなった。

　ドラゴンは幼い頃は成長が早いが、大人になってから長い年月を生きる。その長い生を狭い獣舎の中で過ごすより、仲間とともに北方の地で伸び伸びと生きる方がいい。ちゃんとわかっている。

　それなのに寂しい。離れたくない。いけないとはわかっていても、それが本当の気持ちだった。

　実家で見つけてから別棟に連れてきても大変だったドラゴン令嬢。暴れて吠えて体当たりして、棚の食料を全て食べてしまったこともあった。騎士隊員たちもよく嚙みつかれていたっけ。

　ドラゴンの姿に戻ってからは多少は落ち着いたが、それでも手がかかった。暴れるドランをすみずみまで洗い、食べられるものと食べられないものを教えた。病気になった時は寝ずに看病し、ところ構わず吠えないと教えた。

　数えきれないほど世話が焼けて大変で、けれど、それが嬉しかった。

　ニナが作った揚げ鶏を夢中で食べていた。あごの下をなでると、気持ちよさそうに目を細めて頰を押しつけてきた。

　ダメだ、ダメだ……。思い出さないでおこうと思うのに、次から次へと今までのドランの様子が浮かんできて、涙があふれてくる。

（泣いたらダメだ。笑ってお別れしようと決めたんだから）

　何とか泣なき止やもうとするも無理だった。

　声を出さずに大粒の涙を流すニナへと、ドランがゆっくりと首を下げた。

「シャー」

　ドランの首にかかった、ひもを通した母親の赤い爪が揺れる。

　顔を上げると、ニナの目の前にドランの顔があった。

「シャー？」

　もう一声、鳴いた。まるで「さわるか？」と聞いているように。

　気を使ってくれている。そう悟った。泣くニナをなぐさめようとしているのだ。人間の匂いがついてはいけないとわかった上で、それでもさわらせようとしてくれている。ニナが悲しんでいるから。

「……大丈夫」

　ニナは急いで涙をぬぐった。涙声で、体中どうしようもなく震えているのが自分でもわかるが精一杯こらえた。

　ドランは大人になったのだと改めて思った。

　ちゃんと成長した。職員たちやアスランに見守られて、ちゃんと成長できた。北方の地でいずれ伴はん侶りょを見つけて子供を産むだろう。ドランを最さい期ごまで守った母親のように、きっといい母親になる。

　それは、とても楽しみなことだ。たとえこの目では見られなくても、遠い地でドランが幸福になってくれるのなら、それはとても幸せなことだ。

　両手をきつくきつく握りしめて、ニナは頑張って笑った。

「大丈夫だよ。今さわらなくてもドランのさわり心地はよくわかってる。ちゃんと覚えてる。長い間、一緒にいたもの。ありがとう、ドラン。今まで一緒にいてくれてありがとう……」

「シャー」

　ドランが応えるように鳴き、じっとニナを見つめた。ドランもまた、ニナの姿を頭に刻きざみ込こもうとしているかのように。

　そして、ゆっくりと檻の中へと入っていった。職員たちが檻を幕でおおう。

　護衛の馬車が走り出す。続いてドランを乗せた荷台を引く馬車も動き出した。

　一心に見つめるニナの前で、かすかに檻が揺れ、幕の隙間からドランが顔をのぞかせた。

　その様子がいたずらをしていた幼い頃を彷ほう彿ふつとさせた。ニナはたまらなくなって叫んだ。

「元気でね、ドラン！　変なもの食べちゃダメだよ、すぐにお腹を壊すから。風邪ひかないように、寒い時はちゃんと風をよけられる場所で寝るんだよ！　友達たくさんつくって、楽しく暮らすんだよ……！」

　涙があふれて声が出ない。笑って別れようと決めていたのに、ニナは涙で視界がかすむほど泣いていた。

　どうしよう。最後なのに、これで最後なのに、ドランの姿がきちんと見られない。それが悔しくて悔しくて、乱暴に涙をぬぐいながらドランの姿を夢中で追いかけた。

「シャ──!!」

　ドランが叫んだ。久しぶりの、地を揺るがすほどの咆哮だった。

　さよなら、だと思った。これはきっとドランの「さよなら」なのだ。

「元気でね──!!」

　ニナもありったけの声を出した。
















　馬車が遠ざかっていく。

　ドランが、体を分け合った仲間が、一緒に過ごした友達の姿が見えなくなる。

（ドラン、ドラン……！）

　すでに涸かれるほど流したはずなのに涙は止まらなかった。それどころか、ますますひどくなる。寂しくて悲しくて切なくて、ニナはその場に泣き崩れた。

　アスランに背後から抱きしめられた。なぐさめるように頭をなでてくれる温かい腕の中で、ニナは声をあげて泣いた。
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　誰もいない獣舎にニナは足を踏み入れた。振り返るとドランが丸まって寝ているのではないかという錯さっ覚かくにとらわれたが、わらの寝床はからっぽだ。

（そりゃ、そうだよね……）

　寂しさを胸の内に無理やり押し隠す。

　ドランをガザル地方まで送っていった職員たちも、すでに元いた保護施設へと戻った。彼らはこう言っていた。

「ドランは最初は不安そうだったけど、海の向こうから仲間の匂いがしたんだろうね。迷いなく北方の大陸へと飛んでいったよ。立派な姿だった」

　後はドランの無事と幸せを祈るのみだ。それくらいしかできない。いろいろと心配は尽きないけれど。

　ニナも明後日あさってには実家へと戻る。ドランの世話係という役目も終え、一年後の咲さき花はなの時期にアスランとの結けっ婚こん式しきが決まったのだ。結婚後はとりあえずこの別棟で暮らすことが決まっているが、それまでの間は実家に帰って家族と過ごす。

　諸もろ々もろの準備のため城へ来ることはあるが、思い出深い獣舎をもう一度きちんと見ておきたかった。

　ドランと別れたニナを元気づけようと、最近のアスランは今まで以上に気を使ってくれている。それは素直に嬉しいけれど、心の底に沈しずむ寂しさはどうしても消えない。

　少し前まで、そこでドランがあくびをしていたのに。

　奥へ向かって歩いていると、敷しかれたわらの水にぬれた箇か所しょで足がすべった。

「……！」

　悲鳴をあげる間もない。後ろ向きに壁に思い切り頭をぶつけ、ニナの目の前が真っ暗になった。




　ニナが目を覚ますと、そこは見慣れた城の別棟ではなかった。

　石せっ灰かい岩がんの台地と生い茂る低木、青い空、そして遠くにかすむ稜りょう線せん。吹く風は冷たく、ところどころにわき出た泉の、湿しめり気けを含んだ水の匂いがする。

　見回しても人の姿はおろか、家や農地など人間の生活の類が何も見当たらない。

　ぽかんとしたまま辺りを見回す。ここはどこ？　とつぶやいた言葉は──。

「ギシャ？」

　だった。

（ええ!?）

　恐る恐る見下ろした自分の両手は、赤いうろこでおおわれていて鋭い爪が生えていた。太いしっぽと、たくましい後ろ足、そして首元にはニナがかけたドランの母親の赤い指。

（えええ!?）

　信じたくない。信じたくはないが、以前の経験からわかった。

　これはドランだ。ニナはまたドランの体になってしまったのだと。

「ギシャー!!」

　どうして!?　と両手で頰を押さえ、焦ったように叫びまくるニナドラゴン。

（どうなってるの！　どうして、またドランの体に!?）

　そこで、ようやく思い至った。

（──そうか。これは夢なんだわ）

　そうだ、夢だ。驚いた。そうだよね。

　納得だ。一気に心が軽くなり、以前よりだいぶ体の大きくなったドラゴンは、歯をむき出しにして「ギシャシャ」と笑った。

　ドランがどうしているか心配でずっと考えていたから、こんな夢を見るのだろう。

　安心して、とりあえず太陽の出ている方向へ歩いてみることにした。石ころの転がる乾いた大地を踏みしめて、ノシノシと歩く。ドラゴンの体は久しぶりだ。

（これが夢で、私がドランになっているというのなら、ここは北方の地かな）

　しばらく歩くと草木が茂る中に大きな泉が見えた。地下水が地表にしみ出しているのだろう。

　実際の北方の地も寒く、石灰岩の台地と地下水がわく泉があちらこちらにあると聞く。まるで同じだ。

（……いやいや、これは夢だから）

　わき上がってきた不安な気持ちを無理やり押し込めて、ニナは泉へと近づいた。水は透すき通っている。

　水面に映し出された顔は、なつかしいドランのものだった。いかつい顔に鋭いキバ。「ギシャ」と笑ってみると、アスランや騎士コンビに怖がられたあの顔だった。むしろ成長したせいか、ますます怖くなった気がする。

（本物のドランも、こうして泉をのぞき込むことがあるのかな）

　遠い北方の地で。

　胸が苦しくなるほどの切なさとなつかしさが込み上げてきて、ニナは唇を嚙みしめた。

　その時、重い地響きがした。どんどん近づいてくる。

　大木の後ろから姿を見せたのは、同じレッドドラゴンだった。

「ギシャー!?」

　自分もドラゴンだということを忘れて、驚いて両手を上げて叫んでしまった。

　うろこだらけの顔に鋭い眼光。自分と同じ姿なのだが目の前で見ると怖い。大きさはドランより少し大きいくらいか。

（えっと、逃げるべき？　それとも、あいさつすべき？　ドラゴン式「初めまして」は、どんなふうにするんだろう？）

　困ったニナがとりあえずペコペコと頭を下げてみると、相手のドラゴンは不思議そうに首をかしげた。そして首を下げて地面にあごをつけると、口に含んでいたものを一気に吐き出した。仕留めたウサギや数種類の果物など、いろいろな食料が地面に転がり出る。

　それらを、顔の側面を使ってニナの方へと寄せてきた。まるで「食え」と言うように。

　友達──なのだろうか。「シャー」と目を細めるそのドラゴンを前に、ほんのりと温かい気持ちになった。ニナは「ギシャ」と笑った。

　すると相手のドラゴンが「忘れていた」というように再び口の中からペッと何かを吐き出した。それがニナの鼻先に当たり、軽い音をたてて地面に落ちる。まじまじと見ると、

「ギシャ──!!」

　何とカエルだった。

　全身に鳥肌がたったように感じられて、背筋が一気に寒くなった。

　目の前がだんだんと暗くなり、目をまん丸にして驚いたようにのぞき込んでくる相手のドラゴンの姿が薄れていく。

（よかった、これで夢から覚めるわ。食べ物をありがとう……カエルは勘かん弁べんして欲しかったけど）




　安心して再び目を覚ますと、そこは見慣れた別棟──ではなく、やはり草木の茂る泉のほとりだった。かたわらには先ほどのドラゴンがいて、心配そうにニナをのぞき込んでいる。

「ギシャ!?」

　青ざめて見下ろすも、ニナはやはりドランの体だ。

（どうして？　夢じゃなかったの!?）

　顔の横には先ほどのカエルも落ちている。

（噓でしょう!?　嫌だ！）

　パニックになり「ギシャギシャー！」と叫びまくるニナを鎮しずめようとするかのように、相手のドラゴンがグルグルとニナの周りを走り出した。そして声を聞きつけたのか、他のレッドドラゴンたちもやってきて「シャー！」と同じように周りを走り出す。

　グルグルと連なって走るドラゴンたちと、その中心で頭を抱えて叫ぶニナドラゴン。おかしな図である。

（誰か、これは噓だと言って！　お願い、元に戻して!!）




「──ナ！　ニナ!?」

　泣き叫びながら目を開けば、そこは城の別棟、今はニナの寝室となっている元客間だった。鶏の鳴く声が小さく聞こえてくる。窓から見える空は、うっすらと夜が明けたところだ。

　寝台に布団をかぶって寝ていたニナを、アスランとメイドたちが心配そうにのぞき込んでいた。焦って布団をはねのけると、ニナはドラゴンではなくちゃんと人間の体だった。

（よかった。夢だった……）

　深い安堵感が胸を満たす。

（でも、どこからが夢だったんだろう？）

　ドランと別れて職員たちが保護施設へと戻っていったのは事実だ。結婚式が決まって明後日には実家に帰るのも。ということは、どうやら獣舎へ行って頭をぶつけたところからが夢の中だったらしい。

「大丈夫か？　寝室で眠ったままニナがうなされていて、何度呼びかけても起きないとメイドたちが俺を呼びに来たんだ。ずっと変な声でうめいていると」

「変な声？」

「ああ。──『ギシャギシャ』と、うなっていると」

「……ドラゴンに戻った夢を見たの」

　途端にアスランが何とも言えない複雑な顔になった。ニナがドラゴンの姿になっている間どれほど苦労したか、アスランはよく知ってくれている。

「それは──大変だったな」

　つぶやくアスランの後ろで、訳がわからないといった様子でメイドたちが顔を見合わせた。

　ニナは上体を起こしてアスランを見つめた。心から心配してくれる顔と、夢の中でニナドラゴンをのぞき込んでいたドラゴンの姿がかぶる。

（そうか……）

「夢の中でドランになって、北方の地にいたの。友達がいた。食べ物をくれて、不安がる私を心配してくれたわ」

　ちょうど今のニナと、アスランのように。

「ただの夢だし、現実は違うとわかってるけど。でも、きっとドランは元気でいる」

　遠い北方の地でいい仲間に囲まれて、きっと幸せにやっている。

「心配しなくても大丈夫なんだ。ドランは新しい地でちゃんと頑張れるドラゴンだって、私はよく知っているもの」

　心配ないと笑顔になるニナに、アスランが柔らかく微笑んだ。
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　青空の下、大聖堂の鐘かねの音が高らかに響ひびき渡わたる。

　ついにアスランとの結婚式の日がやってきた。

　豪ごう奢しゃな純白のドレスとパールピンクのヴェールを身につけて、重厚な扉の前で待機するニナは、これ以上ないほど緊張していた。

　扉の向こう側の聖堂内にはアスランや大司教、そして多くの参列者がひしめいている。

　今まで兄や姉の結婚式に出席したことはあるが、もっと小さな聖堂だったし、参列者も家族や友人などほぼ顔見知りだった。

　けれど今回は違う。

　ニナの性格をよく把握しているアスランにより、参列者も必要最低限にとできる限り調整してくれたが、それでも第二王子の結婚式だ。国内の王族や重臣や有力貴族たち、国外の賓ひん客きゃくなども参列している。

　花はな嫁よめであるニナはこのロサリオ国の慣例により、参列者が並ぶ大理石の長い通路を大勢の視線にさらされながら、大司教とアスランが待つ主祭壇だんまで一人で歩くのだ。

　昨夜は緊張から一睡もできなかった。

（どうしよう、逃げてしまいたい。いえ、ダメよ。……ドラゴンの姿なら緊張しないのに。そうよ、そう思い込めばいいんだ！　今着ている白いドレスだって、あの白のエプロンだと考えればよくない!?）

　わけのわからないことが、頭の中をぐるぐると回る。晴れやかな舞ぶ台たいだとわかっているし、待ち望んだアスランとの結婚式は心底嬉しい。けれど嬉しいのと緊張するのとはまた別だ。

　元々緊張しやすい性格のニナは今や、体はガチガチで口の中も乾ききっていた。隣で侍じ女じょたちが緊張をとこうと必死に話しかけてくるが、全く耳に入ってこない。

　無情にも、ゆっくりと扉が開いた。

　途端に音楽と、耳をつんざくほどの拍はく手しゅの音が体中を包み込む。ニナは機械的に足を踏み出して歩き出した。




　皆に一心に見つめられているのはわかるが、ニナには見返す余裕はない。心臓がきゅうっと縮まる感じで頭の中は真っ白だ。背中に冷たい汗が流れた。

　とりあえず転ばないように、ドレスのすそを踏まないようにと、それしか考えられない。

　その時、

「ニナさん、緊張しすぎ」

　笑いを含んだ小さな声が聞こえてきた。今にも膝から崩くずれ落おちそうな緊張の中で、不思議と耳に届いた。

　ルークの声だ。ニナは固まった首をギクシャクと向けた。

　通路の両りょう脇わきに、第二王子付きの騎士隊員たちが剣を捧げて並んでいた。正装であるすその長い黒のマントと、羽根飾りのついた帽ぼう子しを着用している。彼らは、一様に真面目な顔でにこりともせず、ニナとは目も合わせない。それが自分たちの役割だからだ。

　そんな中でルークはニナの緊張をとこうとしているのか、それとも、あまりにもガッチガチな姿がおかしかったからか、ニナがドラゴンだった時より大人びた顔で、けれどその時と変わらない人なつこい笑みを、そっと向けてきた。

「顔がこわばってるよ」

「そうそう。肩の力を抜いて」

　その隣で、トウマも一瞬だが笑った。すぐさま元の真面目な顔に戻ったが、それでもニナを見る目は優しい。

　泣きたくなるくらいの安心感が込み上げた。こわばり過ぎてほんの少しも動かなかった頰が、ようやくゆるんだ。

　思えばドラゴンだった時から、この二人の明るさに助けられてきた。

　少し緊張がとけて他の隊員たちの前をゆっくりと通り過ぎると、マーセルがこれまた真面目な顔で剣を捧げ持っていた。ニナが通り過ぎざま、マーセルがぼそっとつぶやいた。

「残念だが、今日はビスケットは持っていない」

　思わず立ち止まってしまった。残念ではないし、まだその話を引っ張るのかと心の中で突っ込んだ途端、

「おめでとう」

　とマーセルが小さく笑った。その素直な笑顔に、緊張で余裕がなかったニナの顔にも、自然と笑みが浮かんだ。

　隊員たちの最後を務めるのはハンネスだ。そっと視線を向けてギョッとした。ハンネスは見慣れた、しかめ顔──ではなく、強く眉を寄せていつもより怖い顔をしていたからだ。

（どうしたの？　何事!?）

　一拍おいて、わかった。泣くのを我慢しているのだと。まるで娘を嫁にやる父親のようだ。

　呆れたような微笑ましいような、くすっぐたい思いで心の中が温かくなった。

　凛りんと顔を上げて再び歩き出す。さっきまでは全く目に入らなかった参列者たちの顔がよく見えた。

　着き飾かざった家族の姿がある。誇らしげに、そして何より嬉しそうに満面の笑みを浮かべる母親と兄姉たち。さらに腹が丸くなった本物の父親は、すでに笑いながら泣いていた。

　ニナが立ち止まり笑顔で礼をすると、参列者たちの間からひときわ大きな拍手が響いた。

　落ち着いて視線を前に向けると、主祭壇で待っていたアスランがいつもの優しい笑顔で、ニナに向かって片方の手を差し出した。




　静まり返る聖堂内で、大司教が誓ちかいの言葉を述べる。次は誓いの口づけだ。

　アスランがニナのヴェールを上げた。間近で微笑むアスランの姿に、ニナは思わず息を吞んだ。

　純白の衣い装しょうと金のマントが銀髪によく映える。丸ガラスをはめ込んだ大きな窓から光が差し込み、その光を浴びたアスランは目を奪われるほどきれいだった。

　事実、聖堂内のあちらこちらから「ステキねえ」「ニナ様がうらやましい」といった感嘆の声が聞こえてくる。

「アスラン……すごくよく似合ってる。かっこいい」

　思わずつぶやいたニナに、アスランがぽかんとした顔になり、そして苦笑した。

「それは俺が言う言葉だと思うよ、ニナ」

「え？　あ、そうか、そうだよね。つい……！」

　思っていることがそのまま口から出てしまって、と焦っていると、耳元に口を寄せられた。

　何の心構えもないまま「ドレスがよく似合っている、きれいだ」とささやかれて、ニナは動揺した。

　おまけにすぐ目の前で深く青い目に見つめられ、さらには幸せそうに微笑まれるものだからパニックになってしまった。

　アワアワと口元が震え、耳まで真っ赤になっているだろうと自分でもわかる。そのまま誓いの口づけを交わすなんて、あらての拷ごう問もんだ。そうに違いない。

　騎士隊員たちのおかげでやっと緊張がとけたというのに、ニナはまた違う意味でガチガチに固まってしまった。

　ニナの肩を軽くつかんだアスランが体をかがめた。見とれるくらい端正な顔が近づいてくる。

（──あれ？）

　余裕など全くないのに、ふと心に触ふれるものがあって我に返った。この状況には覚えがある。

（……そうか、あの時だわ）

　思わず小さく笑ってしまったニナに、アスランがくすぐったそうに目を細めた。

「どうかしたか？」

「ううん。前は格子越しだったなと思って」

　ドラゴンの姿だった時、夫婦になってニナを助けるために、アスランが檻の格子越しにキスをしてくれたっけ。

「そうだったな」となつかしそうに微笑む顔は、ドラゴンだった時に向けられた笑顔と全く同じものだ。

　悲しみや不安から何度も救ってくれた深く青い目が、目の前で優しく揺れる。

「これからもどうぞよろしく、ニナ」

「こちらこそ」

　心の底から笑ってうなずいたニナに、アスランがゆっくりと口づけた。





終　
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　別棟の寝室の窓から朝日が差し込む。

　結婚式の翌日、広い寝台で目覚めたアスランは、隣で眠るニナに視線を向けた。

　アスランに背を向けているニナはぴくりとも動かない。その肩に、ゆっくりと手を伸ばした。満ち足りた心持ちで、すこやかに寝ているその肩を引き寄せようと触れた瞬間、勢いよくニナが振り向いた。

　目が合う。

　アスランも驚いたが、ニナの驚きようは比ではない。てっきりアスランが眠っていると思ったのか、悲鳴をあげて後ろに飛びのいた。決して狭くないベッドから転げ落ちそうな勢いだ。

「大丈夫か！　どうしたんだ？」

　アスランは思わず上体を起こして、そう聞いた。

「な、何でもないよ、大丈夫！　あの、おはようございます……」

　何でもないわけはないし、大丈夫でもないだろう。その証拠に、赤い顔をしたニナは絶対にアスランと視線を合わせようとしない。落ち着きなく泳ぐ目の下には、くっきりとクマまでできていた。

（ひょっとして──）

　昨夜ベッドに入る前から、ニナはものすごく緊張している様子だった。そして事が終わり、アスランが腕うで枕まくらをしてニナの髪をなでながら眠りについた後も、一睡もできなかったのだ。二人で同じ寝台で眠るということ自体に緊張して。そう悟った。

「ドランだった時は、ずっと一緒に寝ていたのに」

　丸まって、いびきをかいて寝ていたドラン──かつてのニナを思い出して言うと、

「そ、それとこれとは話が別で……そもそも、あれはドラゴンの姿であって……！」

　ニナが力説し始めた。だがしばらくして、目の前でアスランに見つめられ昨夜のことを思い出したのだろう。顔だけでなく夜着から出た肩までが、みるみるうちに真っ赤に染まっていった。

「「……」」

　目の前でそんな素直な反応をされたら、こちらまで照れくさいような、こそばゆいような、恥ずかしいような、そんな気持ちになってしまう。

　アスランは思わず顔をそむけて、寝ね癖ぐせのついた髪をグシャグシャとかき回した。

（──全く、いつもの自分とは別人だな）

　決まりが悪くて、落ち着かない。

　ニナといると、いつもの自分ではいられなくなる。こんな自分もいたのかと驚かされることばかりだ。そのたびに少々、居い心ごこ地ちの悪い気にもなるが──。

　恥ずかしさからか、少しずつ後ろへ逃げていくニナの肩を引き寄せた。驚いたように固まるニナの、目の下にできたクマに優しくキスを落とす。

　ニナが目を見張った。アスランが本心から心配していると伝わったようだ。

　顔を赤くしたまま、ニナがゆっくりと嬉しそうに笑う。

　アスランも微笑み返した。

　──少々居心地の悪い気にもなるが、それでもニナのこんな笑顔が見られるなら、自分に向けられるなら、それはとても幸せなことだろう。




　それから十日が過ぎた。朝が来て、先に目覚めたアスランは、そっと隣を見た。ニナがすこやかな寝息をたてて眠っている。どうやら、ようやく慣れてくれたようだ。

　微笑みながら、なめらかな茶色の髪をなでているとニナが薄目を開けた。

「ニナ、起きたのか。おは──!?」

　不意に正面からぎゅうっと抱きつかれて、アスランは不覚にもうろたえた。いつもの恥ずかしがりやなニナからは、想像もつかない行動だったからだ。

「えっと、ニナ──？」

「……ドラン、揚げ鶏はもうないよ」

　寝ぼけているのだとわかった。ドランの夢を見ていて、アスランと間違えているのだと。

　アスランは片方の手で顔をおおった。顔を赤くして嬉しがった自分が恥ずかしくていたたまれない。

　が、このままではドランの代わりにあごの下をグリグリと強くなでられそうなので、ニナを起こすことにした。

「ニナ。ニナ！」

　背中をぽんぽんと軽く叩くと、今度こそニナは本当に目を覚ましたようだ。寝ぼけた顔で眉を寄せて考えていたが、しばらくして状況を悟ったらしい。

「え、ええ!?　わ、私は何を──」

　ひどく驚いたのはわかるが、青ざめて言葉を失うところではないと思う。仮にも新婚で、何度も肌を重ねているというのに。しかも慌てて離れようとしているではないか。

　だがニナが離れる前に、アスランはがっちりとニナを抱きしめていた。先手必勝である。作戦勝ちだ。

　動揺し、声にならない声をあげて焦るニナを決して離さず、微笑みながらますます強く抱きしめる。

　ドラン相手だと自分から抱きつくくせに、と小さな反抗心がわき上がった。だがそれすら、とろけるように嬉しく感じられる。それくらい愛おしくてたまらない。

　前にニナから「大事な人だ」と言われたことが、ふとよみがえった。

「俺もニナが大事だよ。とても大切に思っている」

　ニナの耳元で心のままを口にした途端、ピタッと抵抗がやんだ。

　そして驚くことに、ニナはそのまま小刻みに震える顔を、グリグリとアスランの胸に押しつけてきた。

　めずらしく大だい胆たんだなと驚きつつ視線を落として、そうではないとわかった。ニナは大胆になったのではない。嬉しさと羞恥が入り混じり、これ以上ないくらい赤くなっている顔を見せないために、アスランの胸に押しつけて隠していたのだ。

　アスランは思わずふき出した。ニナがますます顔を押しつけてくる。耳の裏側まで真っ赤になっているのが見てとれた。

　何だろう、このかわいい生き物は。

　おそらくはニナがアスランを大事に思っている以上に、自分はニナが大事だ。

　とても、とても大切な人だ。

　生しょう涯がいかけて大事にする。




　アスランは心の底から微笑んで、ニナの髪を優しくなでた。
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『ドラゴンと王子の結けっ婚こん生活』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　本作は、ネット小説サイト「小説家になろう」に掲けい載さいしていたものを、改かい稿こうしたものになります。

　この話は、エプロンをつけて鼻歌をうたいながら鍋なべのシチュー（か何か）を、おたまでかき回すドラゴン──が書きたいなという、よくわからない想像図から生まれました。

　ですが、私は全くドラゴンに詳くわしくなく。「あれ？　ドラゴンって角が生えてるんだっけ？」と、まずはそこからでした。

　料理ができるのなら掃そう除じもできるだろう。外見はいかついドラゴンが雑ぞう巾きんやほうきを使って、せっせと掃除していたらおもしろいんじゃないか──という、やっぱりよくわからない想像図を、見事にかわいく絵にしてくださったのが、イラストの麻ま先さきみち先生です。何これ、かわいい。




　本作は、令れい嬢じょうとドラゴンの中身が入いれ替かわってしまう話です。主人公はまず婚こん約やく者につらい目にあわされ、次には体がドラゴンになり周囲に恐おそれられてしまいます。

　いわばマイナスのコンボですが、マイナスになった出来事が、最後にはプラスに変わっていればいいなと思って書きました。

　婚約者とのことも、ドラゴンと入れ替わったことも、つらいことがつらいまま終わるのではなく、全てをのみこんで最後にはよくなっていればいいなと。

　主人公は謙けん虚きょで、頑がん張ばり屋な性格です。そんな主人公を書くのもとても楽しかったのですが、ドランとからむ騎き士しコンビを書くのも、非常に楽しかったです。騎士コンビはあれですね、男子高校生のノリですね。

　そして向かい合って座すわり、お茶を飲みながらお菓か子しを頰ほお張ばるドランと騎士隊長──の場面が、個人的にとても気に入っています。何これ、楽しい。




　最後になりましたが、本作を手に取り、読んでくださった皆みな様さまに、深くお礼申し上げます。

　少しの時間でも楽しいと思っていただけたら、こんな嬉うれしいことはありません。ありがとうございました。





新にい山やま　サホ









ＰＲＯＦＩＬＥ

新山サホ

SAHO NIIYAMA





三重県在住。

ＷＥＢ投稿サイト「小説家になろう」にて小説を発表し、『聖女になるので二度目の人生は勝手にさせてもらいます～王太子は、前世で私を振った恋人でした～』（アリアンローズ刊）でデビュー。




趣味は、読書とお弁当箱を眺めること。

好きな食べ物は餃子。



















ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＩＯＮ　麻先みち

Design　みぞぐちまいこ（cob design）












ドラゴンと王おう子じの結けっ婚こん生せい活かつ








著者　新にい山やまサホ

イラスト　麻ま先さきみち





2018年8月10日　発行





[image: ]Saho Niiyama 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『ドラゴンと王子の結婚生活』

2018年8月10日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）















item/image/img-007.jpg





item/image/img-249.jpg
3 2/

BT wipmND

>

—
-





item/image/img-123.jpg
N\ /i

- i \¢v K d .ﬂm
LIPAN i wem v Mg
Bk P g





item/image/img-241.jpg
LIMA

N 2 b n o fo No

£
-





item/image/img-084.jpg
12y

7,
- |
’,
h
I
i
hi






item/image/cover.jpg
/ ApEs
471!\ lﬁﬁ’;ﬂ%ij

ﬂ

\m_ W
@





item/image/img-091.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-114.jpg





item/image/img-231.jpg
S

REOVUIT

<>

= b Oul-
11 SN






item/image/img-075.jpg
1y

<>

@
~
-J‘,
o et
==
.
%
> NU
=4
I \'





item/image/img-193.jpg
P





item/image/p149.jpg





item/image/img-269.jpg





item/image/img-026.jpg
he
1.3
Lirn =
Q/\
[
i<
<>
Av¢5 =
P






item/image/img-147.jpg
- -—
INFAIN En...ﬂzo °° w






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		１　令嬢、ドラゴンになる



		２　ドラゴン、王子と結婚する



		３　ドラゴン、シチューを煮込む



		４　ドラゴン、風呂に入る



		５　ドラゴン、騎士コンビと仲良くなる



		６　ドラゴン、誤解される



		７　ドラゴン、王子と月見をする



		８　金髪くん（騎士コンビ）のひとりごと



		９　ドラゴン、マッサージをする



		10　ドラゴン、少女に会う



		11　ドラゴン、人形をもらう



		12　ドラゴン、カエルが怖い



		13　ドラゴン、洗濯をする



		14　ドラゴン、風邪をひく



		15　王子のひとりごと



		16　ドラゴン、逃げる



		17　ドラゴン、令嬢を見つける



		18　ドラゴン、暴れそうになる



		19　ドラゴン、決心する



		20　ドラゴン、暴れる



		21　ドラゴン、薬が苦い



		22　ドラゴン、悪魔祓いをする



		23　ドラゴン、令嬢を洗う



		24　ドラゴン、令嬢とぶつかる



		25　ドラゴン、狙われる



		26　ドラゴン、令嬢に戻る



		27　令嬢、周りの反応がおかしい



		28　王子のひとりごと　２



		29　令嬢、家に帰る



		30　令嬢、ドラゴンの世話係になる



		31　令嬢、ドラゴンとさよならをする



		32　令嬢、ドラゴンに戻る夢を見る



		33　令嬢、王子と結婚する



		番外編　令嬢と王子の結婚



		あとがき



		ＰＲＯＦＩＬＥ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-264.jpg
SN o
| B

~N

A\

2>

ﬁﬂﬁ\ﬁSNHNﬁﬂ)





item/image/img-020.jpg
LINTINT N A= i 1€ 4
<+ A






item/image/img-139.jpg





item/image/img-257.jpg
\33/

<

- f = A‘y .‘J

S R o Ry
>






item/image/img-013.jpg
\2/

Rl Ry .
LIMAN B Mo D 4 o S
¢

N2





item/image/img-099.jpg
14/

L W u D v
k—7n
n
N
==
. <>
> ..(W






item/image/img-130.jpg
18/

<> \/
LIMAN IS N F N o.lu





item/image/p053.jpg
BN A
S s
208

—






item/image/gaiji-copyright-m-h.png





item/image/img-205.jpg
27/

S Esciirier—s g%

<

A





item/image/img-047.jpg
p e e
LIFAN HM VI wtoN S
< A






item/image/img-164.jpg
\22/

INFIN B e 3

=
M._z.__qs o’

J
-





item/image/p081.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/p117.jpg
/, T~
R W N
\O \/






item/image/img-039.jpg
- L&

= o





item/image/img-156.jpg
= -
) ¢ ."
INAN ko s g






item/image/img-033.jpg
\9/

LIMNAN EE
7 :

. e
t:?.tlr-.m-.ﬂ..\./\.r-clc e





item/image/img-106.jpg
15/






item/image/img-069.jpg
\1 0/

.r__,_._./‘ PNTLRCRS ., -

J
w





item/image/img-221.jpg





item/image/img-186.jpg
<= —

<> AH
LIPAN EHoSn S
8 X






item/image/p263.jpg
S 177

/

w~ ) .ﬁmah‘ ~
)i XUERARN
JOP Rl NV
S A\ He(

\ fv {
% A\
N7 ]
NN
W)’

A
LI\
&

R
|
&& w\f

D

W





item/image/img-062.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/img-213.jpg





item/image/img-178.jpg





item/image/img-055.jpg
\8/

Ai "y
Av______a v (k=

M -
/"
NA —
)EON =T N
= :
e’





item/image/img-171.jpg
\23/

& IMTIN &8 polt e o*

J
w





item/image/p005.jpg
) 9.9.9.9.9.9.9.9.9.9.9.0.9.99.9.9.9.09.909.99999.900.0.00004

tadthat 5545114

kx|

—_—

@ n=f ‘
L';,/ BEE. TRTAEO T,

S N

PR R A AR IR AR AR R A AR AR A AR IR AR AR AR A AR AR AR A IAKAKAK





item/image/p247.jpg





item/image/p004.jpg
PRI XRIIEXIICRIIRIXRR IR IXIXICX XXX

- DY AL
2B - R

PR KRR R R KRR R R X R R XX XXX XX





